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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











１






　ＶＲＭＭＯ─ＲＰＧ《ソードアート・オンライン》の舞ぶ台たいである浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドには、数多くのボスモンスターが存在していた。

　大別すれば二種類。フィールドの要所に居い座すわるフィールドボスと、迷めい宮きゆう区くタワーの最上階を守るフロアボスだ。ことに、上位のボスモンスターは名前に定てい冠かん詞しの《ＴＨＥ》が付ふ与よされていて、プレイヤーたちから「ザつきボス」などと呼ばれて恐おそれられた。

　しかし、そんな定てい冠かん詞し持ちボスの中にもさらなる格付けがあったことを知るプレイヤーは、さほど多くない。

　たとえば、俺とリズベットを深い縦穴に叩たたき落おとした五十五層のフィールドボスの名前は、《ゼーファン・ザ・ホワイトウィルム》。そして七十四層でアスナやクラインと一いつ緒しよに戦ったフロアボスは《ザ・グリームアイズ》。前者は定てい冠かん詞しの前に固有名詞がついているのに、後者は「輝かがやく目」を意味する複合名詞だけだ。全ての「ザつきボス」は、この固有名詞ありタイプと、なしタイプに分類できる。

　そう聞くと、固有名詞ありのほうが格上のように思えるが、実際には逆だ。なぜかというと、固有名詞なしのボスは、その名を口にすることすら恐おそれられた結果、本来はザの前に存在していた名前が長い年月のあいだに忘れられてしまったという設定だからだ。

　実際、俺に「これは死ぬかも」と思わせたボスモンスターのほとんどはそのタイプだった。青眼の悪あく魔まザ・グリームアイズ然しかり、一層の地下に潜ひそんでいた死神ザ・フェイタルサイズ然しかり──そして、七十五層の迷宮区タワーで攻こう略りやく組ぐみの精せい鋭えい集団を蹂じゆう躙りんしたフロアボスもまた、固有名詞を持たなかった。

　その名は《ザ・スカルリーパー》。髑どく髏ろの刈かり手て。

　いまも恐きよう怖ふと戦せん慄りつが色いろ濃こく染しみついているその名前を思い起こしながら、俺は呟つぶやいた。

「アスナにも……あいつに見えるか……？」

　すると、俺の隣となりに倒たおれたままのアスナも、小さく頷うなずいた。

「うん……。骨じゃないし、サイズも倍くらい大きいけど……あれ、七十五層のボスだよね……」

　二人ともそう思うなら、単なる偶ぐう然ぜんなどではあるまい。

　深夜の嵐あらしに波打つ草原の彼方かなたから、俺たちをひたと見下ろす異形の巨きよ獣じゆうは、スカルリーパーのモディファイ版だ。

　全長二十メートルはあろうかという人面のムカデ。黒光りする甲こう殻かくと分厚い筋肉に包まれた胴どう体たいからは無数の脚あしが生え、尻しつ尾ぽは槍やりのように鋭するどく、二本の前まえ肢あしは湾わん曲きよくした長大な鎌かまになっている。そして、後ろ側が長く伸びた頭部には、真しん紅くに輝かがやく四つの目と、上下左右に開く巨きよ大だいな口。

　人面ムカデの頭上に浮うかぶスピンドルカーソルの、三段もあるＨＰバーの下には、アルファベットで名前が表記されている。【The Life Harvesterザ・ライフハーベスター】、命を収しゆう穫かくするもの。あのムカデから全ての甲こう殻かくと筋肉を剝はぎ取とって骨だけにすれば、ザ・スカルリーパーとまったく同じ姿に──アスナが言ったとおり、大きさはかなり違ちがうが──なるだろう。

「まさか、アインクラッドが落下した時、七十五層からあいつも落ちてきたのか……？」

　俺の言葉に、アスナが今度は首を横に振る。

「アルゴさんが、あいつに三十キロも追いかけられたって言ってたでしょ？　いくらなんでも遠すぎるし、筋肉や装そう甲こうがついてる理由も説明できないわ」

「そう……だな。そもそも、ＡＬＯの新しん生せいアインクラッドのフロアボスは全部、ＳＡＯからは変へん更こうされてるはずだしな」

　そう答えた俺の耳に、岩と岩を擦こすり合あわせるような奇き怪かいな雄お叫たけびが届いた。

「ジャシュアアアアッ！」

　両りよう腕うでの鎌かまを高々と掲かかげたライフハーベスターの咆ほう哮こうに誘さそわれたように、上空の黒雲を紫むらさき色いろの稲いな妻ずまが這はい回まわる。少し遅おくれて太い雷らい鳴めいが轟とどろく。いつの間にか雨は止やんだようだが、雷かみなりが収まる気配はない。

「キリト、どうするのですか！」

　叫さけんだのは、少し離はなれた所に倒たおれていたアリスだ。他の仲間たち──リズベット、リーファ、シリカ、シノン、アルゴ、ユイ、クライン、エギル、そしてエギルの奥おくさんであるハイミーと、彼女に同行している《インセクサイト》のプレイヤー十九人、加えてトゲバリホラアナグマのミーシャとセルリヤミヒョウのクロも俺の判断を待っているようだ。

　戦うか、逃げるか。

　正直、戦って勝てるとは思えない。ライフハーベスターの、右みぎ前まえ肢あしの鎌かまによる薙なぎ払はらい攻こう撃げきを、俺とアリス、リズベット、インセクサイトから来たカブトムシとクワガタの五人で同時にガードしたのに、全員がひとたまりもなく吹ふき飛とばされてしまったのだ。俺の鉄製胸当てと左の籠こ手ては無残にひび割れ、ＨＰは六割近くも減ってしまったし、アリスたちのダメージも似たようなものだ。

　鎌かまの薙なぎ払はらいは、ライトエフェクトを伴ともなっていなかった。つまりは単なる通常攻こう撃げき。それを五人がかりでガードできなかったのだから、ステータスに絶望的な──プレイヤースキルでは埋うめきれない差がある。何度も何度も挑ちよう戦せんし、行動パターンを見み極きわめられれば攻こう略りやくできるかもしれないが、このゲーム《ユナイタル・リング》でそれは許されない。俺たちは、たった一度でも死ねば、世界から永久に放ほう逐ちくされてしまうのだから。

　ここは逃げるべきだ。逃げられるものなら。

　しかしそれが難しい。アルゴたちが三十キロも追いかけられたという話が本当なら、ライフハーベスターは、ゲームのモンスターとしては有り得ないほど強力な追つい跡せきアルゴリズムを与あたえられている。そういうモンスターを振り切る方法は二つしかない。追ってこられない場所に逃げ込むか、他のプレイヤーに押しつけるかだ。

　前者ならたとえば断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの上や洞どう窟くつの中、あるいは保護された町だが、周囲には森と草原しかないし、我らがキリトタウン──ではなくラスナリオは俺たちが自分で築いた町なので、モンスターを拒こばむシステム的な障しよう壁へきはない。そして後者を選ぼうにもこの辺りには俺たちしかいないし、そもそも選びたくない。

　左右の鎌かまを下ろしたライフハーベスターが、無数の歩ほ脚きやくを滑なめらかに波打たせてこちらに移動し始める。悩なやんでいる余よ裕ゆうはない。いますぐ方針を決めなければ、逃げるも戦うもままならずに全ぜん滅めつしてしまう。

　全ぜん滅めつ、という言葉が意識に浮うかんだ途と端たん、アバターの中身が氷になってしまったかのような戦せん慄りつに襲おそわれる。

　せめて。せめてモンスターの攻こう撃げきパターンさえ解わかっていれば。

　声にならないその叫さけびが、白いスパークとなって脳の中を走り回り……バチッと弾はじけた。

　いや、待て。解わかっている、のではないか？　あのライフハーベスターが、スカルリーパーに肉と鎧よろいをまとわせたモンスターであるなら、俺とアスナはすでに一度戦っている。二年近くも昔のことだが、生死の際きわで剣を振るい続けた記き憶おくは消えるものではない。

「アスナ！」

　俺は、華きや奢しやな左ひだり肩かたを摑つかみながら叫さけんだ。

「スカルリーパーの攻こう撃げきパターン、憶おぼえてるか!?」

　そう問いかけた途と端たん、はしばみ色の瞳ひとみが大きく見開かれる。直後、そこに決然とした光を宿らせ──。

「うん、憶おぼえてる」

　言い切ったアスナの肩かたを、もう一度ぐっと握にぎる。

「よし。俺とアスナで、鎌かま攻こう撃げきを全部捌さばこう。ソードスキルをシンクロで当てれば、パワーを相そう殺さいできるはずだ」

　俺の言葉を、アスナはすでに予想していたのだろう。夜暗に仄ほの白じろく浮うかぶ顔をいっそう引ひき締しめ、囁ささやき返してくる。

「でもスカルリーパーの時は、鎌かまの片方を団長が一人でガードしたんだよ」

　アスナが言う団長とは、ギルド血けつ盟めい騎き士し団だんのリーダー、《神しん聖せい剣けん》ヒースクリフのことだ。攻こう略りやく組ぐみプレイヤーの中でも卓たく越えつした防ぼう御ぎよ力りよくを誇ほこった彼が鎌かまを一本引き受けてくれたからこそ、俺とアスナも最後まで持ちこたえられた。そこは否定しないが、俺の記き憶おくによれば──。

「スカルリーパーは、両手の鎌かまで同時に攻こう撃げきはしなかった。一方の鎌かまを振る前に、必ず反対側の鎌かまを胸の前に畳たたんでたはずだ。その動きを見み逃のがさなければ、二人で両方捌さばくのは不可能じゃない」

「……解わかった」

　答えは早かった。逃げるのは不可能、戦うしかないのだと、すでにアスナも決意していたのだろう。頷うなずき合い、腰こしの革かわ袋ぶくろから回復薬ならぬ回復茶の小こ瓶びんを出して、二人同時に飲み干す。ＨＰ漸ぜん次じ回復のアイコンが点灯するのを確かく認にんし、すっくと立ち上がる。

「みんな、戦うぞ！」

　俺が叫さけぶと、草むらにしゃがんでいた仲間たちも次々に体を起こした。

「あのライフハーベスターは、アインクラッド七十五層のスカルリーパーと同じだ！　前面の鎌かま攻こう撃げきは俺とアスナが捌さばく！　クラインは左側面からの攻こう撃げきを指揮してくれ！　エギルはインセクサイト組と右側面を頼たのむ！　ユイは魔ま法ほうで攻こう撃げき、ミーシャとクロはユイを守れ！」

　矢や継つぎ早ばやのオーダーに、攻こう略りやく組ぐみプレイヤーとしてスカルリーパー戦を経験しているエギルとクラインが「おう！」と叫さけび返してくる。二人の指示でアリスやハイミーたちが素す早ばやく左右に分かれてフォーメーションを組み、ユイと二頭のペットは遊軍的に距きよ離りを取る。

　ザ・ライフハーベスターは、俺たちの闘とう志しを感じ取ったかのようにいったん立ち止まり、四つの目を細めた。

「ジャシュウゥ……」

　自分より遥はるかに小さい生物の群れをあざ笑うかのように、低く吼ほえる。

　次の瞬しゆん間かん、足あし許もとの草を引きちぎりながら、猛もう然ぜんと突っ込んでくる。凄すさまじいプレッシャーに耐たえながら、俺はアスナに向けて叫さけんだ。

「行くぞ！」

「うん！」

　ＳＡＯ時代に戻もどったかのようなやり取りに続いて、こちらも地面を蹴ける。彼ひ我がの距きよ離りが急速に縮まり、十メートルを切った直後、ライフハーベスターが右の鎌かまを胸に引きつけ、左の鎌かまをぐうっと真横に振りかぶる。

　武器によるガードが不可能なことはすでに痛いほど思い知った。鎌かま攻こう撃げきを捌さばくには、二人が同時にソードスキルを当てるしかない。

　ＳＡＯで開発され、いまではＡＬＯプレイヤーに受うけ継つがれているシステム外スキルである《シンクロ・ソードスキル》は、ソードスキルを同時に命中させるという単純なコンセプトとは裏腹に相当な高等技術だ。なぜなら、数多あまたあるソードスキルはプレモーションに要する時間も、斬ざん撃げき速度も様々なので、同時に発動したのでは命中するタイミングがずれてしまうのだ。それでは威い力りよくの相乗効果が得られない。

　しかし命中の瞬しゆん間かんを完かん璧ぺきに一いつ致ちさせられれば、一足す一の威い力りよくが三にも四にもなる。さらに、ソードスキルには通つう常じよう技わざにはない強力なノックバック効果があるので、五人を一いち撃げきで吹ふき飛とばした鎌かま攻こう撃げきを、二人で防ぼう御ぎよすることも可能なはず。少なくとも、スカルリーパーの時はそれができた。

　俺が片手剣の単発縦たて斬ぎり技わざ《バーチカル》を発動させると、コンマ二秒ほど遅おくれてアスナもレイピアの単発突つき技わざ《リニアー》を発動させた。

　シンクロ・ソードスキルが難しいもう一つの理由は、技わざの軌き道どうがシンクロ相手の技わざ、または体に重なってはならないということだ。たとえばいま俺が《バーチカル》ではなく横よこ斬ぎり技わざの《ホリゾンタル》を発動させていたら、それはライフハーベスターの鎌かまに命中する前に、すぐ右にいるアスナを斬きってしまっただろう。敵だけでなく仲間の位置や姿勢も常に把は握あくしつつ、最適なスキルを選せん択たくし続けなくてはならない。

「ジャアアアッ！」

　雄お叫たけびに、巨きよ大だいな鎌かまが空気を切きり裂さく重い唸うなりが重なる。

　俺の長ちよう剣けんとアスナのレイピアが、わずかに色合いの異なるブルーのライトエフェクトで闇やみを切きり裂さく。鎌かまのエッジと、二つの剣けん尖せんが衝しよう突とつする。

　ギャリイイイイン！　という途と轍てつもない衝しよう撃げき音おんが、聴ちよう覚かくを圧おした。

　剣から右手に伝わる強きよう烈れつな反動が、肘ひじ、肩かたから背骨にまで突き抜けた。

　まだ……まだ吹ふき飛とばされてはいない。しかし敵の鎌かまも微び動どうだにしない。刹せつ那なの膠こう着ちやく状態。この世界では使えない心シン意イ力りよくさえも振ふり絞しぼって、鎌かまを押おし戻もどそうとする。

　不意に、ちりっと頭の芯しんが弾はじける感覚。自分の長ちよう剣けんだけでなく、アスナのレイピアに伝わる圧力さえも感じる気がする。言葉も、視線すら交かわさずに意志を重ね、

「おおおッ！」

「はああッ！」

　二人同時の気合いで、ソードスキルが生み出した威い力りよくの、最後の一滴てきまでをも絞しぼり尽つくす。

　ライトエフェクトがひときわ眩まばゆく輝かがやき、消える。俺とアスナの武器が弾はじき返かえされ、二人とも体勢を崩くずす。

　だが、ライフハーベスターの左の鎌かまもまた、後方へと押おし戻もどされた。

　──ガードできた！

　技デ後イ硬レ直イ中にアスナと一いつ瞬しゆんだけアイコンタクトし、思念を伝え合う。いまのシンクロ技わざを、ただひたすらに繰くり返かえすのだ。仲間が三段ＨＰバーを全て削けずり切ってくれるまで。

　俺とアスナの硬こう直ちよくが解けると同時に、人面ムカデものけぞりから回復した。

　今度は左の鎌かまを折りたたみ、右の鎌かまを高々と振りかざす。薙なぎ払はらいではなく突き下ろし攻こう撃げき。これはソードスキルで弾はじく必要はないが、直ちよく撃げきされればまず即そく死し、回かい避ひできても範囲スプラツシユダメージを喰くらうと転てん倒とうしてしまう。

「キリトくん、まだ」

　ライフハーベスターの鎌かまを見上げたまま、アスナの囁ささやき声ごえに「うん」と返す。鎌かまの黒ずんだ切っ先は、俺たちを幻げん惑わくしようとするかのようにゆらゆらと揺ゆれ──突とつ如じよ、目もくらむほどのスピードで振り下ろされる。狙ねらわれたのはアスナ。

「そっちだ！」

　俺が叫さけんだ時にはもう、アスナは地面を蹴けっていた。俺も思い切りジャンプし、アスナの前に着地するや、腰こしを深く落として防ぼう御ぎよ姿勢を取る。

　直後、爆ばく発はつじみた音を立てて鎌かまが地面を猛もう撃げきした。草を放射状に引きちぎりながら、衝しよう撃げき波はエフェクトが襲おそってくる。吞のみ込まれた途と端たんに強きよう烈れつなショックを感じたが、どうにか転てん倒とうせずに持ちこたえる。ダメージも受けていない。

「キリトくん、わたしを守る必要ないよ！」

　背後でアスナがそう言ったが、俺は立ち上がりつつ反はん駁ばくした。

「アスナの革かわ防ぼう具ぐで、いまの範はん囲いダメを無傷で防ぐのは無理だ！」

「……うん」

　悔くやしそうな声ながら、事実は事実としてすぐに認められるのがアスナの強さだ。俺は全身に《上質な鉄》シリーズの防具を装備しているが、アスナは薄い胸むね鎧よろいと腕うで当あて、すね当てのみ。しっかりガードすれば転てん倒とうは防げるだろうが、いくらか削けずりダメージを受けてしまうのは避さけられない。

　ライフハーベスターが、地面に一メートル以上も突き刺さった鎌かまを左右にこじり、引き抜く。その動きを注視しながら、早口で指示する。

「いまの突き下ろし攻こう撃げきが来たら、なるべく俺の後ろに退たい避ひしてくれ！」

「了りよう解かい！　──来るよ！」

　人面ムカデは、引き抜いた右の鎌かまをそのまま後方に引いた。また薙なぎ払はらいが来る。

　ソードスキルの用意をしつつ、俺はムカデ側面の戦せん況きようをちらりと確かく認にんした。

　俺から見て右側では、クラインに指揮されたアリスやリズベットたちが、二十本以上も並ぶ歩ほ脚きやくを猛もう攻こう撃げきしている。左側ではエギルとインセクサイト組が、同様の攻こう撃げきを加える。すでに数本の歩ほ脚きやくが切断されているが、ライフハーベスターは時々尻しつ尾ぽの槍やりを猛もう烈れつな勢いで振り回すので、前兆アクションを見たらすぐ地面に伏ふせないと大ダメージを喰くらってしまう。そちらはクラインとエギルがぬかりなく指示してくれると信じて、再び鎌かまに意識を集中する。

　またもや薙なぎ払はらい攻こう撃げき──いや、バックスイングがやや浅い。これは……。

「フェイントだよ！」

　アスナの声に、俺は体を右に回す。すでに左の鎌かまも動き始めている。アインクラッド七十五層では、このフェイントモーションに引っかかって危あやうく死にかけた。ヒースクリフの指示でどうにか迎げい撃げきが間に合った時は、彼に心の底から感謝したものだが、そもそもスカルリーパーを創造したのもあの男──茅かや場ば晶あき彦ひこだったわけだ。

　ライフハーベスターが、攻こう撃げきすると見せかけていた右の鎌かまを素す早ばやく引ひき戻もどし、同時に左の鎌かまを水平に薙なぎ払はらう。一撃げき目めよりやや軌き道どうが高い。俺は斜ななめ斬ぎり《スラント》、アスナも斜ななめ突づき《ストリーク》で受け止める。

　再び、アスナと五感が共有されたような感覚がほんの一いつ瞬しゆん訪おとずれる。息を合わせ、鎌かまを弾はじき返かえす。

　ザ・スカルリーパーと戦った時もそうだった。俺とアスナは言葉を使わずに意志を伝達し、一度もミスることなくソードスキルをシンクロさせ続けた。あの戦いから長い時間が流れたし、世界も武器もステータスも当時とは異なるが、俺たちを繫つなぐリンクは変わらず存在している。ならば、今度もきっと勝てる。

　──キリトくん、右！

　──受けるぞ！　ここ！

　もう自分でも声なのか思念なのか解わからないコミュニケーションで呼吸を合わせ、剣を振る。

　迎げい撃げきを繰くり返かえすたび、雑念が消えていく。一度でも失敗すれば死ぬという恐きよう怖ふも、いつまで続ければ倒たおせるのかという焦しよう燥そうも蒸発し、ただアスナと一体化してひたすら動作を最適化する快感だけが俺を満たす。

　その、いわばトランス状態が。

　最後の最後で、俺たちの脚あしをすくった。

「シャギュオオオオオオッ!!」

　もう何度目なのかも解わからない獰どう猛もうな雄お叫たけびとともに、ライフハーベスターが左右両方の鎌かまを限界まで水平に引ひき絞しぼった。それは、ＳＡＯ時代を含めて、いままでの戦いで一回も見せたことのないモーションだった。

　俺とアスナが普ふ通つうの状態だったら、未知の攻こう撃げきが来ることを察知し、鎌かまの射程圏けん外がいまで退たい避ひしようとしただろう。

　だが、半ばオートマチックな迎げい撃げきを続けていた俺たちは、トランス状態から醒さめ、思考力を取とり戻もどすために、貴重な〇・五秒を使ってしまった。

　振りかぶられた左右の鎌かまが、真しん紅くの閃せん光こうを放つ。スカルリーパーにはなかった特とく殊しゆ攻こう撃げき──もう退たい避ひは間に合わないし、威い力りよくがブーストされた二本の鎌かまを、俺とアスナで一本ずつガードするのも絶対に不可能だ。

「キリトくん──」

　アスナの掠かすれ声ごえに、仲間たちの悲鳴めいた絶ぜつ叫きようが重なった。

　一か八かで地面に伏ふせる──いや、それよりも。

「前だ!!」

　叫さけびながら、俺は右手でアスナの背中を押した。二人同時に地面を蹴けり飛ばす。

　左右から、燃えるように輝かがやく鎌かまが迫せまる。即そく死し級きゆうダメージの予兆を肌はだにちりちりと感じながら、懸けん命めいにダッシュする。

　ライフハーベスターの前まえ肢あしは、三メートルほどの上じよう腕わん部ぶの先に、五メートルはある鎌かまが接続された構造になっている。片方の鎌かまだけを振る場合は、ぶつからないように反対側の肢あしを胸に引きつけていたが、いまは両方の鎌かまを同時に振っている。薄うすい鎌かまは交差させられても、太い腕うでは互たがいに干かん渉しようしてしまう。その場合、胴どう体たいの直前にわずかな隙すき間まができるはず。

　できなかったら、俺もアスナもここで死ぬ。

　走る俺たちに、鎌かまが迫せまる。背後ですでに交差している鎌かま同士が擦こすれ合あう、ジャアアアッ！　という音が聞こえる。目の前には、青黒い甲こう殻かくに包まれた巨きよ大だいな胴どう体たい。スカルリーパーの時は、いざとなれば体の下に潜もぐり込めるだけの隙すき間まがあったのだが、ライフハーベスターは腰よう部ぶから逆棘かえりのような四本の突とつ起きが地面近くまで伸びて、隙すき間まを塞ふさいでいる。

「張り付け！」

　叫さけぶやいなや、俺はその突とつ起きの側面に飛びついた。アスナも体を密着させる。後ろからは、なおも鎌かまが追いかけてくる──。

　ガキッ！　と鈍にぶい音が聞こえた。

　体を反転させると、二本の前まえ肢あしの関節部分が衝しよう突とつし、俺とアスナを小さな三角形に閉じ込めていた。

「ジャアアアアッ!!」

　怒いかりに満ちた咆ほう哮こう。振ふり仰あおぐと、ライフハーベスターが異形の口を限界まで押し広げながら俺とアスナを睨ねめつけている。その頭上に浮うかぶＨＰバーは最後の一本に到とう達たつし、それもあと二割ほどしか残っていない。仲間たちが側面から懸けん命めいにＨＰを削けずってくれたのだ。皆みなの努力を無む駄だにしないためにも、この戦いを勝利に導かなくては。

「ジャシュウウッ!!」

　再びの雄お叫たけび。ライフハーベスターは、前まえ肢あしの間接部をがちっ、がちっと衝しよう突とつさせながら、俺とアスナの頭上で口をせわしなく開閉させる。だが硬かたい甲こう殻かくが胴どう体たいの可動範はん囲いを狭せばめていて、腰こしに張り付く俺たちには届かない。前に突とつ進しんされればこちらも移動せざるを得ないが、クラインたちの頑がん張ばりによって歩ほ脚きやくの大部分を失ったせいで、巨きよ体たいを支えるのが精せい一いつ杯ぱいのようだ。

「キリトくん、チャンスだよ！」

　突とつ然ぜん、アスナがそう叫さけびながらレイピアを構えた。意図を察し、俺も長ちよう剣けんを右みぎ肩かたに担かつぐ。

「ジャアアッ!!」

　三度目の咆ほう哮こうが轟とどろいた、その瞬しゆん間かん。

　俺は跳ちよう躍やく技わざ《ソニック・リープ》を、そしてアスナは突とつ進しん技わざ《シューティングスター》を、ほぼ真上を狙ねらって発動させた。同時に、全力でジャンプする。アバターの跳ちよう躍やく力りよくとシステム・アシストが、俺たちを現実世界では不可能な勢いで飛ひ翔しようさせる。
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　二色の軌き跡せきを引く長ちよう剣けんとレイピアが、上下左右に開かれた巨きよ大だいな口を貫つらぬいた。

　青白い閃せん光こうが膨ふくれ上がり、四つの目の内側から光の柱となって伸びる。甲こう殻かくのひび割れや関接部からも光が漏もれ、脈動し──爆ばく発はつ。

　ライフハーベスターが頭部から青い炎ほのおを振ふり撒まきながら激しく仰のけ反ぞり、俺とアスナも後方に宙返りしながら跳とんだ。揃そろって着地を決めてから、敵のＨＰバーを確かく認にん。残り一割弱。

　総そう掛がかりで押し切れると感じた俺は、全力攻撃フルアタツクの指示を出すべく息を吸い込んだ。

　だが一いつ瞬しゆん早く、ライフハーベスターがこれまでで最大音量の怒ど号ごうを轟とどろかせた。

「ジャッゴオオオアアアアアアッ!!」

　損傷し、光が消えていた四つの眼がん窩かに、赤黒い炎ほのおが燃え上がる。八割以上の歩ほ脚きやくを喪そう失しつした胴どう体たいが激しくうねり、尻しつ尾ぽの槍やりが二度、三度と地面を叩たたく。これは……瀕ひん死しのボスモンスターがそれまでの行動パターンをかなぐり捨てて滅め茶ちや苦く茶ちやに暴れる、いわゆる《狂乱状態フランテイツク》の前兆か。

　この場の全員によるノーガードの全力攻こう撃げきなら、残り一割以下のＨＰバーを削けずり切ることは恐おそらく可能。しかしわずかにでもＨＰを残してしまったら、カウンター攻こう撃げきで一気に壊かい滅めつしてしまうことも有り得る。ここはいったん距きよ離りを取り、時間をかけて攻こう略りやくするべきか。

　だが先刻のダブル鎌かま攻こう撃げきを、俺とアスナが再び回かい避ひできる保証はない。ここまでの作戦は、ライフハーベスターのターゲットを俺たちが取り続けることで成立していたのだ。もしタゲが側面の仲間たちに移れば、そこから隊列が崩ほう壊かいしてしまうかもしれない。

　──ここまで来て、手て詰づまりなのか。

　俺が強く歯は嚙がみした、その時。

「ℵℵℵℵℵ！」

　聞き覚えのあるキィキィ声が、戦場の西側に広がる森の方角で甲かん高だかく響ひびいた。

　さっと振り向くと、木立の隙すき間まから、人間より明らかに小さい影かげが次々と飛び出してくる。新手のモンスター集団……ではない。ラスナリオの町に残っていたはずのネズミ人間型ＮＰＣ、パッテル族ぞくたちだ。総数十匹ぴき、いや十人。全員、左手に鉄のピッチフォークを、右手には木を削けずった粗そ製せいの槍やりを握にぎっている。

　先頭を走る、恐おそらく女性と思われるリーダー格の一人が、再び叫さけんだ。

「ℵℵℵ!!」

　それを合図に、十人が右手の木もく槍やりを一いつ斉せいに投とう擲てきする。小こ柄がらな体たい軀くからは想像できない勢いで飛んだ槍やりは、ライフハーベスターの頭部に次々と命中した。半分は甲こう殻かくに弾はじかれてしまったが、残り半分は筋肉部に突き刺さり、ＨＰを３パーセントほども削けずる。あと５パーセント。

「ジャアアアッ！」

　怒いかりの咆ほう哮こうを上げたライフハーベスターが、残り少ない歩ほ脚きやくを地面に突き立て、体の向きを変えた。明らかにパッテル族ぞくをターゲットしている。だが、小こ柄がらなネズミ人間たちは、左手に携たずさえていたピッチフォークを両手で構え、その場に踏ふみとどまる。

　直後、新たな声が響ひびいた。

「ℵℵℵℵℵℵ!!」

　またしても、森から複数のシルエットが走り出してくる。今度は人間──だがプレイヤーではない。パッテル族ぞくと同じくラスナリオに移住してきたＮＰＣ、バシン族ぞくたちだ。先頭を走る大おお柄がらな女戦士イゼルマが、俺を見て「ℵℵℵ！」と叫さけぶ。

　パッテル語スキルもバシン語スキルも未習得の俺だが、何を言われたのかは本能的に解わかった。「ビビッてんのか」もしくは「やったろうぜ」。

　こうなってしまえば、撤てつ退たいするという選せん択たく肢しは最も早はやない。全員でフルアタックを敢かん行こうして、勝利するか全ぜん滅めつするかだ。

　再び息を腹の底まで吸い込み、右手の剣を振りかざして、俺は吼ほえた。

「全員、全力攻こう撃げき!!」

　うお──っ！　という鬨ときの声こえに、ライフハーベスターの咆ほう哮こうが重なった。
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「……虫さんたちも、食べ物はあたしたちと同じなんだね……」

　右みぎ隣どなりに座すわるリーファの囁ささやき声ごえに、俺はこくこくと首を上下に動かした。

　ラスナリオの町の北エリア、ペット厩きゆう舎しやに接する空き地には、プレイヤーとＮＰＣ合わせて六十人以上が巨きよ大だいな車座になっている。扇おうぎ形がたの空き地は将来的に大規模な農園になる予定で、横よこ幅はばが三十メートル、奥おく行ゆきは十五メートルほどもあるのでスペース的にはまだまだ余よ裕ゆうだが、元ＡＬＯ組（一人だけ元ＧＧＯ組）と元インセクサイト組、バシン族ぞくとパッテル族ぞくが無む秩ちつ序じよに入り交じり、巨きよ大だいな焚たき火びを囲んでいる光景はなかなか迫はく力りよくがある。

　ことに元インセクサイト組のアバターはろくに擬ぎ人じん化かされておらず、顔はバッタやカマキリやカブトムシのままなのでかなり怖こわい。本来は樹液を舐なめたり草を囓かじったりしているはずの虫までもが、恐おそろしげな大アゴで焼き立ての肉にく塊かいをバリバリ貪むさぼるさまはほとんどパニック映画のワンシーンだ。

「あの方々、口の中はどうなっているのでしょう……」

　俺の左に座すわるアリスの問いに、リーファの右側でビールっぽい酒を飲んでいたエギルがぼそっと答えた。

「戦せん闘とう中ちゆうに見えたけど、人間と一いつ緒しよだったぞ」

　それを聞いたアリスが実に微び妙みような表情を作り、俺も「こわっ」と反射的に呟つぶやいてしまう。

　しかし、口こう腔こう内ないの構造をあまりに現実と乖かい離りさせてしまうと、違い和わ感かんが大きくなりすぎるのだろう。俺も昔ＡＬＯで、口がオオカミのように突き出した悪あく魔まに変身して他のプレイヤーを丸まる囓かじりしたことがあったが、ちゃんと咥くわえるのに少々苦労したような記き憶おくがある。

　幸い、この場には肉をがっつく巨きよ大だいバッタを見て泣くような子供はいない。現在時刻は九月三十日の夜九時二十分なので、パッテル族ぞくが産んだ五人の子供たちは東エリアの居住地で寝ているらしいし、移住してきた十人のバシン族ぞくに子供は含ふくまれていない。

　……いや、《ユナイタル・リング世界のＮＰＣは居住地のキャパシティに合わせて人数が調整される》というユイの推測が正しければ、近々バシン族ぞくにも子供が生まれる可能性はある。だが明日の夜にはこの町は戦場になるのだから、できれば出産は少し後回しにしてほしいし、子パッテルたちもいざという時は町から逃がす算段をつけておかなくてはならない。そのためにも、俺もそろそろバシン語とパッテル語を習得しなくては……。

　そんなことを考えていると、そのバシン族ぞくの長であるイゼルマが、巨きよ大だいな皿を両手で抱かかえながらこちらにのっしのっしと歩いてきた。かなり酒が回っているらしく、赤らんだ顔には陽気そうな笑えみが浮うかんでいる。俺の前にドンと皿を置くと、そこに座すわり込んで「ℵℵ！」と叫さけんだがもちろん意味は解わからない。

　直径七十センチほどもある皿の上では、分厚く切られたステーキがじゅうじゅう音を立てている。焚たき火で炙あぶった塊かたまり肉にくを切っただけのシンプルな料理だが、この世界で嗅かいだことのないエスニックな香りが濃のう厚こうに漂ただよっているのは、イゼルマたちがバシン族ぞくの村から持参した香こう辛しん料りようか何かを使っているからだろうか。

「ℵℵ！」

　再びイゼルマが大きく右手を動かしながら叫さけんだので、俺は「食え」と言われたのだろうと判断し、木製のフォークをステーキに突き刺した。直径三十センチ、厚さ三センチはある肉を持ち上げると、大量の脂あぶらと肉にく汁じゆうが滴したたる。

　見た目も匂においも旨うまそう──ではあるのだが、かぶりつくには少々の心理的ハードルがある。なぜならこれは、超ちよう巨きよ大だい人面ムカデ型フィールドボスモンスター、ザ・ライフハーベスターの肉だからだ。

　三十分ほど前、狂乱状態フランテイツクで突っ込んできたライフハーベスターに、俺たちは後あと戻もどりできない全力攻こう撃げきを仕し掛かけた。数十のソードスキルが放つ閃せん光こうに包まれながらも、ライフハーベスターは二本の鎌かまと尻しつ尾ぽの槍やりを高々と振りかざした。致ち命めい的てきなカウンター攻こう撃げきを全員まとめて喰くらうという最悪の結末を書かき換かえたのは、俺が跳ちよう躍やくしながら放った三連れん撃げき技わざ《シャープ・ネイル》だった。三撃げき目めがライフハーベスターのみぞおちを切きり裂さき、三段ＨＰバーが消しよう滅めつした時には、アドレナリンが出すぎて危あやうくアミュスフィアのセーフティが発動してしまうところだった。

　さすがに超ちよう強敵だけあって、ライフハーベスターは大量の経験値とアイテムをドロップしたのだが、いちばん多く落としたのが肉、次に甲こう殻かく、次が骨だった。ことに肉は、その場の全員のストレージに詰つめ込んでも運びきれないほどの量で、いったいこれどう処理すればいいのと途と方ほうに暮れていると、イゼルマが当然のように祝しゆく宴えんを提案したのだ。

　焚たき火びの傍かたわらには肉にく塊かいが山のように積み上げられ、それをバシン族ぞくたちが手て際ぎわよく切り分け、串くしに刺し、スパイスをまぶして焼き上げていく。インセクサイト組やパッテル族ぞくたち、それにクラインは焼けるそばから喜んで食べていたが、俺はどうしてもライフハーベスターの異形を思い出してしまうので、できれば遠えん慮りよしたい……せめてアスナとユイが料理スキルの見せ所とばかりに作っているシチューのほうで味見したい……などと思っていたところにイゼルマ登場となったわけだ。

　ちらりと右を見ると、リーファがさっと目を逸そらす。左を見ると、アリスも顔をそむける。正面にはイゼルマの笑え顔がお。もはや逃げ場はない。

　ライフハーベスターはムカデめいたフォルムだったが、虫のたぐいなら骨のないモノコック構造でなければならない。肉の中の骨が体を支えているなら少なくとも脊せき椎つい動どう物ぶつであり、生物学的には虫より牛に近いはず。

　と自分に言い聞かせ、五本以上の肢あしを持っている脊せき椎つい動どう物ぶつはいないという知識は頭の奥おく底そこに打うち遣やっておいて、俺は分厚いステーキにかぶりついた。

　表面にはかりっと焦こげ目めがついているのに、中は適度に柔やわらかい。味は牛より羊に近い気がするが、バシン族ぞくのスパイスがクセを香こうばしさに変えている。正直、トゲバリホラアナグマやギヨルバイソンの肉よりもう一段か二段上の味だ。ライフハーベスターの気色悪い姿が脳のう裏りにちらつかなければ、だが。

　咀そ嚼しやくした肉がアバターの中の虚きよ無む空間に消え去ると、俺は叫さけんだ。

「うまい！」

　しかしイゼルマがきょとんとしているので、周囲の仲間たちに訊たずねる。

「あの、バシン語で美お味いしいってなんて言うんだ？」

　リーファやアリスは首を傾かしげたが、近くでピナに木の実を食べさせていたシリカが俺を見て言った。

「《ジーメ》ですよ」

　いつの間にバシン語を習得したんだろうという疑問を脇わきにどけて、イゼルマに向かって言う。

「ジーメ！」

　だが女戦士の怪け訝げんな表情は消えない。

「ジーメ！　これ超ちようジーメ！　めっちゃジーメ！」

　リーファたちが我が慢まんできぬというようにくすくす笑い始める。やけくそでジーメ、ジーメとイントネーションを微び調ちよう整せいしつつ繰くり返かえしていると、十回目くらいでようやくイゼルマの顔に笑えみが浮うかんだ。

「ℵℵ！　ジーメ！」

　逞たくましい左手で俺の右みぎ肩かたをばんばん叩たたき、大皿に残っていたステーキをリーファやエギルたちにも分配すると、焚たき火びのほうに戻もどっていく。遠ざかる逞たくましい背中に、見慣れたメッセージ窓が重なった。

【バシン語スキルを獲かく得とくしました。熟練度が１に上じよう昇しようしました】

　その窓が消えるまで待ってから、再びシリカに訊たずねる。

「言語スキルって、熟練度どれくらい上げれば使えるようになるんだ？」

「うーん、ぎりぎり最低限のコミュニケーションが取れるようになるのは熟練度10くらいからですかねえ。あたしもまだ15なんで偉えらそうなこと言えないですけど……」

「10か……」

　それなら意外と苦労しないかも、と思っていると、シリカがにっこり笑って付け加えた。

「ちなみに、熟練度10なら、単語を三十個くらいマスターすれば上がりますよ。頑がん張ばってください！」

「……そ、そっすか……」

　つまり、バシン語スキルとパッテル語スキルの熟練度を両方10まで上げようと思ったら、現実世界ではまったく役に立たない単語を六十個、完かん璧ぺきに発音できるようになる必要があるということだ。代わりに英単語が二、三個脳みそから押し出されてしまってもおかしくない。

　──どこの誰だれがこのゲームを作ったのか知らないけど、なんでこんなややこしい仕様にしたんだよまったく……。

　声に出さずに毒づきながら、俺はライフハーベスター肉略してハベ肉のステーキをもう一口がぶりと囓かじった。




　祝しゆく宴えんの参加者全員が腹いっぱい食べても、ライフハーベスターの肉は総重量の一割も減らなかった。

　もしここがアンダーワールドなら、残った生肉は干すか凍こおらせるか塩しお漬づけにするかしないとあっという間に天命が尽つきてしまうが、幸いユナイタル・リングではストレージに入っている素材アイテムの耐たい久きゆう度どは減らない。つまり、人口がかなり増えたラスナリオの食しよく糧りよう問題は当面解決されたわけだ。さすがに毎食ステーキでは飽あきてしまいそうだが、アスナとユイが作ってくれた香草入りシチューも優やさしい味わいで旨うまかったし、他にも料理法はいろいろあるだろう。付け加えれば、クマのミーシャもヒョウのクロも、そしてアスナのペットであるオオトカゲのアガーもハベ肉を大いに気に入ったようだった。

　祝しゆく宴えんは夜十時にお開きになり、パッテル族ぞくとバシン族ぞくたちがそれぞれの居住地に引き上げていくと、厩きゆう舎しや前まえの空き地には、俺の仲間たちと二十人の元インセクサイト組が残された。このタイミングで、改めてお互たがいに名乗り合う。

　昆こん虫ちゆうたちのリーダーは、エギルの奥おくさんであるハナカマキリのハイミー。サブリーダー格は、アクティオンゾウカブトのザリオンと、ステインヘイルクビボソツヤクワガタのビーミング。挨あい拶さつと握あく手しゆが終わったところで、俺はようやく《鼠ねずみ》のアルゴにずっと抱かかえ続けていた疑問をぶつけた。

「それで……アルゴ、どうしてお前がハイミーたちと一いつ緒しよにいたんだ？」

　すると小こ柄がらな情報屋は、右手に持っていたビールのジョッキを飲み干してから答えた。

「いやー、オレっち昨日の夜、やれることをやってみるって言っただロ？」

「あー……言ってたな」

「実は、ハイミーとは前から知り合いでサ……」

「えっ……エギルのルートで？」

　訊きいてから、そんなはずはないと自分で否定する。アルゴが俺の前に姿を現したのはほんの二日前のことで、それまでは消息不明扱あつかいだったのだ。もしエギルと連れん絡らくを取っていたなら、昨夜アルゴを紹しよう介かいした時、彼があんなに驚おどろいたはずはない。

「や、別ルートだヨ」

　予想どおりそう答えたアルゴは、ちらりと昆こん虫ちゆうたちを見てから続けた。

「オレっち、一年くらい前からずっと、ザ・シード連結体ネクサスのグローバル化について取材してたんダ。インセクサイトはアメリカのシードゲーじゃけっこう大手だケド、日に本ほんでプレイしてる人はほとんどいないからナ……ようやく見つけたのがハイミーだったんだヨ」

「え……あれ、アメリカだと大手なの？」

　少々、いやかなり驚おどろきながら訊きき返すと、アルゴではなく俺の隣となりにいたアスナが答えた。

「うん、わたしもユウキからタイトル名だけは聞いたことあるよ。ＡＬＯに来る前に、スリーピング・ナイツのみんなと少しだけプレイしてたんだって」

「へえ……」

《絶ぜつ剣けん》ユウキの名前を聞くと、あまり深い交流のなかった俺でさえ、胸が締しめ付つけられるような感覚に襲おそわれる。アスナも微ほほ笑えんではいるが、瞳ひとみに映る光は仄ほのかに揺蕩たゆたっているように見える。

　無意識のうちに右手を動かし、アスナの左手に軽く触ふれてから、俺はアルゴに視線を戻もどした。

「ハイミーと知り合いだった理由は解わかったけど……なんで一いつ緒しよにライフハーベスターに追っかけられてたんだ？」

「えーとだナ……」

　アルゴは周囲を見回し、少し長めの枝を拾い上げた。それを使って、地面に直径一メートルほどの円を描えがく。

「実際にはもっと複雑な形だろうケド、これがユナイタル・リング世界の全体マップだと思ってクレ」

「うん」

　俺とアスナが頷うなずくと、シノンやアリス、それにハイミーと数人のインセクサイトプレイヤーたちも近付いてきて地図を取り囲んだ。アルゴは気にせず、解説を続ける。

「北がこっちだとするト、いまオイラたちがいる場所は、だいたいこのへんダ」

　枝がぐりっと突き刺されたのは、地図の南西部の、かなり外周に近い場所だった。

「どうしてそこだって解わかるの？」

　シノンの質問に、アルゴは枝をくるりと回し、雨雲のしっぽが残る夜空を示した。

「初日の夜にオーロラが走った方向、シノっちも憶おぼえてるだロ？」

　どうやらアルゴは、アリスの《アリっち》に続き、シノンは《シノっち》と呼ぶことにしたようだ。呼ばれたシノンは二度瞬まばたきをしてから、軽く肩かたをすくめた。

「ええ、北東だったと思うわ」

「つまり、こっちの方向だナ」

　そう言うと、アルゴは地図に穿うがったラスナリオの点に再び枝を突き刺そうとしたが、その手を止めて──。

「北東より、もうちょっと北寄りじゃなかったカ？」

「え？　……ああ、そうか」

　頷うなずいたシノンがしゃがみ込み、地図上のラスナリオから数センチ北西に離はなれた場所に、人差し指で新たな点を穿うがつ。

「夜空にオーロラが出て、例のアナウンスが聞こえた時、私はギヨル平原の反対側……たぶんこのへんにいたの。もしアルゴさんが言いたいのがこういうことなら、私が見たオーロラは、キリトたちが見たのとは少しだけ方向が違ちがってたはずだわ」

　そう言うと、シノンは自分が穿うがった点から、北東方向──円形の地図の中心に向けてさっと線を引いた。

　立ち上がったシノンにアルゴはニッと笑いかけ、枝でラスナリオからも線を引いた。こちらも中心に向いているので、二本の線はシノンが言ったとおり、微び妙みように角度が異なっている。

「ってことは……」

　太い声で唸うなったのは、いつの間にか輪に加わっていたエギルだった。隣となりに立つハナカマキリ型アバターを見て、英語で訊たずねる。

「Hyme,ハイミー in which direction did the aurora you saw flow君が見たオーロラはどつちの方向に流れてた?」

　するとハイミーは、カミソリのような大あごを動かしながら、しっとりと艶つやのある女性の声で答えた。

「Almost northほとんど北.」

　右手の鎌かまを伸ばし、鋭するどく尖とがった先せん端たんで、ラスナリオの十センチほど東から真北へ線を描えがく。

　地図に三本並んだ線を見れば、アルゴの言わんとするところはもう明らかだ。

「つまりあのオーロラは、ユナイタル・リング世界の空全体に、こう……放射状に出現したってわけか……」

　俺が呟つぶやくと、アルゴはこくりと頷うなずき、円形の地図の東側や北側からも中心に向けて何本かの線を引いた。

「そういうことだナ。実際、ネットで情報を拾うと、オーロラは西を指してたって話も、南を指してたって話もあるゾ。たぶん、ユナリンに強制コンバートされたシードゲーのプレイヤーたちは全員、マップの外周部に輪っか状に配置されたんダ。で、そっからヨーイドンで……」

　アルゴの説明を、アリスが引ひき継ついだ。

「世界の中心にある、《極光の指し示す地》を目指す……というわけですね。そう考えると、私たちＡＬＯプレイヤーのすぐ近くに、シノンたちＧＧＯプレイヤーが配置されたのは僥ぎよう倖こうでしたね……」

「すぐ近くっていうほど近くはなかったけどね」

　苦く笑しようしながらシノンが言うと、ギヨル平原に遠えん征せいした経験のある仲間たちがこくこく頷うなずいた。実際、シノンと合流した壁かべダンジョンは平原の真ん中に横たわっていたわけだが、ラスナリオからあそこまでは直線距きよ離りでも三十キロメートルはあった。シノンも俺たちと遭そう遇ぐうするまでに同じくらいの距きよ離りを移動したらしいから、ＧＧＯ組が出現した遺い跡せきまではおよそ六十キロ……アルヴヘイムのシルフ領首都スイルベーンから世せ界かい樹じゆまでの距きよ離りより遠いのだ。

　同じことを考えたらしいリーファが、地面の地図をまじまじと凝ぎよう視ししながら言った。

「ねえアルゴさん、実際のとこ、この世界って半径何キロくらいあるわけ……？」

「ン～～～～」

　ひとしきり唸うなったアルゴは、枝の先で三つの点──ＧＧＯ組の出現地点、ここラスナリオ、そしてインセクサイト組の出現地点を順に叩たたいた。

「この三地点も、直感で適当なトコに描えがいてみただけだからナァ。ただ、仮にこの縮尺が正確だとするト……各出現地点からマップの中央までは、六百、いや七百キロはあるだろーナ」

「ななひゃくう!?」

　とリーファが叫さけび、リズベットやシリカが「うっそぉ……」と呟つぶやき、昆こん虫ちゆうたちも少し遅おくれて英語で「No way!」やら「Kidding me!?」と口々に喚わめく。

　無理もない。半径七百キロということは、直径はその二倍──千四百キロ。アルヴヘイムの直径は百キロだがそれでも広大無辺に感じられるし、デスゲームＳＡＯに囚とらわれていた頃ころは、直径十キロしかないアインクラッドのワンフロアでさえ果てしない広さに思えたのだ。そこにいきなり千四百キロと言われても、規模を実感することもできない。現実世界の日に本ほんで言えば北ほつ海かい道どうから九きゆう州しゆうまでの距きよ離りにも匹ひつ敵てきするし、アンダーワールドなら……。

「────！」

　そこまで考えた瞬しゆん間かん、俺はぴくりと体を震ふるわせてしまった。

　無意識のうちに顔を上げると、正面にいたアリスと目が合う。猫ねこ耳みみ騎き士しの青い瞳ひとみも、わずかに見開かれている。

　恐おそらく、俺と同じことを考えたのだろう。半径七百キロというアルゴの概がい算さんが、もしもあと少しだけ大きければ。仮に、七百五十キロメートルなら。

　その数字は、果ての山脈に囲まれた人じん界かいの半径と、完全に一いつ致ちする。

　──いや、たとえそうであっても、それは単なる偶ぐう然ぜんだ。

　俺がそう考えたことは、アリスにも伝わったようだった。騎き士しが無言でかすかに頷うなずく。

　アンダーワールドとこのユナイタル・リングには、ザ・シード・パッケージを利用しているということ以外には何の関連もない。しかもアンダーワールドはザ・シード連結体ネクサスに接続していないのだから、その関連性ですら限りなく希き薄はくなものだ。いまは偶ぐう然ぜんに意味を見いだそうとせず、目の前の状じよう況きように集中しなくては。

　自分にそう言い聞かせると同時に、周囲のどよめきも収まった。軽く咳せき払ばらいしてから、俺は話を最初に戻もどした。

「この世界の全体図については、だいたい理解できたよ。でもアルゴ、その話と、お前がハイミーたちと一いつ緒しよにいたことがどう繫つながるんだ？」

「あー、そーいやそれを説明してたんだったナ」

　とぼけた台詞せりふを口にすると、アルゴは周囲にずらりと立ち並ぶ昆こん虫ちゆう軍団をちらりと見やり、続けた。

「まあ、単純な話だヨ。オレっち、この事件が起きて以来、ハイミーからも状じよう況きようを聞いててサ。インセクサイト組もなかなかキナ臭くさいことになってるっていうんデ、こっちと協力しないかって誘さそったんダ」

「きな臭くさい……？」

　首を傾かしげた俺に、左ひだり斜ななめ前方から質問が投げかけられた。

「キリィ、きみ、インセクサイトについてはどれくらい知ってるの？」

　発言者は、白い外骨格にピンクの差し色が入ったハナカマキリ──ハイミーだった。流りゆう暢ちような日に本ほん語ごと初体験の呼び名に一いつ瞬しゆん口ごもってしまってから、首を左右に振る。

「い……いや、ほとんど何も……」

「まあそうよね。インセクサイトは、プレイヤーが節足動物アースロポツドのうち六ヘキ脚サポ類ツド……つまり昆虫インセクトと、それ以外の鋏ケリ角セラ類ータや多ミリ足アポ類ツドに分かれて覇は権けんを争ってるって設定なの。鋏ケリ角セラ類ータはクモとかサソリとかヒヨケムシ、多ミリ足アポ類ツドはゲジとかムカデね」

「……それ、大多数のプレイヤーが昆こん虫ちゆうを選ぶのでは？」

　俺の言葉に、ハナカマキリは三角形の顔を上下させた。

「イグザクトリィ。サービス開始から長いこと、鋏ケリ角セラ類ータと多ミリ足アポ類ツド……私たちは《八本脚以上エイト・オア・モア》の略で《エイモア》って呼んでるけど、彼らは昆こん虫ちゆうサイドに押されて、領土を失い続けてたの。だから最近バランス調整が入って、エイモアのスキルとステータスががっつり強化されたわけ。それをきっかけにエイモアの大だい反はん撃げきが始まった……ってところでこの事件が起きたのよ」

「えーと……もしかして、インセクサイト組は、昆こん虫ちゆうのプレイヤーもエイモアのプレイヤーも同じ場所に出現したんですか？」

「Yうaん」

「それ、大おお騒さわぎになるのでは？」

「なったわ」

　ハイミーが肯こう定ていすると、エギルの同時通訳を聞いていたザリオンやビーミングたちも控ひかえめな罵ののしり声ごえを上げた。それが収まるまで待って、ハイミーが説明を再開する。

「強制コンバートから数時間のあいだに、《六本脚シツクス》……昆こん虫ちゆうプレイヤーは、私たちを含ふくめてほとんど全員がエイモアに殺された。猶ゆう予よ期間だったから蘇そ生せいはできたけど、引ひき継つぎ装備は全部奪うばわれて、シックス側に逆転の目はなくなった。それでもほとんどのシックスはスタート地点の遺い跡せきから離はなれなかったけど、私たちのトループは猶ゆう予よ期間がいつか終わると予想して、遺い跡せきを脱だつ出しゆつしたの」

「トループ……ギルドみたいなものですか？」

「Ya……これでもインセクサイトじゃトップテンに入るトループだったのよ。でも装備なしじゃなかなか進めなくて、そうこうしてるうちに猶ゆう予よ期間も終わるし、遺い跡せきからはエイモアが追ってくるしで、no way out……って日に本ほん語ごで何だっけ？」

「え……にっちもさっちもいかない、とか……」

「それそれ、ニッチサッチになったところにアルゴから連れん絡らくが来たわけなの」

　ようやく話の行き先が見えてきて、俺はふうっと息を吐はいた。

　空き地中央の焚たき火びはいつの間にかほとんど消えていて、小さく残る炎ほのおの近くではミーシャ、クロ、アガーの三匹びきが固まってすやすや寝ている。いや、よく見ると、いつの間にかシリカの頭から移動したピナまでもがクロの背中で丸くなっている。アガーは不参加だったが、ライフハーベスター戦の展開いかんでは、ミーシャかクロの片方、あるいは両方が犠ぎ牲せいになることも有り得たわけだ。

　どちらも成り行きでテイムしたペットだが、わずか数日で、自分でも意外なほど情が移ってしまった。失うことなど想像もしなくないが、そうならないように戦せん闘とうへの参加のさせかたをしっかり考かんがえ抜いておかねばならない。

　動物たちから引ひき戻もどした視線を、再びアルゴに向ける。

「つまりアルゴは今日、インセクサイト組のエリアまでハイミーたちを迎むかえに行ってたのか。言ってくれれば、俺か誰だれかが一いつ緒しよに行ったのに……」

「いやァ、道中のモンスターはハイドとスニークで全部やり過ごしたからナー。一人のほうが安全だったサ」

「そのハイドマスター様が、どうしてあんなデカブツを引っかけたんだ？」

　ライフハーベスターに追われていた件を問いただすと、《鼠ねずみ》の二つ名を持つ情報屋は渋しぶい表情になった。行きは単独行でも、帰りは二十一人の大所帯だったのだから、いまのは意地悪な質問だったな……と反省していると。

「オレっちのミスだヨ」

「え……そうなの？」

「つい情報屋の欲よくっ気けを出しちまってナー。いいかキー坊ぼう、このユナイタル・リング世界には、ちょっと不自然な特とく徴ちようがあル」

「へ……？」

　アルゴの言葉に、アスナやリズたちも興きよう味み津しん々しんの顔で距きよ離りを詰つめる。皆みなの視線を浴びながら、アルゴは右手の枝を再び地面の地図に伸ばした。

　ラスナリオを示す点の南西、ギヨル平原の右下あたりに、点ではなく小さな円を描えがく。さらに、その遥はるか北西にももう一つ。

「こんなふうに、世界のあちこちに、完全な真円形の盆ぼん地ちがあるんダ。最大だと直径十キロ、小さくても三、四キロはあるらしイ。森やら川やらはごく自然な形なのニ、こういう盆ぼん地ちだけがやたら綺き麗れいな円形なのは、何か理由があるはずだロ？」

　アルゴの言葉に、俺がふむむと首を捻ひねっていると。

「あ……これ、バシン族ぞくの村がある盆ぼん地ちだ！」

　リズベットが、ラスナリオから近いほうの円を指差しながら叫さけんだ。続けてシノンが、遠いほうの円を指差して言う。

「こっちの盆ぼん地ちはたぶん、オルニト族ぞくの村があるところね。私、彼らが自分でああいう地形に掘ほり下さげたんだと思ってたけど……天然の地形だったのね」

　その言葉にアスナやシリカも頷うなずくが、俺は残念ながらどちらの盆ぼん地ちも見たことがない。確か、ユイもバシン族ぞくの村を二度訪おとずれているはずなので、アスナの隣となりでじっと地図を見み詰つめている白ワンピース姿の少女に問いかける。

「なあユイ、バシン族ぞくが暮らしてる盆ぼん地ちって、そんなに円かったのか？」

「高所から見下ろす機会はなかったので、全体の形状を確かく認にんしたわけではないですが……でも私が見た範はん囲いでは、盆ぼん地ち境界部の円えん弧こは真円度五センチ程度だったと推測されます。確かに、ザ・シード・プログラムの地形生成エンジン任せでは有り得ない数値ですね……」

　すらすらと告げられた説明を、一秒かけて咀そ嚼しやくする。真円度五センチとは、直径が数キロもある盆ぼん地ちの円形が、幾き何か学がく的てきな真円と比べて最大でも五センチ以下の誤差しかなかったということだ。確かに、この世界の創造者が意図的に作った地形としか思えない。

「……アルゴ、この真円盆ぼん地ちって、いったい何なんだ？」

　俺の質問に、情報屋はフードの下であからさまな苦く笑しようを浮うかべてみせた。

「そいつを調べてるんだヨ。いまんとこ、この手の盆ぼん地ちはマップ全体で三十個以上も発見されてル。しかも全部、中に何かがあるんダ。ＮＰＣの村とか、遺い跡せきとか、ダンジョンとかナ……で、今夜ハイミーたちと合流した後に、このへんでもいっこ見つけちまってサ」

　アルゴは、ラスナリオの五センチ東──実際には三十キロは離はなれているだろうが──に三つ目の円を描かき込み、続けた。

「コイツの情報はまだネットにまったく上がってないから、中に何があるのかだけでも調べたいと思って、ハイミーたちを待たせてちょっと入ってみたんだよナ。そしたら枯かれた森の中にストーンサークルみたいな遺い跡せきがあって、コイツはお宝の匂においがするゼと思った瞬しゆん間かん、岩の陰かげからあのクソデカ人面ムカデが飛び出してきてサ……」

「……なるほどね」

　ちらりと空き地の東側に目を向ける。ここからではラスナリオを囲むゼルエテリオ大森林の木々しか見えないが、当然ながら森の先にもマップが続いていて、しかもそれはユナイタル・リング世界のほんの一部だというわけだ。

「で、その盆ぼん地ちから俺たちと合流した場所まで、ライフハーベスターに延々追いかけられたってわけか」

「まさか、三十キロも追っかけてくるとはナー。ハイミーたちにはすっかり迷めい惑わくかけちまったヨ……」

　珍めずらしく凹へこんだ様子でため息をつくアルゴに、ナントカゾウカブトのザリオンが陽気な声を掛かけた。

「Never mind, girl気にすんなよ! I had a blast超楽しかつたぜ!」

　ナントカツヤクワガタのビーミングもすかさず叫さけぶ。

「I felt good about beating that mobあいつに勝つてスカツとしたぜ!」

　口々に同意する昆こん虫ちゆうたちに、アルゴはエギルなみに流りゆう暢ちような英語で応じた。

「Isn[image: ]t the reason that biggy had been after usあのデカいのが延々追つかけてきた理由は、 is because that was an Eighmoreアイツがエイモアで、あんたたちが and you are Sixes, rightシツクスだからじやないの?」

　途と端たん、昆こん虫ちゆうたちがドッと爆ばく笑しようし、俺は「アルゴ姉さんすげー！」と思わずにいられないのだった。

　ともあれそういう事情ならば、インセクサイト組二十人をラスナリオに迎むかえることには何の異存もない。むしろ諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいしたい……のはやまやまなれど、こちらからも一つ警告しておくべき事情がある。

　俺は、いくらかエギルの助けを借りつつも、英語力の限りを尽つくしてハイミーたちに明日の夜に迫せまっている最大級の危機について説明した。

　恐おそるべき窒ちつ息そく魔ま法ほうを使いこなす《魔ま女じよ》──チーム《仮か想そう研けん究きゆう会かい》リーダーのムタシーナと、彼女に支配されたプレイヤー百人以上がこの町を攻こう撃げきしてくることを知らされたハイミーは、さすがに真しん剣けんな様子でしばし仲間と話し合ってから、向き直って俺を見た。

「そのムタシーナって女と、協力できる可能性はないの？」

「…………」

　すぐには答えられず、俺は無意識のうちに右手で鎧よろいの喉のど当あてを触さわった。

　その奥おくにある首には、ムタシーナに窒ちつ息そく魔ま法ほうを掛かけられた証あかしであるリング状の紋もん章しようが黒々と刻まれている。もしもいま、遥はるか南のスティス遺い跡せきでムタシーナが杖つえを地面に一ひと突つきすれば、俺は呼吸ができなくなって地面でのたうち回ることになる。

　彼女の総合的戦せん闘とう力りよくが、現状のユナイタル・リング世界で最強クラスであることは疑いようもない。協力関係を結べれば、この上なく頼たのもしい仲間となってくれるだろう。だが。

　俺は、脳のう裏りに刻きざみ込まれているムタシーナの言葉を、慎しん重ちように英訳しつつハイミーたちに伝えた。

　──いま協力を約しても、ゴールが近付けばまずチーム間に争いが生まれ、その後はチーム内で殺し合うことになりますよ。しかし、少なくとも私の魔ま法ほうが働いているあいだはそのような事態は回かい避ひできます。クリアを目指すならこれが最善、最高効率な手段でしょう？

　最後の「isn[image: ]t it?」を言い終えても、しばらく昆こん虫ちゆうたちは無言のままだった。俺の英語がまずかったのかと慌あわてかけたその時、ハイミーが低く「Ridiculousばかげてる.」と呟つぶやいた。

　鋭するどいトゲトゲつきの鎌かまを体の前で組み、日に本ほん語ごに切きり替かえて続ける。

「確かに、その女とは友達になれそうもないわね。で、ここまで聞いたら、絶対に知らんぷりもできないわ」

「い……いや、そこは慎しん重ちように考えてほしい。なんたって、百人の軍隊が攻せめてくるんだぜ……ハイミーたちがこの町で一晩休んで、明日の朝に出発しても、俺たちは絶対恨うらまないよ」

「確かに百人はあなどれないわ。でもこっちだって、キリィの仲間に、あのクールな先住民とかわいいネズミちゃんたち、そこに私たちを足せば六十人になるでしょ？　個別の戦せん闘とう力りよくじゃ絶対に勝ってるし、守る側の優位もある。けっこういい勝負になるんじゃないの？」

「それは……確かに」

　今朝の段階では絶望的な戦力差と思っていたが、ハイミーたち二十人を数に入れていいなら状じよう況きようは変わってくる。しかもムタシーナ軍のプレイヤーたちは、こちらにインセクサイト組が加わっているなどとは予想もしていないだろうから、ここぞというところで参戦させれば昆こん虫ちゆうアバターの恐おそろしげな外見による心理的効果も期待できる。しっかり作戦を立てて、罠わなや奇き襲しゆうで攪かく乱らんできれば、勝ちの目も見えてくるかもしれない。

　だが──。

　良いい勝負、では駄だ目めなのだ。激げき闘とうの果てに敵軍を退けたものの、こちらも半数を失った……などという結果では勝利とは言えない。ユナイタル・リング世界では一度でも死んだら二度とログインできないのだから、クリアするまで仲間には誰だれ一人ひとり欠けてほしくないし、ＮＰＣたちに至っては本当に死んでしまうのだからなおさらだ。戦うのは、こちらに一人の犠ぎ牲せいも出さず、百人の敵を撃げき退たいできるという確信が得られた時だけ。いや、襲おそってくるプレイヤーたちだってムタシーナに脅きよう迫はくされているのだから、可能なら敵にもなるべく死者は出したくない。

「……戦いが始まる前に、ムタシーナ一人を何とかできれば……」

　ライフハーベスターと戦う前の会議でも出たアイデアを俺がもう一度口にすると、十何杯ばい目めのビールを啜すすっていたクラインがいくらか残念そうに言った。

「結局そうなっちまうよなァ。顔も知らないレディを闇やみ討うちするってのはオレ様のポリシーに反するけど、向こうが攻せめてくるんじゃしょうがねぇよなァ……」

「何なら、アンタが一人で説得しに行ってもいいのよ」

　リズベットの提案に、クラインはぶるぶる首を左右に振る。

「のこのこ会いに行って、オレまで首くび絞しめ魔ま法ほう掛かけられたらシャレになんねーよゥ」

　情けない声に、仲間たちのみならず昆こん虫ちゆう軍団も愉ゆ快かいそうに笑う。

　そんな中、俺は右みぎ頰ほおあたりにアルゴの視線を感じ、わざとらしく目を逸そらした。

　昨日の夜、ＡＬＯ組のスタート地点であるスティス遺い跡せきまで遠えん征せいした時に俺はムタシーナの首くび絞しめ魔ま法ほう──その名も《忌いまわしき者の絞こう輪りん》に巻まき込まれてしまったのだが、それをまだ仲間たちに打ち明けていないのだ。知っているのは、同じ場所にいたアルゴ一人だけ。

　口止めしたのは、もし仲間たちが知れば、積み上がっている大量のタスクよりも俺の魔ま法ほうを解くことを優先するだろうと思ったからだ。それによって皆みなのレベルアップや装備強化が遅おくれるようなことがあってはならない。

　アルゴはことあるごとに「早く言ったほうがいいゾ」というテレパシーを送りつけてくるが、ラスナリオ攻こう略りやく戦せん──こちらから見れば防衛戦だが──が始まれば、ムタシーナは《絞こう輪りん》を発動しようとはしないはずだ。もしそれをすれば、俺だけでなく百人の配下も動けなくなってしまうのだから。

　恐おそらく、いや間ま違ちがいなく、ムタシーナを殺すか彼女の杖つえを破は壊かいすれば《絞こう輪りん》も解除されるだろう。アスナたちには、その後に事情を説明し、謝あやまればいい。

　後ろめたさを吞のみ込みながら改めてそう決意すると、俺はハイミーを見た。

「……一いつ緒しよに戦ってくれるのはすごく有あり難がたい。そうなればハイミーが言ったとおり、勝算も出てくると思う。でも現状じゃ、こっちに犠ぎ牲せいを出さずに百人規模の敵を撃げき退たいするのは難しい。だからぎりぎりまで戦争を回かい避ひする方法を探したいし、いざとなったら……町を捨てることも検討しなきゃいけないと思う」

　しばらく、誰だれも発言しようとはしなかった。

　パッテル族ぞくとバシン族ぞくを迎え入れ、パッテル族ぞくの子供まで生まれてしまった以上、町を放ほう棄きすることはできないと、数時間前の会議で結論が出たばかりだ。仲間たちも、いまさらなにをと思っているかもしれない。

　しかし、ライフハーベスター戦で全ぜん滅めつの可能性をまざまざと感じさせられた時、俺は冷たい戦せん慄りつの中で強く思ったのだ。

　仲間を失いたくない。誰だれにも死んでほしくない。もし一人でも失ってしまったら、その時点でユナイタル・リング攻こう略りやくを放ほう棄きしたほうがマシだ……と。

　一いつ瞬しゆん強く両手を握にぎってから、体の向きを変えて、アスナの顔を見る。

　揺ゆれる炎ほのおを映す瞳ひとみが、まっすぐ俺を見返してくる。しかしそこにはかすかな懸け念ねんが浮うかんでいるように思える。

　無理はない。ラスナリオの町の中央には、俺とアスナの《ホーム》であるログハウスが存在するのだ。新しん生せいアインクラッドが墜つい落らくした時、二十二層と一いつ緒しよに破は壊かいされてしまうはずだったのに、いくつもの奇き跡せきと必死の努力を積み重ねてどうにかこの森に不時着させた、大切な家。ラスナリオを放ほう棄きするということは、ログハウスを捨てることと同義だ。

　重苦しい沈ちん黙もくの中、不意に清せい涼りような夜風のような声が流れた。

「キリト、戦う前から負けた時のことばかり考えていては、勝てる戦いくさも勝てませんよ」

　そう言ったのはアリスだ。凜りんと背筋を伸ばし、左ひだり腰こしの剣の柄つかに手を置いた立ち姿は、無骨な鉄の鎧よろいを着ていても整せい合ごう騎き士しだった頃ころと何ら変わらない。いや、彼女はいまもまだ、誇ほこり高たかい《金きん木もく犀せいの騎き士し》なのだ。

「無論、あらゆる状じよう況きようを想定するのも大切なことです。しかしそれは勝利のためであるべきでしょう？　戦いくさを回かい避ひするために自ら敗走を選ぶというのは、本ほん末まつ転てん倒とうだと私は思いますよ」

　そう言われてはぐうの音も出ない。

　アリスはアンダーワールドで勃ぼつ発ぱつした《異い界かい戦せん争そう》に於おいて、彼ひ我がの戦力比が五万対三千という絶望的な戦いに身を投じ、自ら編み出した大規模神しん聖せい術じゆつで緒しよ戦せんを勝利に導いたのだ。当時、俺は心しん神しん喪そう失しつ状態で何の役にも立てなかっただけに、いまの言葉が胸にずしりと響ひびく。

　そう……まだムタシーナの軍勢が襲おそってくるまで二十時間以上もあるのだ。諦あきらめるには少々早すぎる。懸けん命めいに考えれば見つかるかもしれない。仲間に一人の犠ぎ牲せいも出すことなく、百人のレイドパーティーを撃げき退たいする方法が。

　視界端はしの時刻表示を確かく認にんする。午後十時。さすがにもう宵よいの口くちとは言えないが、ＶＲＭＭＯプレイヤーのゴールデンタイムはこれからだ。ひとまずログハウスに移動して、本格的な作戦会議を、と思ったのだが。

　仲間たちと短くやり取りしていたハイミーが、こちらに向き直り、カマキリアバターの両りよう肩かたを器用にすくめながら言った。

「キリィ、申し訳ないけど、私の仲間はそろそろログアウトさせてもらうわ」

「え？　あ……そうか、ザリオンたちはアメリカからダイブしてるのか……」

　エギルの奥おくさんであるハイミーは東とう京きよう在住だが、それ以外の十九人はアメリカ本土に住んでいるのだろうから、当然日に本ほんとは時差がある。向こうはいま何時だっけ、と脳のう裏りで時差を計算しようとした途と端たん、俺の表情を読んだらしいユイがはきはきと教えてくれた。

「現在、西海岸が午前五時、東海岸が午前八時です！」

「ありがとうユイ。……そりゃ確かに限界だな、長時間付き合わせて悪かった」

　俺の謝罪に、ハイミーは三角形の顔をさっと振る。

「ううん、すごく楽しかったから。で……仲間がログアウトするのに、あの小屋を借りていいかな？」

　そう言って鎌かまで指したのは、広場の北側に並ぶ厩きゆう舎しやだった。

　いくら非人間型アバターと言っても、さすがに動物扱あつかいは心苦しいので、南側の商業エリアにある宿屋──と言ってもまだ開業前だが──に案内し、ザリオンたちにはそこでログアウトしてもらった。

　一人残ったハイミーと一いつ緒しよにログハウスに戻もどり、広いリビングの床ゆかに座すわって話し合いを再開する。

　俺は、初級大工スキルで作った掲けい示じ板ばんに、焚たき火びの燃えさしでラスナリオ周辺の簡単な地図を描かいてから、仲間たちに訊たずねた。

「みんな、ムタシーナになったつもりで考えてくれ。もしこの町を百人のプレイヤーで攻せめるとなったら、どういう作戦を立てる？」

　唐とう突とつな問いに全員きょとんとしたものの、すぐに真しん剣けんな顔になって地図を見み詰つめる。

　ラスナリオは直径六十メートルの真円形で、外周は高さ三メートルの頑がん丈じような石いし壁かべに囲まれ、北東、南東、南西、北西の四ヶ所に木製のゲートがある。町の周りは深い森だが、南西のゲートからのみ道が延び、森の西に流れるマルバ川に繫つながっている。

　三十秒ほど経たった時、いままでは通訳に徹てつしていたエギルが太い声を響ひびかせた。

「キリトの話を聞く限りじゃ、ムタシーナってのは相当ひねくれた性格みたいだから、南西の道から馬鹿正直に突とつ撃げきしてはこねぇだろうな」

「あたしもそう思います」

　と、ピナを頭に戻もどしたシリカが賛同する。ミーシャ、アガー、クロの三匹びきは厩きゆう舎しやで寝ているが、ピナはこの世界でも飼い主の頭上が定位置らしい。

「ムタシーナだって、味方の犠ぎ牲せいはなるべく減らしたいでしょうから、あたしたちの裏をかくような作戦を立てるんじゃないでしょうか。たとえば、道の両側の森に別働隊をハイドさせておいて、こっちが飛び出したところを挟はさみ撃うちするとか……」

　シリカの言葉に、一同「お～」と声を上げる。拠きよ点てんから釣つり出して包囲攻こう撃げきするというのは、モンスター相手なら定番の作戦だが、もちろんＰｖＰでも成功すれば絶大な効果がある。

「結局、周りの森は更さら地ちにしちゃったほうが安全……ってことかしらね……」

　シノンが呟つぶやくと、今度は「う～ん」と複数の唸うなり声ごえが響ひびいた。壁かべ際ぎわであぐらをかくアルゴが、体を前後に揺ゆすりながら発言する。

「オレっちが斥スカ候ウトビルドだから言うわけじゃないけど、森は混戦に持もち込むのにも使えるからナー。真っ平らな更さら地ちだと、奇き襲しゆうの危険は減るけど、こっちも搦からめ手ては使えないゼ」

　その意見にアスナも賛意を示した。

「そうね。一昨日襲おそってきたシュルツの部隊が真っ先に周りの森を焼いたのは、照明代わりにするためと、森の中から不意打ちされるのを防ぐためだったと思うの。基本的に、更さら地ちの戦いなら人数が多いほうが有利になるんじゃないかな……」

「確かにね」

　シノンも食い下がろうとはせずに頷うなずく。

　次に発言したのは、普ふ段だんこういう場では聞き役に徹てつすることが多いユイだった。

「だとすると、ムタシーナさんとしては、攻こう撃げきを開始する前にまず森を平地にしてしまおうとするのではないでしょうか？　現実世界なら重機が必要ですが、ユナイタル・リング世界なら、スキル熟練度と道具にもよりますが、メグリマツの成木でも一本数十秒程度で伐きり倒たおせます。百人がかりなら、ラスナリオから半径五百メートル以内の全ての木を、一時間以内で処理することも可能だと思われます」

「…………なるほどな……」

　俺は脳のう裏りに、スティス遺い跡せきで目もく撃げきした魔ま女じよの姿を思おもい浮うかべながら言った。

「ムタシーナが使える魔ま法ほうが、《忌いまわしき者の絞こう輪りん》一つだけってことはないはずだ。もし攻こう撃げき魔ま法ほうを一通り使えるなら、障害物は排はい除じよしておきたいだろうからな……。周りをぐるっと更さら地ちにして、その上で何か策を立ててくる可能性が高そうだ」

「さっすがユイちゃん、頼たよりになるぅ！」

　リズベットがユイを抱だき寄せ、小さな頭を両手でわしわし撫なで回まわす。その様子をにこにこしながら見ていたアスナが、ふと真顔になった。

「……ねえ、キリトくん。《忌いまわしき者の絞こう輪りん》って、魔ま法ほうの重ねがけっていうか……効果対象者の追加はできるのかしら？」

「え……いま魔ま法ほうに掛かかってる百人はそのままキープしておいて、さらに他のプレイヤーにも《絞こう輪りん》を掛かけられるかってこと？」

「うん」

　真顔で頷うなずくアスナに、さすがにそんな仕様はインチキが過ぎるだろ……と苦く笑しよう混まじりに言おうとした時だった。

「できるんじゃないカ？」

　という声に、一同揃そろって顔を動かす。十一人の視線を浴びたアルゴは、いつになく深刻な表情で再び口を開いた。

「スティス遺い跡せきで、ムタシーナが最初の目標にキリトチーム潰つぶしを挙げた時、《雑草を喰くらう者ども》のディッコスが言ったんダ。なんで潰つぶすんだ、そいつらにもこの首くび絞しめ魔ま法ほうを掛かけて手下にすればいいだろう、ってナ」

　言われてみれば、確かにステージ上でそんなやり取りが行われていた気もする。しかしあの混乱の中、言葉の細部まで憶おぼえているのはさすがと言うしかない。

「それに対して、ムタシーナはこう答えてタ。──《忌いまわしき者の絞こう輪りん》を成功させるのは簡単じゃない。ジェスチャーが長いし、魔ま法ほう陣じんも目立つ。宴えん会かいの余興で派手な支バ援フを掛かける、みたいな他愛ない噓うそが通用する相手と状じよう況きようじゃないと無理だ……っテ。対象プレイヤーの追加は魔ま法ほうの仕様上できない、とは言わなかったんダ。もちろん、脅おどしの効果を上げるためのブラフかもしれないけどナ……」

　アルゴが説明を終えても、しばらく誰だれも発言しようとはしなかった。

　紋もん章しようを刻まれたままの首がむずむずするのに耐たえていると、この話題を持ち出したアスナが再び口を開いた。

「……ブラフかもしれなくても、可能だと思っておくべきよね。だとすると、ムタシーナさんとしては、わたしたちにも《絞こう輪りん》を掛かけるチャンスを一度は狙ねらうんじゃないかしら。いくらジェスチャーが長くて魔ま法ほう陣じんが目立つとしても、包囲されてれば逃げようがないし……」

　アスナの言葉を聞きながら、俺は脳のう裏りに再びムタシーナの姿を思おもい描えがいた。

　染しみ一つない純白のフーデッドローブをまとい、簡素なデザインのロングスタッフを携たずさえた出いで立たちは聖女のようで、声もまったく邪じや心しんを感じ取れないほど甘あまく澄すんでいたが、口にする言葉はとことん冷れい酷こくで容よう赦しやがなかった。彼女は俺やアスナ、仲間たちが生き抜いた旧ＳＡＯを、《四千人ものプレイヤーが恨うらみを残して死んだこの世の地じ獄ごく》だと言い切ったのだ。

　深呼吸で気分を切きり替かえ、アスナの指し摘てきに返答する。

「確かに、ムタシーナがそうしようとする可能性は高い……いや、もうそれしかないって気もするな。町の周りを更さら地ちにしてゲリラ戦を封ふうじたうえで、俺たちを大軍で囲んで逃げられなくしてから《絞こう輪りん》を掛かける。それが成功すれば、一気に手下を六十人増やせるんだからな」

　俺がそこまで言った途と端たん、まだビールジョッキを握にぎったままのクラインが「なあ、ちょっと思ったんだけど」と声を上げた。

「どうぞ？」

「いまキリの字が言った六十人って、バシン族ぞくとパッテル族ぞくも入ってるよな？　こう言っちゃなんだけど……リアルの生身がないＮＰＣに、窒ちつ息そく魔ま法ほうって効くのか？」

「え…………」

　予想外の質問に、何度か瞬まばたきを繰くり返かえしてから答える。

「えーっと……窒ちつ息そく魔ま法ほうって言っても、プレイヤーの呼吸が本当に止まってるわけじゃなくて、あくまでアバターがそういう感覚に襲おそわれるって効果だから……」

「へ？　そうなの？」

　今度はクラインが目を丸くする。そうなのと問われれば、《絞こう輪りん》の効果を実際に味わった俺も断定はできない。リアルすぎる窒ちつ息そく感覚を否いや応おうなく思い出してしまい、反射的に咳せき込みそうになった、その時。

「アミュスフィアからの信号で、現げん実じつ身しん体たいの呼吸を停止させることは不可能だと判断します」

　リズベットに抱だっこされていたユイが、毅き然ぜんとした声で言い切った。

　ぴょんと立ち上がり、掲けい示じ板ばんの前に立つ俺のところまでまっすぐ歩いてくる。白ワンピースを翻ひるがえして振り向くと、冷静な口調で続ける。

「人間の呼吸中ちゆう枢すうは、脳幹の最下部にある延えん髄ずいに存在します。しかし、ゲームプログラムから制せい御ぎよ可能なアミュスフィアの信号は、脳の最も外側にある大脳皮質までしか届きません。大脳皮質には体性感覚野がありますから、呼吸が止まっているという錯さつ覚かくを生じさせることは可能かもしれませんが、実際に呼吸を止めることはアミュスフィアの機構上不可能ですし、もしも呼吸が止まればセーフティが働いて、プレイヤーを強制ログアウトさせるはずです」

　ユイがよどみなくそこまで言い終えると、一同から「ほおーっ」というような感かん嘆たんの声が漏もれる。

　前半の、呼吸中ちゆう枢すうや大脳皮質に関する説明は俺も「そうなのか」と思うしかないが、最後のセンテンスは深く納なつ得とくできる。アミュスフィアは、何千人ものＳＡＯプレイヤーの命を奪うばったナーヴギアの後こう継けいハードだけあって厳重極きわまる安全回路セーフテイが搭とう載さいされていて、ユーザーの心しん拍ぱく数すうが上がりすぎたり、脱だつ水すい状態になったり、尿によう意いを我が慢まんしているだけでも強制ログアウトさせるのだ。呼吸が止まるなどという、命に直結する異変がスルーされるなどということは考えられない。

　やはり《絞こう輪りん》の窒ちつ息そく感かんは、俺がいま聞いている音や、嗅かいでいる匂においと同じく仮想の感覚なのだろう。しかし、だからと言って……。

　そこまで考えた時、ユイが説明を再開した。

「また、窒ちつ息そく魔ま法ほうはバシン族ぞくさんやパッテル族ぞくさんのようなＮＰＣにも有効だと推測されます。ユナイタル・リング世界のＮＰＣたちは私と同じ仕様の言語化エンジンを用いていますが、私はアバターから視覚、聴ちよう覚かくだけでなく匂においや味、手て触ざわりのような感覚情報を得ることが可能で、いい香りや美お味いしい味を好ましいと感じるいっぽう、痛みや熱さといった不快な感覚には皆みなさんと同様の反応を返すようプログラムされているのです。ＳＡＯやＡＬＯでは破は壊かい不能属性を与あたえられていたのでそもそも痛みを感じることはありませんでしたが、いまはプレイヤーですから、剣で斬きられれば痛みを、そして呼吸が止まれば息苦しさを感じるはずです」

　口を閉じたユイに、俺は無意識のうちに左手を伸ばしていた。小さな頭を撫なでると、くすぐったそうな笑え顔がおで俺を見上げる。

　ユイはこうした触ふれ合あいを喜び、アスナの料理を美お味いしいと感じることもできるが、同様に苦痛を苦痛として感じてしまうわけだ。茅かや場ば晶あき彦ひこの手になるＡＩプログラムの精せい巧こうさには驚おどろかされるが、いまはどうして心ここ地ちよさだけを感じられる仕様にしなかったのかと思わずにいられない。

　できればユイには防衛戦に参加してほしくないが、それは本人が望まないだろう。

　重い沈ちん黙もくを破るかのように、クラインが右みぎ膝ひざをバシッと叩たたいた。

「仮に窒ちつ息そく魔ま法ほうがＮＰＣやユイっぺに効くとしても、オレらは対処できるだろ！　錯さつ覚かくなんだから、無視しちまえばいいんだ」

　威い勢せいのいい言葉に、リーファも追つい随ずいする。

「そっか、最初から偽にせ物ものだって解わかってれば慌あわてずにすむよね。むしろ、ムタシーナがあたしたちに魔ま法ほうを掛かけて、効果を発動させた時がチャンスかも。周りの敵も全員倒たおれちゃうんだから、苦しいのを我が慢まんしてムタシーナのとこまでダッシュすれば、ソードスキル二、三発で倒たおせるんじゃない？」

　我わが妹ながら、実に頼たのもしい。さすがは異い界かい戦せん争そうの時、テラリア神のアカウントを使って、暗黒界のオーク隊と拳けん闘とう士し隊たいを数千人ものアメリカ人プレイヤーから守り抜いただけのことはある。

　──しかし。

　残念ながら、《忌いまわしき者の絞こう輪りん》が発生させる窒ちつ息そく感かんは、それが仮想の感覚だと解わかっていても恐おそらく耐たえられない。

　スティス遺い跡せきのコロシアムで《絞こう輪りん》の効果を実際に味わった時、俺はさっきユイが言ったとおりのことを──アミュスフィアに施ほどこされている何重ものセーフティを無効化してユーザーの呼吸を止められるはずがない、と真っ先に考えたのだ。しかしそんな理り屈くつなど一いつ瞬しゆんで吹ふき飛とばしてしまうほど、窒ちつ息そく感かんは真しんに迫せまっていた。喉のどの奥おくに粘ねばつく異物が詰つまり、吞のみ込むことも吐はき出すこともできないというリアルな感覚は強きよう烈れつなパニックを生み、魔ま法ほうが解除されるのがあと五秒遅おそければ、俺は死の恐きよう怖ふから逃のがれるためにログアウトしていただろう。

　一度経験していても、そして錯さつ覚かくだと解わかっていても、あの息苦しさを無視して動けるという自信はない。《絞こう輪りん》を掛かけられ、効果が発動したら、全員その場に倒たおれてしまうという前提で作戦を立てるべきだ。

　だが、いまここでそう言って、皆みなに納なつ得とくしてもらえるだろうか。

　わざと《絞こう輪りん》を喰くらい、ムタシーナが油断したところを強きよう襲しゆうするという作戦は魅み力りよく的てきだ。こちらの犠ぎ牲せいをゼロにできる可能性が高いし、ムタシーナ一人を討うつという基本方針とも合がつ致ちしている。もうそれしかない、と思いたくなるほどだ。窒ちつ息そく魔ま法ほうの効果を実際に体験していなければ。

　クライン案に傾かたむきつつある雰ふん囲い気きの中、どう言えば皆みなを説得できるのかと懸けん命めいに考えていると──。

　左ひだり頰ほおあたりに視線を感じ、俺はそちらを見た。すると後列であぐらをかいているアルゴと、ばちっと目が合ってしまう。《鼠ねずみ》の黄色がかった瞳ひとみは、「いいかげん観念しろヨ」という声をありありと伝えてくる。

　……解わかったよ、もう。

　俺はふうっとため息をつくと、小さく右手を挙げた。

「えーと、みんなちょっと聞いてくれ。クラインが立ててくれた作戦だけど……残念ながら、たぶんうまくいかない」

「なんでだよゥ、キリの字ィ」

　不満そうに語ご尾びを伸ばすカタナ使いを一いち瞥べつしてから、俺はリングメニューを開いた。

　装備画面に遷せん移いし、リズベットが作ってくれた《上質な鉄の胸むね鎧よろい》を除装する。その下にはアスナ作の《アマネ布の肌はだ着ぎ》を一枚着ているだけだが、タートルネックな上に色が黒に近いので、首くび許もとの布を引き下ろしても《絞こう輪りん》の紋もん章しようは目立たないだろう。

　ままよ、と肌はだ着ぎもストレージに戻もどして上半身裸はだかになると、リーファがしかめっ面つらで叫さけんだ。

「ちょっとちょっとお兄ちゃん！　なにいきなり脱ぬい……で……」

　声が急減速し、途と切ぎれる。啞あ然ぜんと見開かれた瞳ひとみが、俺の喉のどを凝ぎよう視しする。

　アルゴを除く全員が似たような表情を浮うかべるのを眺ながめながら、俺は言った。

「まあ、その、こういうわけなんだ」
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　午後十一時。

　ひとまず会議が中断され、十分間のトイレ休きゆう憩けいが取られたので、俺は仲間たちと同時にログアウトした。

　自室のベッドで覚かく醒せいすると、しばし暗い天てん井じようを見上げながら、かすかな浮ふ遊ゆう感覚が消え去るのを待つ。

《忌いまわしき者の絞こう輪りん》を実際に喰くらってしまったと告白するにあたって、隠かくしていたことを皆みなに厳しく𠮟しつ責せきされるものと覚かく悟ごしていたのだが、アルゴの取りなしもあってお説教タイムは先送りとなった。しかし会議のトピックは、かねて危き惧ぐしていたとおり《絞こう輪りん》を解除する方法に向かってしまい、いったん場をリセットするために俺から休きゆう憩けいを提案したのだ。

　俺の首の紋もん章しようを消すために、貴重な時間を浪ろう費ひするわけにはいかない。今夜も午前四時まで活動できるとして、残り五時間をフル活用しても、ムタシーナ軍を迎むかえ撃うつための準備を完かん了りようできるかどうか微び妙みようなところだ。

「……いざとなったら、学校からダイブしないとな……」

　呟つぶやきながら起き上がり、アミュスフィアを頭から外して、代わりにオーグマーを装着した瞬しゆん間かん──。

「おにーちゃん！」

　という叫さけび声ごえとともに、視界右前方のドアが勢いよく押し開けられた。飛び込んできたのは、Ｔシャツにハーフパンツ姿の直すぐ葉は。ログアウトするやいなや部屋を飛び出したらしく、右手にアミュスフィアを握にぎったままだ。

「お、おい、ノックくらい……」

　しろよと言い終える暇ひまも与あたえず、直葉はベッドに飛び乗ってきた。俺の体をまたいで膝ひざ立だちになり、ぐっと胸を反らせて──。

「そういうとこだからね！」

「ど、どういうとこ？」

　平常時でもキリッとしている眉まゆをいっそう逆立てている妹に、俺はおそるおそる訊たずねた。

「決まってるでしょ！　トラブルを一人で抱かかえ込むの、悪いクセだよ！　アンダーワールドで、限界……限界なんとか……」

「限界加速フェーズ？」

「それ！　その限界のやつが始まる前にログアウトしないと大変なことになるって警告されたのに、一いつ緒しよにいたアスナさんにも何も言わなかったって聞いたよ！」

「だ、だって、言ったらアスナもアンダーワールドに残ろうとするって思ったから……」

「そう思っても言わなきゃだめなの！」

　と断言してから、直葉は視線をやや持ち上げて続けた。

「ユイちゃんもそう思うよね！」

　途と端たん、俺の頭上からふわりと舞まい降おりてきた小さな妖よう精せいが、空中で直葉と同じように両りよう腰こしに手を当て、可か愛わいらしい怒いかり顔がおで──。

「そのとおりです！　パパはもっとママや直葉さんや私たちを信しん頼らいするべきです！」

　愛する娘むすめにまで𠮟しかられてしまえば、もう抗こう弁べんはできない。

「わ、悪かったよ。心配かけると思ってさ……」

　掌てのひらを合わせ、謝罪の意を示しながら言うと、ユイは直葉の肩かたに移動してちょこんと座すわった。

「心配したりされたりするのも大切なコミュニケーションですよ、パパ」

「そうだよ、お兄ちゃん。心配かけるようなことをしないのは当たり前だけど、困ったことが起きたら、抱かかえ込まないでちゃんと相談しなきゃ」

　膝ひざ立だちのままこんこんと諭さとす直葉が、ショートボブの下にオーグマーを装着していることに俺はやっと気付いた。恐おそらくログアウト前に、俺の部屋を強きよう襲しゆうすることをユイに予告していたのだろう。

「ほんとごめん、心から反省した。これからはちゃんと相談するから」

　重ねてそう宣言した俺を、我わが妹はやや高い位置からじろっと見下ろし──。

「ステイシア神に誓ちかって？」

「す、ステイシア神に誓ちかって」

「ならよし！」

　ようやく顔を綻ほころばせると、直すぐ葉はは俺の上からどいて、ベッドの空きスペースに座すわった。出ていく様子がないので、ついデリカシーに欠けた質問を口にしてしまう。

「お前、トイレはいいの？」

「もう済ませたもん。お兄ちゃんこそ行ってきなよ」

「じゃ、じゃあ……」

　床ゆかに下りた途と端たん、直葉がすかさず付け足した。

「ついでに冷蔵庫から炭酸水取ってきて！　ライム味のやつ！」

「へいへい」

　苦く笑しよう混まじりに答え、廊ろう下かに出る。まずトイレに向かおうとしたが、俺のすぐ左をユイが飛んでいることに気付く。

「あの、ユイさん……俺、これからトイレに……」

　そう囁ささやくと、小しよう妖よう精せいは一いつ瞬しゆんきょとんとしてから、慌あわてた様子でまくし立てた。

「あっ、ごめんなさいパパ！　ちょっと、パパだけにお話があって……」

「え、何？」

「これを見てください」

　そう言ったユイが、空中にホロウインドウを展開する。そこには、俺の体温、血圧、心しん拍ぱくの数値とグラフがリアルタイム表示されている。胸にインプラントされたマイクロセンサーが、オーグマーに情報を送っているのだ。

　これは海洋資源探査研究機構ことラースでＳＴＬテストダイバーのアルバイトをしていた時、先方の勧すすめでインプラントした──もちろん専門の病院でだが──ものだ。アルバイトが一応終わったいま、もう取り出しても問題ないのだが、三つの理由でそのままにしている。一つ目の理由はもちろん、取る時痛いから。二つ目は、運動目的で自転車に乗る際、心しん拍ぱくセンサーを装着しなくていいから。そして三つ目は、俺のバイタルデータをモニタリングできる状じよう況きようを、なぜかアスナが気に入っているからだ。

　体温やら心しん拍ぱくを見られるのは妙みように気き恥はずかしいが、こちらから「もう終わり」とはなかなか言えない。そんなわけでセンサーは放置しているのだが、なぜいまそのデータを──。

　という俺の疑問に、ユイは流れるような早口で答えた。

「これは、昨日の夜、二十二時十八分三十五秒からのパパのバイタルデータです」

「二十二時……」

　何してたっけ、と首を捻ひねりかけてから気付く。

　その頃ころ、俺はアルゴと一いつ緒しよにスティス遺い跡せき中央のコロシアムで、元ＡＬＯプレイヤーたちの合同懇こん親しん会かいに潜もぐり込んでいた。用意されたご馳ち走そうの誘ゆう惑わくを振り切り、会場から抜け出そうとした時、ムタシーナがステージ上で極きよく大だい魔ま法ほうを発動させたのだ。そう……二十二時十八分というのは、《絞こう輪りん》が俺の呼吸を止めた、まさにその時間だ。

　立たち尽つくす俺の眼前で、ユイが三つ並ぶ折れ線グラフの一番下──心しん拍ぱく数すうを指差す。

「残念ながら、パパにインプラントされたセンサーチップは呼吸数まではモニターしていないので、《忌いまわしき者の絞こう輪りん》が実際にパパの呼吸を止めたのかどうかを検証することはできません。ですが、ここで心しん拍ぱく数すうは急激に上じよう昇しようしています」

「確かに。……でも、それは当たり前じゃないか？　普ふ段だんモンスターと戦ってる時だって心しん拍ぱくはそれなりに上がってるんだから、たとえ仮想の感覚でも、息ができなくなれば心臓バクバクに……」

「問題はそこではありません」

　さっとかぶりを振ると、ユイはいつになく真しん剣けんな顔で俺を見上げた。

「アミュスフィアのセーフティリミッター回路は、ユーザーの心しん拍ぱく数すうが、最大心しん拍ぱく数すうを五秒間超ちよう過かし続けると発動します。最大心しん拍ぱく数すうは、２２０から年ねん齢れいを引いた値あたいに設定されているので、パパの場合は２０３となります」

「来週には２０２になるけどな」

　という俺の混ぜっ返しを、ユイは「そうですね」と冷静に受け流し、続けた。

「ここを見てください。二十二時十八分四十一秒に心しん拍ぱく数すうは２０５まで上じよう昇しようし、四秒間継けい続ぞくしたあと１９５に下降します。四十八秒には２０４に上じよう昇しよう、この時も四秒で下降し、以降は１９０台で推移、五十五秒からさらに下降して平常値まで戻もどります」

「……うん……」

　心しん拍ぱく数すうグラフの推移はユイが言ったとおりだ。設定された最大心しん拍ぱく数すうを二回超こえているが、どちらも五秒以内なので強制切断には至らなかった。数値の高さには少々驚おどろかされたものの、セーフティの挙動は正常に見える。

「これのどこが問題なんだ？」

「二十秒間で心しん拍ぱく数すうが二回基準を超こえていますが、どちらも四秒で基準内まで下降しています。この四秒という時間が、いささか作さく為い的てきなように思えるのです」

「作さく為い的てき……ああ、二回とも、五秒で切断される直前に下がってるから……ってことか。いや、でも、やっぱり偶ぐう然ぜんじゃないか？　この心しん拍ぱく数すうグラフはアミュスフィアじゃなくて、俺の胸のセンサーが記録したデータだから改かい竄ざんされた可能性はないし、アミュスフィアで実際に心しん拍ぱく数すうをコントロールするなんてことができるはずがないよ」

「それは、そのとおりです。ただ……」

　いったん頷うなずいたものの、ユイは表情を緩ゆるめずに続けた。

「パパの心しん拍ぱく数すうが二回とも四秒で下降したのが偶ぐう然ぜんだとしても、同じ魔ま法ほうを掛かけられたプレイヤーが同じ場所に百人もいたなら、少なくない人数が実際にセーフティの発動条件を満たし、強制切断されてしかるべきなのです。パパ、《忌いまわしき者の絞こう輪りん》が発動している時、周囲にログアウトしたプレイヤーはいましたか？」

「…………ええと……」

　俺は廊ろう下かの奥おくの薄うす闇やみを見やりながら、当時の情景を脳のう裏りに甦よみがえらせた。

《絞こう輪りん》の発動中は、自分の喉のどに詰つまった異物を吐はき出そうとするのに必死で周囲を眺ながめる余よ裕ゆうなどなかったが、それでもログアウトに伴ともなう光や音を見聞きした記き憶おくはない。窒ちつ息そく感覚が消えたあとも、コロシアム内のプレイヤーの密度は魔ま法ほう発動前と同程度だった。

「……いや、断言はできないけど……強制切断した人はいなかった気がする……」

「そうですか……」

　ユイはそれ以上何も言わず、ホロウインドウを消すとふわりと上じよう昇しようした。

「パパ、おトイレの邪じや魔まをしてすみませんでした。ごゆっくりどうぞ」

　トイレに行かないユイにそう言われるのはいささか気き恥はずかしいが、休きゆう憩けい時間はあと四分しか残っていない。

「わ、解わかった。部屋に戻もどっててくれ」

「はい！」

　きらきらする音を響ひびかせながら飛んでいったユイが、ドアをすり抜けて消えるのを見届けた瞬しゆん間かん、俺は振り向いてトイレにダッシュした。




　洗面所で手と顔を洗い、キッチンの冷蔵庫から直すぐ葉はご所しよ望もうのライムフレーバーの炭酸水と、自分のためにウーロン茶のペットボトルを取って自室に引き返すあいだも、俺はユイの言葉が意味するものを考え続けていた。

　もしあの場にいた百人全員の心しん拍ぱく数すうが、セーフティの発動条件に達する直前に下がっていたとするなら──。ムタシーナの窒ちつ息そく魔ま法ほうは、各プレイヤーのアミュスフィアに設定された最大心しん拍ぱく数すうを把は握あくし、その数値を五秒以上超こえることがないよう、心臓の拍はく動どうを制限できるということになる。

　そんなことが可能だとは思えない。最大心しん拍ぱく数すうは２２０マイナス年ねん齢れいという数値なのだからプレイヤーごとに異なるし、仮にその数値を取得できたとしても、人間の心しん拍ぱくを制せい御ぎよしているのは脳ではなく、心臓にある洞どう房ぼう結けつ節せつという部位なのだ。アミュスフィアのマイクロウェーブがそこまで届くことは絶対にない。

　たぶん、俺は何かを見落としている。ムタシーナの魔ま法ほうが何かを制せい御ぎよしているとしたら、それは心臓の拍はく動どうそのものではなく……心しん拍ぱくと連動した、たとえば……。

「お兄ちゃん、おっそい！」

　という声に、俺は自分がいつの間にか自室に到とう着ちやくしていたことに気付いた。ベッドに座すわったままの直すぐ葉はが、両手でせわしなく手招きする。

「あと九十秒しかないよ！」

「悪い悪い。でも、みんなも一、二分の遅ち刻こくに目くじら立てたりは……」

「リーダーがそんなことじゃ示しが付かないでしょ！」

「せ、正式に決まったわけじゃないし、それ……」

　空むなしい抗こう弁べんを口にしつつ、左手のペットボトルを手て渡わたす。我わが家やに常備してある炭酸水は、開けるのに少々気合いを要するほどキャップが固いのだが、現げん役えき剣けん道どう部ぶ員いんの我わが妹はさすがの握あく力りよくを発揮して軽々と開かい栓せんし、ごくごくと勢いよく飲んだ。子供のように顔をしかめて炭酸の刺し激げきをやり過ごすと、可か愛わいらしい音を立てて二酸化炭素を排はい出しゆつし、蓋ふたを閉めたボトルをヘッドボードに置く。

「あと一分だよ、早く早く！」

　そう言った直葉がころんとベッドに横たわったので、俺は慌あわててウーロン茶のボトルから口を離はなした。

「おい、またそこからダイブする気か？」

「お兄ちゃんが戻もどってくるのが遅おそいからでしょ。それに、もしかして、万が一、本当にムタシーナの魔ま法ほうでお兄ちゃんの呼吸が止まったら、あたしが救きゆう命めい措そ置ちしなきゃだもん」

　どこまで本気なのか解わからないが、そう言われれば無下にもできない。近くに浮ういていたユイも、真顔で直葉に声を掛かける。

「その時はパパをよろしくお願いします、リーファさん！」

「まかして！」

　ぐっと頷うなずき合う二人を見て、この二人の付き合いももうけっこう長いよな……などと考える俺だった。




　再ダイブしたログハウスには、休きゆう憩けい時間終しゆう了りようの三十秒前なのに、もう仲間が全員揃そろっていた。深夜十一時を回っているが、皆みなこれからが本番とばかりに熱気をみなぎらせている。

　熱くなるのも当然だ。俺とアルゴが潜せん入にゆうした元ＡＬＯプレイヤーたちの合同懇こん親しん会かいは、ムタシーナが正体を現すまでは和わ気き藹あい々あいとしていて、約百人の《攻こう略りやく組ぐみ》の中に、俺たちを明確に敵視している者は見受けられなかった。つまり、明日のムタシーナとの直接対決に勝利すれば、もうラスナリオの町を攻せめようという連中は出てこないはずなので、俺たちも後こう顧この憂うれいなくユナイタル・リングの攻こう略りやくに乗り出せるのだ。

　考えてみれば、初日の夜に俺を殺そうとしたモクリのパーティーも《先生》なる正体不明のプレイヤーに使し嗾そうされていた疑いがあるし、二日目の夜にログハウスを襲しゆう撃げきしてきたシュルツのチーム《フォークス》も同じかもしれない。

　俺の三連れん撃げきソードスキルを喰くらったシュルツは、この世界から永久退場する寸前に、奇き妙みような言葉を口走った。

　──キリト……お前、本当に……。

　そこまで言った瞬しゆん間かんにアバターが消えてしまったので、肝かん心じんなところを聞けなかったのだが、普ふ通つうに考えれば「本当に○○なのか」と言おうとしたのだろう。それが、誰だれかに吹ふき込まれた偽にせ情報なら。そしてその誰だれかが、モクリたちに対人戦を指南したという《先生》と同一人物なら……元ＡＬＯプレイヤーたちを扇せん動どうして、俺と仲間たちをこのユナイタル・リングから排はい除じよしようとしている奴やつがいる。

　そいつこそが、《仮か想そう研けん究きゆう会かい》のリーダーを名乗るムタシーナなのか？　それともあの魔ま女じよも、《先生》に操あやつられているのか……？

　ログインした場所で突っ立ったまま、あれこれ考え続ける俺の背中を、誰だれかが勢いよく叩たたいた。

「おうキリの字、もう全員揃そろってるぜ！　どうすんだ、さっきの話の続きでいいのか？」

「え？　あ、ああ……」

　この世界でもきっちりトレードマークのバンダナを巻いたクラインの顔を見上げてから、俺は急いで首を横に振った。

「い、いや、よくない」

　リビングの中央に集まる仲間たちに向き直り、大きめな声で続ける。

「みんな、ちょっといいかな。これからのことだけど……俺が喰くらった《忌いまわしき者の絞こう輪りん》を自力で解除する方法を探すのは、正直に言って時間の無む駄だだと思う」

　途と端たん、不満そうな声が複数上がる。俺の身を案じてくれるのは有あり難がたいが、いまはもっと優先すべきことがある。

「方法がないとは思わない。ＡＬＯにも解呪デイスペル系けいの魔ま法ほうやポーションや魔ま道どう具ぐが色々あったんだから、この世界にだって同じものがあっても全然不思議じゃないよな。でもいまの俺たちには魔ま法ほうスキルの知識が決定的に欠けてるし、仮に方法が見つかっても、百人を窒ちつ息そくさせるなんていう極きよく大だい魔ま法ほうをディスペルできる魔ま法ほうは、当然同じくらいハイレベルなはずなんだ。一日……いや半日でそこまで熟練度を上げるのは絶対に無理だ」

　今度は、否定的な反応はなかった。

　しかし一同の顔には、まるで自分自身が《絞こう輪りん》を掛かけられたかのような、張はり詰つめた表情が浮うかんでいる。いや、実際に我わがこととして捉とらえてくれているのだろう。そんな最高の仲間たちだからこそ、このゲームをクリアする時まで一人も脱だつ落らくしてほしくない。そのためには、ムタシーナ軍が襲しゆう来らいしてくる時まで、最善の努力を──もちろん学業に支障のない範はん囲いで──積み重ねなくてはならない。

　皆みなにゆっくり頷うなずきかけてから、俺は核かく心しん部分を告げた。

「……《絞こう輪りん》をディスペルするのと同じくらい、効果を無視して動くのも難しい。言葉では伝えづらいけど……発動すると、喉のどの奥おくにねばねばした塊かたまりが詰つまったみたいな、とんでもなくリアルな窒ちつ息そく感かんに襲おそわれるんだ。息を吐はくことも吸うこともできないし、当然喋しやべることもできない。魔ま法ほうの発動直前に思い切り空気を吸い込んでから息を止めれば、そのまま数十秒程度は動けるかもしれないけど……発動に必要なモーションはただ杖つえを地面に突くことだけだから、ムタシーナの動きを常時チェックしている必要があるし、戦せん闘とう中ちゆうにそれは無理だ。クラインとリーファが提案してくれた、わざと《絞こう輪りん》を喰くらってムタシーナの隙すきを突く作戦は、残念だけど難しいと思う」

　そこまで言い終えると、俺はアバターの肺に残った空気を細長く吐はき出した。

　考えてみれば、あらゆる仮想世界にはそもそも空気など存在しないのだ。ログハウスの中に漂ただよう木の香り、開け放たれた窓から入はいり込んでくる夜風の冷たさ、どちらもアミュスフィアが直接俺の脳に発生させている感覚であり、匂においや温度を媒ばい介かいする気体分子は一ひと粒つぶたりとも存在しない。呼吸する時の、口や喉のど、肺の中を空気が通とおり抜ける感覚も同様。いわばこの世界は、現実世界の宇宙よりも希き薄はくな絶対真空状態のようなものだ。頭でそうと解わかっていても──あのリアルすぎる窒ちつ息そく感かんには、恐おそらく誰だれもが抗あらがえない。たぶん、《息ができない》という体験は、人間の魂たましいに刻まれた根源的恐きよう怖ふの一つなのだ……。

「しかしキリト、では百人の軍勢と、どのように戦うというのですか？」

　静かなその声に、俺はいつしか俯うつむけていた顔をハッと持ち上げた。

　発言者は、正面に立っているアリスだった。騎き士しの青い瞳ひとみが、瞬まばたきもせずに俺の目を覗のぞき込んでくる。

　クラインとリーファの《絞こう輪りんわざと喰くらう作戦》を退けた以上、代案を提示する責任が俺にはある。仲間たちにもバシン族ぞくにもパッテル族ぞくにもペット四匹びきにも一いつ切さい犠ぎ牲せいを出さず、敵プレイヤーの死者も最小限にしたうえで勝利できる作戦が。

「……百人の巨きよ大だいレイドと、正面からまともに戦うのは避さけたい」

　俺がそう答えると、すかさずクラインが「でもよォ」と声を上げた。

「ムタシーナ軍は、まずラスナリオの周りにある木を根こそぎ伐きり倒たおしちまうってユイっぺが予測してくれたじゃねーか。だだっ広い空き地ででけぇレイド同士が戦ったら、どうしたって正面からぶつかることになるぜ？」

「そうなるだろうな。だから……」

　俺は十五分かけて、ムタシーナと百人の軍勢がこの町を攻せめてくると知った時から頭の中でこねくり回し続けていたアイデアを仲間たちに説明した。

　多くの質問が出たものの、最終的には全員が納なつ得とくしてくれたので、十一時三十分から作戦の準備を進めることになった。その前に皆みなで協力してお茶と軽食を用意し、英気を養う。

　数時間前の宴えん会かいで振ふる舞まわれたビールは、インセクサイト組が大量に提供してくれたのだが、クラインが無限に飲んだせいでもう残っていないし、どこで入手したのかも謎なぞのままだ。俺もけっこう気に入ったので──現在はまだ未成年が仮想世界で飲酒することは違い法ほうではない──ムタシーナ軍を撃げき退たいした暁あかつきには、入手方法を教えてもらって仕入れに行きたいところだ……と思いながら不思議な味のお茶を飲み干す。

　この後は、俺とアルゴだけが別行動となる。ＳＰ、ＴＰが満タンになったので、皆みなより一足早く出発するべく玄げん関かんに向かいかけたが、そこでリズベットが音高く手を打ち鳴らした。

「はい、注目ちゅうもーく！」

　なんぞ？　と視線を向けると、掲けい示じ板ばんの前に立ったリズベットの右側にシリカとリーファ、左側にシノンとアリス、アルゴが並び、ユイがアスナの背中を押してリビングの中央へと移動させる。どうやらアスナも俺同様、何が起きているのか解わかっていないらしい。

　続いてリズベットたちは一いつ斉せいにリングメニューを開き、ストレージ画面に移動した。そこで再び手を止め、「せーの！」と息を揃そろえて──。

「アスナ、誕生日おめでとう!!」

　声を揃そろえて叫さけぶと同時に、何かをオブジェクト化した。無数のカラフルな小しよう片へんは、全て花だ。ウインドウ上にこんもり積み重なった膨ぼう大だいな量の花を、七人は両手ですくうとアスナめがけて振ふり撒まいた。色とりどりの花びらが雪のように舞まい踊おどり、リビングルームに甘あまい香りが漂ただよう。

　クラインとエギル、それにハイミーもこのサプライズを知らなかったようだが、すぐに両手を盛さかんに打ち鳴らし始めた。アスナは降り注ぐ花たちを瞬まばたきしながら見上げていたが、やがて輝かがやくような笑え顔がおを浮うかべ、言った。

「リズ、シリカちゃん、リーファちゃん、しののん、ユイちゃん、アルゴさん、それにアリス……本当にありがとう」

　俺も負けじと拍はく手しゆしながら、ムタシーナ軍の襲しゆう撃げきが今夜でなくて良かった……と心の底から思った。
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　ラスナリオを出た俺とアルゴ、そしてクロは、深い森の中を慎しん重ちように進んだ。

　この辺りに強力なモンスターが出ないことは確かく認にん済ずみだが、それでも時々行く手にキツネやコウモリといった夜行性の動物型モンスターが現れる。レベル上げが目的ではないので可能な限り回かい避ひし、避さけきれない時は戦せん闘とうもやむなし……と思いきや、ほとんどはクロが唸うなるだけで逃げていった。どうやら威い嚇かく系けいのスキルを持っているらしい。

　当初の予定では、今夜使える時間の半分をレベルアップと熟練度上げに充あてるはずだったが、怪け我がの功こう名みようと言うべきかその作業は必要なくなった。なぜなら、超ちよう巨きよ大だいフィールドボスであるザ・ライフハーベスターを撃げき破はしたことで、仲間全員が一気に二つ以上レベルアップしたからだ。

　現時点での俺たちのレベルと職種クラス、アビリティ系統ツリーはこうなっている。




　キリト：レベル20　片手剣使い／腐ふ魔ま法ほう使つかい／鍛か冶じ師し／大工／石工／木工／調教師　《剛ごう力りき》

　シノン：レベル18　銃じゆう使つかい／盗とう賊ぞく／石工／木工／薬くす師し　《俊しゆん敏びん》

　アリス：レベル18　片手半剣使い／陶とう工こう／織しよつ工こう／裁さい縫ほう師し　《剛ごう力りき》

　リーファ：レベル16　片手半剣使い／木工／陶とう工こう　《剛ごう力りき》

　リズベット：レベル15　メイス使い／鍛か冶じ師し／大工／織しよつ工こう／陶とう工こう　《頑がん強きよう》

　シリカ：レベル15　短たん剣けん使つかい／調教師／織しよつ工こう／斥せつ候こう　《俊しゆん敏びん》

　ユイ：レベル14　小しよう剣けん使つかい／火ひ魔ま法ほう使つかい／料理人／織しよつ工こう　《才知》

　アスナ：レベル14　細さい剣けん使つかい／薬くす師し／料理人／木工／陶とう工こう／織しよつ工こう／裁さい縫ほう師し／調教師　《才知》

　アルゴ：レベル14　短たん剣けん使つかい／斥せつ候こう／盗とう賊ぞく／薬くす師し　《俊しゆん敏びん》

　クライン：レベル13　曲刀使い／木工／石工　《剛ごう力りき》

　エギル：レベル13　斧おの使つかい／木工／石工　《頑がん強きよう》




　ハイミー：レベル16　鎌かま使つかい／石工／木工／薬くす師し　《俊しゆん敏びん》




　ミーシャ：トゲバリホラアナグマ　レベル８

　クロ：セルリヤミヒョウ　レベル７

　アガー：ナガハシオオアガマ　レベル６

　ピナ：フェザーリドラ　レベル５




　皆みなやたらと職種が多いのは、対応するスキルを取得するだけでステータス画面に反映されるからだ。石工スキルなど、そのへんの石を二つ拾って叩たたき合わせているだけで取得できるので、それで石工を名乗れるのもどうかと思うが、恐おそらく熟練度を上げていくといずれスキル整理の必要が生じるのではないか……とアルゴが推測していた。

　面おも白しろいのが、ハナカマキリのハイミーに《鎌かま使つかい》の職種が与あたえられていたことだ。彼女によれば、元インセクサイト組のプレイヤーたちは生来の武器がメインアームと見なされていて、クワガタなら大あごで《大おお鋏ばさみ》のソードスキル、カブトムシなら角で《棍こん棒ぼう》のソードスキル、そしてカマキリなら鎌かまで《鎌かま》のソードスキルを発動できるのだという。

　もちろん、コンバートされる前のインセクサイトにはソードスキルなど存在しなかったので、ハイミーたちはまだ一発でスキルを発動できる確率は五割に届かないらしい。練習し続ければ確率は上じよう昇しようしていくと思うが、そういう意味では元々ソードスキルに馴な染じんでいたＡＬＯプレイヤーはかなり恵めぐまれている。

　いや、ＡＬＯにソードスキルが実装されたのは、旧運営企き業ぎようレクトプログレスの消しよう滅めつに伴ともなうイレギュラーな事象なのだ。本来、この世界でアドバンテージを与あたえられているのは、ＡＬＯプレイヤーではなく──。

　俺は軽く頭を振って思考を断たち切きった。いまは目の前の仕事に集中しなくてはならない。

　真っ暗な森の中を、周囲の気配に気をつけつつ慎しん重ちように進む。ムタシーナ軍の攻こう撃げきは明日夜のはずだが、偵てい察さつ隊たいを先行させていないとも限らない。

「おいキー坊ぼう、あそこはどうダ？」

　不意に右前方からそんな囁ささやき声ごえが聞こえて、俺は立ち止まった。すぐ左を無音で進んでいたクロも停止し、ふんふんと空気の匂においを嗅かぐ。

「あそこってどこだ？」

　一歩近付いて訊たずねると、闇やみの中で仄ほの白じろく見える手が、木立の先を指差した。嵐あらしは数時間前に去ったものの、夜空は七割がた雲に覆おおわれたままなので、暗視スキルがなければ三メートル先も見通せないだろう。

　じっと目を凝こらすと、木々の切れ間を通して、滔とう々とうと流れるマルバ川と広い河原が見えた。歩きやすい河原ではなく森の中を進んできたのは、敵の偵てい察さつ隊たいと出くわしてしまうのを避さけるためだ。他のプレイヤーが近付いてくれば、俺とアルゴが目で気付くより早くクロが匂においで察知してくれるはずだが、念には念を入れなくてはならない。万が一敵に見つかったら、作戦を一から立て直しになってしまう。

　俺とアルゴ、クロが潜ひそんでいるのは、ラスナリオから三キロメートルほど南下した地点だ。あと二キロ進めばゼルエテリオ大森林の南なん端たんに達するが、出てしまっては意味がない。森の中で好適なポイントを見つける必要がある。

「んー、遠くてよく見えないな……」

　両目をためつすがめつしながら俺が呟つぶやくと、アルゴが「ひひ」と低く笑った。

「もっと暗視スキルの熟練度上げろヨ。いまんトコ、真っ暗な場所で文字を読もうとするのがいちばん楽な上げ方だゾ」

「逆に視力下がりそうだな、それ」

　と答えた瞬しゆん間かん、目の前に横長のウインドウが出現した。

【暗視スキルの熟練度が６に上じよう昇しようしました】

　途と端たん、ごくわずかだが視界の明度が上がり、木立の向こうの地形を浮うかび上がらせた。

　マルバ川は、河原を含ふくめた幅はばが百メートルほどもある立派な川だ。俺が暮らす川かわ越ごえ市しの名前の由来のひとつとなった入いる間ま川がわは、自宅最も寄よりの場所で河か川せん敷じきの幅はばが二百メートル程度だが、感覚的には同じくらいのスケールがある。

　しかしアルゴが指差した場所では、森を支える台地が左右から大きく張り出して、河原の幅はばを半分以下に狭せばめている。思い返してみれば、昨夜アリスと一いつ緒しよにスティス遺い跡せきに行った時、この場所で「河原が狭せまいから川に落ちないよう注意しよう」と考えたような記き憶おくがある。

「……良さそうだな」

　俺が呟つぶやくと、アルゴが自じ慢まんそうに「そーだロ」と答えた。お前が作った地形じゃなかろうに、と思ったが俺より先に好適地形を見つけたのは確かなので、「ＧＪ」と返してから慎しん重ちように前進する。

　森から出る寸前で、再び他のプレイヤーがいないか確かく認にん。俺とアルゴの目でも、クロの鼻と耳でも発見できなかったので安全と判断し、リングメニューを開く。

　旧ＳＡＯでもそうだったのだが、闇やみの中ではこのシステムウインドウという奴やつが案外目立つのだ。さすがにウインドウの光に寄ってくるモンスターはいなかったものの、プレイヤーには立派な目印となる。仲間への合図にも使える反面、犯罪者オレンジに居場所を知られる危険も招いてしまうので、ダンジョンでウインドウを開く時は、なるべく光が遠くに届かないようにするのがソロプレイヤーの常識だった。

　いまはこの光に気付くプレイヤーは近くにいないはずだが、それでも俺はメニューを木の幹で隠かくすようにして、急いでマップを開いた。現在位置を長なが押おしして、赤いバツ印のマーカーをセットする。

　即そく座ざにメニューを消し、ふうっと一息。ベルトにぶら下げた布ポーチからバイソンジャーキーを出し、クロに食べさせながら再び呟つぶやく。

「問題は時間だな……。あんまり早く始めると作戦決行前に壊こわれちゃうかもだし、遅おそすぎると間に合わないだろうし……」

「そうだナァ……」

　隣となりで頷うなずいたアルゴが、ンン～と唸うなってから続ける。

「ムタシーナ軍がスティス遺い跡せきを出発する頃ころに、こっちも仕し掛かけを作り始める感じカナ。百人が三十キロを移動するんだから、走っても三時間はかかるダロ。いや、ユナリンじゃあマジで走るとＴＰ、ＳＰががんがん減るからナ。燃費を考えると、小走りで四時間てとこだナ……」

「こっちが仕し掛かけを作るのに一時間かかるとして、差は三時間か。それくらいなら充じゆう分ぶん持ちこたえる……と思うけど、こればっかりは作ってみないとなあ」

「必要な素材アイテムの量を考えると、事前にテストもできんしナ」

「うん……」

　いまごろラスナリオ周辺では、仲間たちが一いつ生しよう懸けん命めいストレージに素材、というか資材を詰つめ込んでいるはずだ。俺の作戦に必要となる資材の量は膨ぼう大だいなので、一回作って耐たい久きゆう力りよくテストをするわけにもいかない。仕し掛かけが機能する確信はあるが、それが何時間持つのかはまた別の話だ。

　ここがアンダーワールドなら、心シン意イパワーで三時間どころか十年びくともしない奴やつを作れるのに……などと考えた瞬しゆん間かん、脳のう裏りにおぼろな人ひと影かげが過よぎる。車窓から差さし込む夕日、円えん筒とう形けいの制せい帽ぼう、その下に覗のぞく亜あ麻ま色いろの巻き毛……。

　溢あふれ出しそうになった記き憶おくの奔ほん流りゆうを、懸けん命めいに押おし戻もどす。いまはこの世界に集中しなくては。ユナイタル・リングの中でアンダーワールドのことを考えすぎると、いざという時に心意で剣を弾はじこうとしてしまいかねない。

「……つーかアルゴ、考えてみたら、ムタシーナ軍がいつごろスティス遺い跡せきを出発するのかも定さだかでないよな」

　俺の指し摘てきに、情報屋はフンと軽く鼻を鳴らした。

「オネーサンをナメんなよ、ボーイ。ムタシーナ軍に強制編入された《雑草を喰くらう者ども》、《絶対生き残り隊》、《アナウンスちゃんファンクラブ》の三チームに所属してるプレイヤーのうち、約二十人のＳＮＳアカウントを特定済みダ。ムタシーナ軍が移動を開始すれば、そのアカウントが全部沈ちん黙もくするはずだから、すぐ解わかるゼ」

「…………さ、さっすがぁ……」

　と感心するしかない。ＳＡＯ時代はこの恐おそるべき情報力に助けられたことも、してやられたこともあるが、仲間になってくれればひたすらに頼たのもしい。

「……そういやアルゴさん、英語めっちゃペラペラでしたけど、あれはどこで勉強したんです……？」

　ついでとばかりにそう訊きくと、《鼠ねずみ》はフードの下で鼻先をこしこし擦こすった。

「ンー、その情報は２００エルってとこだナ」

「にひゃく…………って、高いよ！　シシカバブーが一本３ディムだぞ！　１００ディムが１エルだから、カバブーが六千六百六十六本買えるぞ！」

　思わず叫さけんでしまい、慌あわてて口を押さえる。こんなことで敵の斥せつ候こうに見つかったらアホウの極きわみだ。

　幸い、頭上の梢こずえで謎なぞの鳥が「ホルッフー」とひと声鳴いただけだったので、俺は音量を落として付け加えた。

「いつか１００エル銀貨ががんがんゲットできるようになったら、いまの情報絶対買うからな」

「ンフフ、楽しみにしてるヨ。けど当分先だろうナ。この世界のモンスター、基本的にカネを落とさないからナ」

「……確かに」

　アルゴの言うとおり、俺たちがいままで戦ってきたクマやバイソンやカエルやコウモリは、素材アイテムこそ落としたが現金は一いつ切さい落とさなかった。いちおう、スティス遺い跡せき内ないのＮＰＣショップでストレージに貯たまった不要素材を買い取ってもらえたのだが、査定額は３エル78ディムという数字だったのだ。一日１エルで計算すると、２００エル貯ためるには二百日掛かかってしまう。

「ライフハーベスターも、金は落とさなかったしなぁ……」

　俺がぼやくと、アルゴが言い返してくる。

「でも素材は山ほど落としただロ。あれ店で売ったらけっこうな金額になるんじゃないカ？」

「まあね……」

　事実、ライフハーベスターは、当分消費できないほどの生肉の他にも、大量の素材アイテムをドロップした。甲こう殻かくと骨だけでなく、歯、腱けん、分ぶん泌ぴつ液えき、結石、眼球と多た岐きにわたるそれらはひとまずログハウスのストレージに収納してあるが、使い道は未定だ。アルゴが言うとおり、スティス遺い跡せきまで運んで売うり払はらうのも一つの手だろうが、ボスモンスターの素材を店売りするというのは、ゲーマー的には大いに抵てい抗こうがある。

「……他のゲームなら、間ま違ちがいなくレア武器の材料になるやつだけど……このゲームでそういう常識が通用するのかどうか……」

「何せホネだのメダマだのだからナ。何スキルで加工できるのかも解わからないし、ストレージに死蔵しとくよりは、売っちまったほうが有効利用できるんじゃないカ？」

「たぶん、どっかに生物素材から装備を作ってくれるＮＰＣがいると思うんだけどなー」

　自分でそう言ってから、ふと気付く。

「いや……だったらＮＰＣに訊きけばいいんだよ。バシン族ぞくたち、毛皮の防具や骨の武器を装備してたろ？　彼らなら加工法を知ってるはずだ」

「……確かニ。まずったナー、宴えん会かいの時に情報収集しておくんだッタ……オイラとしたことガ……」

「いや、俺もあなたもバシン語喋しやべれないし」

「オイラはもうバシン語スキルを熟練度５、パッテル語も３まで上げたゾ」

「…………お見それしました」

　小さく降参のポーズをしてから、ゆっくり立ち上がる。

「さて、俺たちも戻もどって素材集めしようぜ。最終的にどれくらい必要になるか見当もつかないからな……」

「だナ」

　頷うなずき合い、俺と《鼠ねずみ》と黒くろ豹ひようは道なき道を足早に引き返した。
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　十月一日、木曜日。

　秋晴れと呼ぶに相応ふさわしい、クリアな青空から降り注ぐ日差しが、教室の左半分を白く浮うかび上がらせている。開け放たれた窓からは、街の音を含ふくんだ微そよ風かぜが入はいり込んできて、生徒たちがスタイラスを動かす音と混ざり合う。

　ずっと昔、まだ自分の出自を知らなかった頃ころは、毎年十月が来るのが楽しみだった。年二回のプレゼントは事前申しん告こく制せいだったので、十月七日の誕生日に何を買ってもらうか八月ごろから一いつ生しよう懸けん命めい考えて、第一希望が通る時も第三希望まで却きやつ下かされる時もあったが、その日が来るのを指折り数えて待ったものだ。

　しかし、自分が桐きりヶが谷や家けに生まれた子供でないことを知ってしまった年に、俺はプレゼントの申しん告こくをやめた。母さんに何が欲ほしいか訊きかれても「なんでもいい」とそっけなく答え、時間をかけて選んでくれたのであろうスニーカーやリュックを部屋のクローゼットに押し込んで、かたくなに使おうとしなかった。そんな態度は中学二年生まで続き、十四歳の誕生日の一ヶ月後に、俺はＳＡＯに囚とらわれた。

　二年後の十一月にデスゲームから解放され、そして去年の誕生日前に、母さんと直すぐ葉はは俺に「誕生日、何が欲ほしい？」と訊きいてくれた。その瞬しゆん間かんに感じた悔かい悟ごの念は、いま思い出しても胸むねの奥おくが痛くなるほどだ。反射的にかつての愚おろかな振ふる舞まいを謝罪しかけたが、こんなふうに勢いで謝あやまるのも違ちがうだろうと思い直し、俺はしばらく真しん剣けんに考えてから、「なんでもいいよ」と答えた。言葉は同じでも、込められた意味はまったく違ちがうことを、二人とも解わかってくれたと思う。プレゼントが何であれ、俺はそれを一生大切にするつもりだ。もちろん棚たなに仕し舞まい込むのではなく、ちゃんと使う……四月に、帰き還かん者しや学校への入学祝いとしてプレゼントしてくれたロードバイクと同じように。

「じゃあ、次を……桐ヶ谷、読んでくれ」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれ、俺は「は、ハイ」と返事をして立ち上がった。

　必修科目の歴史総合を担当している依より田たという女性教師は、ケネディ大統領暗殺事件の年に生まれたと以前授業中に言っていたが、すらりとした長身はとても六十三歳には思えない。声もハスキーな低音で男言葉なせいか女子生徒に人気があるが、どうやら生徒の雑念を察知する能力者らしく、授業に集中していないと高確率で指名されてしまう。

　残念ながら隣となりの席に座すわっているのは、読むべき箇か所しよを小声で教えてくれる女子生徒ではなく状じよう況きようを面おも白しろがっているだけの男子生徒だが、俺もこの科目で血祭りに上げられる同級生たちを何度も見てきたので頭の半分は授業に集中させていたのだ。咳せき払ばらいしてから、タブレットに表示された教科書を読み始める。

「……アメリカでは、一九三三年に就任したフランクリン・ルーズベルト大統領が、政府による市場経済への統制を強めるニューディール政策を推進し……」
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　午前の授業が終わると、明あ日す奈なは急いでタブレットを片付け、大型の保冷バッグ片手に教室を出た。

　バッグには、自宅で作ってきた五人分のサンドイッチが入っている。時間がなかったので、ハムチーズトマトサンド、ブロッコリー入りたまごサンド、オリーブ入りツナサンドとあまり凝こったメニューではないが、仲間たちは喜んで食べてくれるだろう。

　全員分の昼食を持参すると申し出たのは、昨夜のバースデー・サプライズのお礼という意味もあるが、貴重な昼休みを有効利用するためでもある。混み合った食堂で買い物をするには、最短でも十分は見ておかなくてはならないのだ。こうすれば、五十分の昼休みのうち四十分をミーティングに充あてられる。

　移動に片道五分もかかるのは、ミーティングの場所が食堂でも《秘密の庭》でもなく、第二校舎三階の電算機室だからだ。ランチに相応ふさわしいロケーションとは言えないが、今日ばかりは機密保持を徹てつ底ていしなくてはならない。この学校の生徒にもムタシーナ軍に強制加入させられたＡＬＯプレイヤーがいる可能性はゼロではないので、迎げい撃げき作戦の情報がもしも漏もれたりしたら大変なことになる。

　第二校舎に行くには、明日奈の教室がある第一校舎三階からいったん二階に下り、渡わたり廊ろう下かを通らなくてはならない。足早に歩きながら、同じルートを通るはずのリズベット／篠しの崎ざき里り香かとアルゴ／帆ほ坂さか朋ともの姿を探してみたが、どうやら明日奈がタブレットをバッグに仕し舞まったり、ロッカーから保冷バッグを出したりしているうちに先行されてしまったらしい。

　二人ともせっかちだなあ……と苦く笑しようしながら、階段を下りようとした時だった。

「結ゆう城きさん」

　背後から呼びかけられ、明日奈は足を止めた。

　かすかな緊きん張ちようを感じながら振り向くと、眼前に立っていたのは、帰き還かん者しや学校のものではない制服を着た女子生徒だった。

　襟えりが紺こんの切きり替かえになった灰色のブレザー。ひだが刃は物もののように立ったプリーツスカート。艶つややかな黒くろ髪かみと、涼すずしげな目鼻立ち……四日前、帰き還かん者しや学校に編入してきた転校生だ。名前は神か邑むら樒しきみ。

「こんにちは、神邑さん」

　明日奈が笑え顔がおで軽くお辞じ儀ぎすると、樒も微ほほ笑えみながらふわりと会え釈しやくを返し、言った。

「結城さん、いまからお昼？　迷めい惑わくじゃなかったら、ご一いつ緒しよしてもいいかしら」

「あ、えっと……」

　どう応じたものか、素す早ばやく考える。

　昼休みのミーティングを欠席するわけにはいかない。迎げい撃げき作戦について実際に顔を合わせて検討する貴重な機会だし、明あ日す奈ながサンドイッチを持っていかないと、和かず人とたちが昼食抜きになってしまう。

　いっぽう、樒しきみを電算機室に誘さそうこともできない。よもやユナイタル・リングの──いやＶＲＭＭＯゲームのプレイヤーではあるまいが、樒を放置して作戦の話をするのは感じが悪すぎる。やはり今日は断るしかない。

　ごめんなさい、他の人と約束が……と言うために吸い込んだ息が、喉のどの奥おくに引っかかった。

　樒の制服の襟えりについている、アルファベットのＡと薔ば薇らの花を図案化したエンブレムが目に止まったのだ。かつて明日奈も通っていた、私立エテルナ女じよ子し学がく院いんの校章。

　樒がルナ女じよから帰き還かん者しや学校に転校してきたのは、アメリカの大学に留学するために必要な、英文エッセイの題材を得るためらしい。エッセイには独自色が求められるので、世界的にも特とく殊しゆな成り立ちの帰き還かん者しや学校で学生生活を経験するという選せん択たくは理解できなくもないが、恐おそらく樒のエッセイは、ＳＡＯ事件で心に傷を負った若者たちといかに触ふれ合あい、いかに支し援えんしたか、というような内容になるのだろう。もしかしたら、今日のこの出来事も書かれるかもしれない。《友人になれたと思っていたが、昼食に誘さそっても断られてしまった。ＳＡＯ生せい還かん者しやたちの心の壁かべのなんと高いことか》とかなんとか……。

　馬鹿なことを考えている。そう解わかっていても、溢あふれる思考を止められない。

　ユナイタル・リング事件は驚きよう天てん動どう地ちの異常事態だが、ゲームであるには違ちがいない。明日奈はいま、ゲームを理由に、まだ友達も少ないはずの転校生の誘さそいを断ろうとしている。ＳＡＯに囚とらわれる前の、エテルナ女子学院中等部に通っていた頃ころの自分なら同じ選せん択たくをしただろうか。ゲームの中でどんな大事件が起きていようと、現実世界で新しくできた友人の誘さそいを優先したのではないか……。

　明日奈が言葉に詰つまった時間は、実際には半秒程度だったはずだ。

　それでも樒は、明日奈の頭の中を全て見通しているかのように軽く肩かたをすくめ、言った。

「ごめんなさい結城さん、急に誘さそわれても困るわよね」

「あ……いえ……」

「気にしないで、よかったら明日のお昼を一いつ緒しよにどう？」

「……ええ、喜んで」

　明日奈がそう答えると、樒はにこりと微ほほ笑えみ、もう一度会え釈しやくしてから軽かろやかな足取りで階段を下りていった。

　その姿が踊おどり場ばを回って見えなくなるまで待ってから、明日奈も階段を下り始めた。仲間たちは全員もう電算機室に到とう着ちやくしているだろうが、足がやけに重く感じる。

　神か邑むら樒しきみと話すと、なぜこうも気持ちを乱されてしまうのか。樒はいつも穏おだやかで礼れい儀ぎ正ただしく、悪意などわずかにも感じさせないのに。やはり理由はこちらにあるのだろうか。エテルナ女じよ子し学がく院いんの高等科から海外進学を目指しているという樒に、《そうであったかもしれない自分》の影かげを見てしまうから、なのだろうか。

　中学三年生の秋に、ふとした気まぐれで兄のナーヴギアを装着したことを後こう悔かいはしていない。アインクラッドでは何度となく死の恐きよう怖ふを味わったし、辛つらいことや悲しいこともたくさんあったが、同じくらい楽しいこと、嬉うれしいこともあった。ＳＡＯに囚とらわれなければ、リズベットやアルゴ、ユイ、そしてキリトに出会うこともなかったのだ。

　いまの自分を否定する気持ちなどみじんもない。どんな未来が待っていようと、仲間たちやユイ、キリトとの絆きずながある限り、まっすぐ、迷わず進んでいけるという確信がある。

　それなのに……なぜ。

　いや、いまはそんなことを考えている時ではない。樒から見ればただのゲームでも、明あ日す奈なにとってザ・シード連結体ネクサスはもう一つの現実だ。たくさんの思い出が染しみ込んだログハウスを守まもり抜き、無事にアルヴヘイムへ帰き還かんさせるために、今夜の戦いには絶対に勝たなくては。

　二階に着くと、明日奈は食堂に向かう生徒たちの流れに逆らい、渡わたり廊ろう下かへと急いだ。
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　──お帰り、遅おそいよお兄ちゃん！

　という直すぐ葉はの声を予期しつつ、俺は自宅のガラス戸を開けた。

　だが玄げん関かんに妹の姿はない。三た和た土きに靴くつも見当たらないので、今日は俺のほうが早く帰宅したらしい。

　しかしそれが普ふ通つうなのだ。通学時間は俺の半分くらいだが、剣けん道どう部ぶのレギュラーメンバーである直葉には、当然ながら放課後の練習がある。ここしばらくは休養日を取ったり、早上がりしたりで五時前に帰宅していたようだが、副部長を務める身でそんな荒あら技わざを繰くり返かえすわけにもいかないのだろう。

　幸い、部内で浮ういたりはしていないようだが、考えてみれば俺は剣けん道どう部ぶ員いんとしての直葉を一度も見たことがない。来月の新人戦は必ず応おう援えんに行こう、と改めて決意しながらまずトイレを済ませ、洗面所で手と顔を洗ってからキッチンへ。帰宅途と中ちゆうのパティスリーで三つ買ってきたフルーツプリンのうち二つを冷蔵庫に入れ、一つをダイニングテーブルで食べる。普ふ段だん、自分でお菓か子しを買って食べることはほとんどないが、今日は数時間後の決戦に備えて英気を養わねばならない。

　ムタシーナ軍所属プレイヤーのＳＮＳを監かん視ししているアルゴから警告は来ていないので、彼らもまだスティス遺い跡せきを出発していないはずだ。学生や勤め人もいるだろうから出発は恐おそらく八時頃ごろ、移動に三時間前後かかるとすると、開戦は十一時あたりか。そんな時間に攻せめてきて、俺たちがいなかったらどうするのか……と思うが、ムタシーナにとっては無人のラスナリオを破は壊かいできるならそのほうが好都合だろう。

　そう、そもそもあの魔ま女じよは、どうして俺たちを潰つぶそうとしているのか。単純に、元ＡＬＯ組の中で最も《極光の指し示す地》に近付いているからなのか……それとも何か他の理由があるのだろうか。直接訊きいてみたい気もするが、こちらの勝利条件はムタシーナを殺すことなので、その機会は今夜の戦いに負け、しかも俺が生き残った時にしか得られない。アタッカーの俺は、負ける時は真っ先に死んでいるだろうから、どちらにせよ話をするチャンスはなさそうだ。

　耳の奥おくに、またしてもスティス遺い跡せきで聴きいたムタシーナの声が甦よみがえる。

　──ＳＡＯで生まれた闇やみは、広大なザ・シード連結体ネクサスにばらまかれ、増ぞう殖しよくしてきた。そしていま、無数の世界はもういちど一つになった。このユナイタル・リング世界で、闇やみは再び凝ぎよう縮しゆくされ、圧力が限界を超こえた時、新たな何かが……恐おそらくはより深く、より暗いものが生まれる。私はそれを見たいだけなんです。

　受け入れがたい言葉だが、旧ＳＡＯには光と闇やみの両方が存在したことは認めねばならない。俺やアスナ、リズベット、シリカ、クライン、エギル、アルゴ、その他にもたくさんのプレイヤーを結びつけた絆きずなを光とするなら、ＰＫギルド《ラフィン・コフィン》に象しよう徴ちようされる悪意が闇やみだ。

　そして、ラフィン・コフィンがある種の伝説と化してしまったことで、その追つい随ずい者しや、いや信しん奉ぽう者しやが色々なＶＲＭＭＯに出現したことも否定できない。ザ・シード・パッケージが原則的にＰＫを許容しているという理由もあるが、フルダイブ環かん境きようでは相当な忌き避ひ感かんがあるはずの殺人行こう為いを拡大させたのが、《デスゲームＳＡＯでプレイヤーを殺しまくった奴やつ等らがいた》という事実が持つ誘ゆう因いん力りよくだったのだとすれば……それは確かに《ＳＡＯで生まれた闇やみ》なのかもしれない。

　その《闇やみ》がユナイタル・リング世界で凝ぎよう縮しゆくされるというムタシーナの予言が意味するもの。それは、巨きよ大だいな大陸の外周部に配置された数多あまたのザ・シード世界のプレイヤーたちが、世界の中心に近付くにつれ闘とう争そうを激化させていくということだろう。

　最初は同じ世界出身のプレイヤー同士で戦い、次に隣りん接せつする世界のプレイヤー集団と争い、勝ち残った者たちが、《極光の指し示す地》の手前で最後の一グループ……もしかしたら最後の一人になるまで殺し合う。

　まるで、古代中ちゆう国ごくの伝説に言う蠱こ毒どくだ。強制コンバートされたプレイヤー数十万人の死の上に立つ一人の勝者。ムタシーナはそれを目指しているのか？　《より深く、より暗いもの》を自らに取り込み、《新たな何か》になろうというのか……？

「……ただのゲームだ」

　呟つぶやき、俺は最後の一さじを口に運んだ。一つ三百五十円もするプリンの濃のう厚こうな風味に集中し、思考をリセットする。ユナイタル・リング事件を仕組んだのが何者であれ、勝者が超ちよう常じようの力に目覚めたりするわけはないのだ。アナウンスにあった《最初の者に全てを与あたえる》という言葉の意味は、恐おそらくゲーム内アイテムかステータス、そこから逸いつ脱だつしてもリアルマネーといったところだろう。

　俺が《極光の指し示す地》を目指す理由は、ムタシーナとは違ちがう。どこの誰だれがこんな真ま似ねをしでかしたのか知りたいから、そして自分と仲間たちのキャラクターデータとログハウスを、無事にＡＬＯへ戻もどしたいからだ。その過程で他のプレイヤーとの戦いが避さけられないとしても、ムタシーナの予言を後追いするつもりはない。この三日間でモクリの一団とシュルツの一団を全ぜん滅めつさせてしまったが、インセクサイト出身であるハイミーたちとは仲間になれたのだ。

　もちろん、ハイミーがエギルの奥おくさんだったという理由もあるが、これからは元ＡＬＯプレイヤーたちや、機会があれば他の世界出身のプレイヤーたちとも協力していくつもりだ。そのために作ったラスナリオなのだから。

　立ち上がり、キッチンでプリンのガラス容器をさっと洗って洗面所で歯を磨みがき、二階の自室に移動する。

　部屋着に着き替がえ、携けい帯たい端たん末まつから直すぐ葉はに『先にダイブしてる、冷蔵庫にプリンが入ってる』とメッセージを送ってからベッドに横たわる。アミュスフィアを被かぶって、ゆっくり息を吸い──。

「リンク・スタート」

　放射状に降り注ぐ虹にじ色いろの光が、強制コンバート以来最大の戦いが待ちうける異世界へと俺の魂たましいを運んでいく。
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　ログハウスの前庭には、すでに半数以上の仲間たちが揃そろっていた。

　リズベットは製せい鉄てつ炉ろの前で金かな鎚づちをカンカン打ち鳴らし、その手元をシノンが覗のぞき込んでいる。アスナとユイはかまどで何かを調理中、ゲートの近くで話し込んでいるのはアルゴとアリスだ。エギルとハイミーとクラインは七時頃ごろに合流する予定、ザリオンたちはアリスからヨツメオオウズムシ狩がりのコツを教わり、マルバ川で駄だ目め押おしのレベリング中らしい。

　俺がポーチの階段を下りていくと、気付いたユイが一直線に駆かけ寄よってきた。

「パパ、お帰りなさいです！」

「ただいま、ユイ。留守番お疲つかれ様さま」

　俺に抱だきつくユイの頭を、両手でわしわし撫なでる。くすぐったそうな笑え顔がおを見下ろしながら、戦せん闘とう中ちゆういかに愛娘まなむすめの安全を確保すべきか考えていると。

「オーッス。寝ね不ぶ足そくは大だい丈じよう夫ぶか、キー坊ぼう？」

　ニッカボッカのポケットに両手を突っ込み、やや前まえ屈かがみな姿勢で近付いてきたアルゴにそう訊きかれ、俺は苦く笑しようしつつ答えた。

「そっちのほうが大だい丈じよう夫ぶじゃなさそうだぞ。作戦開始まで、ちょっと仮か眠みん取ったほうがいいんじゃないか？」

「んあ？　ヘーキヘーキ、一日二日の徹てつ夜やでヘバってちゃ情報屋は務まらないゼ」

「頑がん張ばってくれるのは有あり難がたいけどさ……ん、あれ？　アルゴがログインしてるってことは、例のＳＮＳ監かん視しってどうなってるんだ？」

「あー、あれナ」

　俺の質問に、アルゴはちらりとユイを見下ろし、にまっと笑った。

「ちょっと反則だけど、ユイっちにチェックしてもらってるんだヨ。ユイっちなら、ログイン中でも外部ＳＮＳをチェックできるからナ」

「ああ、なるほど……」

　納なつ得とくしかけてから、俺に抱だきついたままのユイを見下ろす。

「いや、ユイ、そんなことして大だい丈じよう夫ぶなのか？　《唯ゆい一いつ性せいの揺ゆらぎ》を引き起こすんじゃ……」

「問題ありません！」

　きっぱり言い切ると、ユイは軽く胸を反らしながら続けた。

「私のコアプログラムを複製したわけではなく、あくまでマルチタスクで情報を処理しているだけですから。私は普ふ段だん、平均一万件のタスクを並へい列れつ処理しているんですよ？　そこにもう一件増えても、どってことないです！」

「い、いちまん……」

　思わずユイの小さな頭をまじまじと見み詰つめてしまう。もちろんこのアバターの中にユイの脳、いやＣＰＵが入っているわけではなく、コアプログラムは俺の部屋のデスクトップＰＣに存在するはずなのだが、同時に一万件ものタスクを実行しているわりには作動音は静かなものだし、《電気ご使用量のお知らせ》に書いてある一ヶ月の電気代もさほどの額ではない。

　ユイのことは掛かけ値ねなしに愛しているが、いっぽうで俺は、ユイのコアプログラムの中身がどうなっているのか一いつ切さい知らない。それを見せてくれというのは、アリスにフラクトライトが保存されているライトキューブを見せろと言うようなもので……。

　などと考えていると、当のアリスも歩み寄ってきて、やや真しん剣けんな顔で言った。

「キリト。休息が足りているなら、皆みなが揃そろう前に少し、周囲の森を見回りに行きませんか？」

「み、見回り？　なぜ？」

「もし私がムタシーナなら、本隊が進軍を始める前に少人数の斥せつ候こうを出します。こちらの動向が監かん視しされていたら、今夜の作戦も筒つつ抜ぬけになってしまいますよ」

「ああ……そこは俺も気になって、いちおう昨日の夜に森の中を捜そう索さくしてみたけど、誰だれもいなかったよ」

　そう言いながら、昨夜一いつ緒しよにいたアルゴをちらりと見たが、情報屋はしかめっ面つらでウーンと短く唸うなった。

「……確かにアリっちの言うとおり、今日になってから斥せつ候こうを出した可能性もあるナ。つーか、そう考えるほうが自然か……。ユイっち、ＳＮＳのほうはどーなんダ？」

　問われたユイは、いちど瞬まばたきしてから答えた。

「監かん視ししている二十一アカウントのうち、八アカウントが一時間以上沈ちん黙もくしています。残りの十三アカウントも、『そろそろ準備』『深夜まで潜もぐります』『戦いくさが始まる』『マジダルいわー』等などの発言が増えていますね」

「……なるホド。どーやら向こうももうすぐ集合時間みたいだナ。リアルの都合もあるだろーから、《絞こう輪りん》を喰くらった百何人を残らず召集はできないと思うけど、八十……いや九十人は集まると思っておいたほうがよさそうだナ……」

「それだけいるなら、五、六人斥せつ候こうに出すくらい余よ裕ゆうだな。いちおう、もう一回偵てい察さつしとくか……」

　そう答え、さて人選をどうしよう……と広い前庭を見回した、その時だった。

　木製のゲートがばたんと開き、同時に陽気な声が響ひびいた。

「Hey guysういーつす!」

　ずんがずんがと入ってきたのはインセクサイト組の面々だ。先頭はゾウカブトのザリオン、その後ろにツヤクワガタのビーミング、その後ろから茶色のバッタが姿を現す。額の丸模様が目を引くが、さらに気になるのは、バッタが右手で引きずっている白い紐ひもだ。

　紐ひもの先には、長さ一メートル七十センチほどの細長い物体が縛しばり付つけられて……いや違ちがう。何かが同じ紐ひもでぐるぐる巻きにされている。よく見ると、物体はびく、びくと不規則に動いているようだ。

「………………」

　俺は一いつ瞬しゆん押おし黙だまってしまってしまったが、すぐザリオンたちに歩み寄り、「Sup guysオツス!」と挨あい拶さつを返した。持ち上げた右手で、ぐるぐる巻きの物体を指差す。

「...Soで, what[image: ]s thisなんだこれ?」

　俺の質問に、茶色バッタ──確か種名はマルモンコロギス、プレイヤー名は《ニーディー》だったはずだ──は無言で物体を持ち上げた。よく見ると白い紐ひもは、極ごく細ぼその糸が無数に縒より合わされていて、俺たちが草から作る粗そ雑ざつなロープより遥はるかに強度がありそうだ。

　ニーディーは、ぶら下げた物体をくるくる回転させた。すると上部の紐ひもが徐じよ々じよに解けていき、その中から出てきたのは、半ば予想していたとおり、人間の……というか元ＡＬＯプレイヤーの顔だった。

「ぶはーっ！」

　と盛せい大だいに息を吐はく男を、俺はまじまじと眺ながめた。肌はだや髪かみの色からしてサラマンダーだろうが、それにしては小こ柄がらで瘦やせ形がただ。スライドカットの前まえ髪がみ、窪くぼんだ眼がん窩か、左ひだり頰ほおにはピンク色の一本線ペイント。

　男は俺を見るや、うわずった声で叫さけんだ。

「あ、アンタもこのムシ人間どもの仲間か!?」

「うん、まあ」

「ちきしょーっ、こ、殺すなら殺しやがれ！」

　という啖たん呵かを聞いた途と端たん、あれっと思う。なんだか以前にも、これと似たような場面に遭そう遇ぐうしたことがあったようななかったような……。

　とりあえず、どこでこの男を捕つかまえたのかザリオンに訊たずねようとしたのだが、それより早く背後で叫さけび声ごえが響ひびいた。

「あ──っ、その人！」

　振り向くと、金色のポニーテールを揺ゆらしてまっすぐ走り寄ってくるリーファの姿が見えた。もっと遅おそくなると思いきや、ログイン時間は俺と十数分しか違ちがわない。今日も剣けん道どう部ぶの練習をサボったのかと心配してしまうが、当人はいつもどおりの快活さでアリスたちに挨あい拶さつし、再びぐるぐる巻きの男を眺ながめた。

「やっぱり……。おに、じゃなくてキリト君、その人、あの人だよ！」

「どの人？」

　と訊きき返した途と端たん、今度は男が叫さけんだ。

「あ──っ、あんたキリト!?　ブラッキー先生!?」

「へっ？　ど、どこかで会った？」

「オレだよオレ、ほら去年の正月にルグルー回かい廊ろうで悪あく魔ま化かしたあんたと戦って、食われそうになった……」

　二秒後、俺も叫さけんだ。

「あ──っ、あの人かぁ！」




　もう一年半以上も昔のことになるだろうか。

　デスゲームＳＡＯから解放された俺は、同時にログアウトしたはずなのになぜか覚かく醒せいしないアスナの情報を求めてＡＬＯにダイブし、リーファ、ユイと一いつ緒しよに妖よう精せい郷きようの中央にある世せ界かい樹じゆを目指していた。道中、《ルグルー回かい廊ろう》というダンジョンでサラマンダーのメイジ部隊に襲しゆう撃げきされ、スプリガンの幻げん影えい魔ま法ほうで悪あく魔まに変身するという離はなれ業わざでなんとか撃げき退たいしたのだが……確かリーファの指示で一人だけ生いけ捕どりにして、襲おそってきた理由を聞き出そうとしたのだ。

　その時も男は「殺すなら殺しやがれ！」と開き直ったのだが、俺が「死んだサラマンダーのドロップアイテムを全部進しん呈ていする」と持ちかけたところ、二秒で取引が成立した。仲間の遺品であるはずのレアアイテムを山ほどゲットした男はほくほく顔で立ち去り、それ以来一度も会っていなかったのだが──。

「いや、でも、マジで……？」

　まだ信じられずに男の顔を凝ぎよう視ししていると、リーファの後ろから出てきたユイがきっぱりと断言した。

「アバターの外がい貌ぼうと音声の周波数スペクトルは、あの時のサラマンダーさんと完全に一いつ致ちしています」

「なら本人か……。あんた、こんな場所で何してたんだ？」

「何って……」

　男の目が、解わかりやすく泳ぐ。その様子にぴんと来た俺は、白い紐ひもを握にぎったままのニーディーに頼たのんだ。

「Can you loosen the string a bit moreその紐、もう少しゆるめられるか?」

　バッタ顔でこくりと頷うなずいたニーディーが、吊つり下さげられた男をさらに回転させる。紐ひもが顎あご下したまで緩ゆるんだところで合図して回転を止めさせると、俺は男の首を覗のぞき込んだ。そこにあったのは、黒々としたリング状の模様。《忌いまわしき者の絞こう輪りん》──。

　つまりこのサラマンダーは、アルヴヘイムからユナイタル・リングに強制コンバートされたあと、攻こう略りやくチームのどれかに入り、スティス遺い跡せきでの合同懇こん親しん会かいに参加したというわけだ。

　俺は少し考えてから、男に言った。

「なるほど、あんた、ムタシーナの窒ちつ息そく魔ま法ほうを喰くらったんだな」

　途と端たん、男は弾はじかれたように体を反らした。空中でぶらぶら前後に揺ゆれながら、掠かすれ声ごえでまくし立てる。

「あ、あの女を知ってるのか!?　このクソクソ魔ま法ほうのことも？」

「知ってるさ。あんたと同じく《絞こう輪りん》に拘こう束そくされた百人のプレイヤーが、今夜この町を襲しゆう撃げきしてくることもな」

　いつの間にか、仲間全員が周囲に集まっている。俺と男の会話は、アルゴがザリオンたちに通訳しているようだ。

　絶句する男に一歩近付き、俺はたたみかけた。

「あんた、ムタシーナからこの町の偵てい察さつを命令されたんだろ？　で、昆こん虫ちゆうたちに見つかって、捕ほ獲かくされた。他の仲間は……」

　ちらりとザリオンたちを見やると、ゾウカブトとツヤクワガタはアルゴの通訳が追いついた途と端たん、同時に肩かたをすくめた。

「……抵てい抗こうして死んだのか。なら、あんたはどうする？　解放できないことは解わかってるよな。ここでユナイタル・リングから退場するか、それとも捕ほ虜りよになって知ってることを喋しやべるか」

　精せい一いつ杯ぱい強こわ面もてを演じつつ選せん択たくを迫せまると、男は再び視線を左右に泳がせてから、腹を括くくったかのようにまっすぐ俺の目を見返してきた。

「キリトさん、あんた《絞こう輪りん》のクソヤバい効果を知ってるのに、それでもムタシーナと戦う気なのか？　もしあの魔ま法ほうをナメてるなら甘あまいぞ。心の準備をしとけば発動しても我が慢まんできるとか、そんな甘あまいモンじゃないんだ。オレだってあんな女の手下になんかなりたかねーけど、ユナリンで生き延びるには従うしか……」

　吊つり下さげられたまま切々と語る男の言葉を、俺は右手を挙げて遮さえぎった。

　その手で自分の鎧よろいの喉のど当あてを摑つかみ、インナーと一いつ緒しよにぐいっと引き下げる。途と端たん、男は目と口を丸くして絶句した。

　アスナが「キリトくん」と張はり詰つめた声で囁ささやく。危き惧ぐするのは当然、すでに《絞こう輪りん》の支配下にあることをこの男に教えるのは無む謀ぼうすぎる……と俺も思う。もしムタシーナに伝われば、俺の剣が届く前に、杖つえの一ひと突つきで動きを封ふうじられてしまう。

　だからこれは賭かけだ。この男から情報を引き出せれば、作戦が成功する確率を上積みできる。それには、窒ちつ息そく魔ま法ほうから解放される可能性があると信じてもらう必要がある。

　黙だまり込んだままの男に、俺は駄だ目め押おしの条件を提示した。

「もしあんたが知ってることを全部教えてくれて、今夜の戦いでムタシーナに勝てたら、彼女がドロップしたアイテムは全部あんたにやるよ。もちろん、あの杖つえは壊こわすけどな」

　すると男はふうーっと長く息を吐はき、力ない笑えみを浮うかべて、「マジで？」と言った。




《フリスコル》と名乗ったサラマンダーは、ニーディーの紐ひもから解放されると、広場の中央にどすんと座すわり込み、まず飲み物を所しよ望もうした。

　アスナが差し出したぬるめのお茶を三杯ばいも飲み干し、さらに出来立てのハベ肉シチューまでがっつくフリスコルを見ながら、俺はザリオンに事の顚てん末まつを聞いた。

　ヨツメオオウズムシ狩がりを一段落させた昆こん虫ちゆうたちは、ＳＰを回復させるためにラスナリオに戻もどることにしたのだが、優すぐれた視覚を持つマルタンヤンマのハービーが、藪やぶの中に隠かくれている四人のプレイヤーに気付いたのだという。二手に分かれて近付いていくと、言葉を掛かける前に攻こう撃げきしてきたのでやむなく三人を倒たおし、逃げようとした一人──フリスコルを捕とらえてラスナリオまで引っ張ってきた。彼を拘こう束そくしていた白い紐ひもは素材アイテムから自作したものではなく、ニーディーが口から糸を吐はくスキルを持っているのだそうだ。

　現実世界のコロギスも、バッタなのに糸を吐はくらしい。ならば昆こん虫ちゆうたちのほとんどは飛べるのではないかと思いきや、ＡＬＯプレイヤーと同じく、飛行能力は封ふう印いんされてしまったという。それだとトンボやハチといった飛ぶのが得意な昆こん虫ちゆうは不利なのではと思ったが、もともと本家インセクサイトでも、飛行はごく短たん距きよ離りに限定されていて、その理由はサービス初期に、ログアウトしたのに自宅の階段から飛ぼうとして怪け我がをしたアホなプレイヤーがいたからだ……とザリオンは残念そうに言った。

　ともあれ、アリス直伝のウズムシレベリングで、インセクサイト組もレベルを平均15程度まで押し上げた。ＡＬＯ組にはやや及およばないが、まだスティス遺い跡せき周辺でレベリングしているはずのムタシーナ軍よりはかなり高いはずだ。残念ながら人数差をひっくり返すほどではないだろうが、そのへんもしっかり聞き出さねばならない。

　ＳＰＴＰを回復させたフリスコルへの聞き取り役は、現実世界でもライター兼けんリサーチャーとして活かつ躍やくしているアルゴに一任した。《鼠ねずみ》はさすがの話術でフリスコルの懐ふところに入はいり込み、ほんの十五分ほどでたっぷりと情報を引き出した。

　それによれば、ムタシーナ軍の平均レベルは10か11で、移動開始時刻はこちらの予想よりやや遅おそい夜九時。進行ルートは予想どおりマルバ川東岸、ラスナリオへの到とう着ちやく予想時刻は零れい時じジャスト。作戦もほぼこちらの予想どおり、最初に周囲の森を破は壊かいして平地を作り、俺たちが町に立てこもれば丸太で壁かべを破は壊かい、突とつ撃げきしてくれば大群で囲んでムタシーナが《絞こう輪りん》を掛かけるというプランのようだ。

　参加人数はいまのところ偵てい察さつ隊たいの四人を除いて八十七人で、リアルの都合でどうしても参加できないプレイヤーは、戦利品の配分と報ほう奨しよう金きんの支給から除外されるらしい。

「報ほう奨しよう金きんっていくらなの？」

　と口を挟はさんだリズベットに、フリスコルは半信半疑といった表情で答えた。

「一人10エルだっつうんだけど、疑わしいよなぁ。だって百人に配りゃ千エルだぞ。オレが一日かけて集めた素材を売っても30ディムにもなりゃしねえのに、ムタシーナとカソケンの四人ぽっちで千エルも貯ためるなんて不可能だろ、どう考えても」

　カソケンというのは、ムタシーナのチーム《仮か想そう研けん究きゆう会かい》のことだろう。メンバーがわずか四人しかいないとは知らなかったが、ムタシーナ以外の三人は、《絞こう輪りん》の効果を知りながらコロシアムでの一いち網もう打だ尽じん作戦を成功させるために敢あえてあの魔ま法ほうを受け、その後の窒ちつ息そくデモンストレーションにも耐たえたわけだ。

「……そのカソケンの残り三人って、どんな連中なんだ？」

　俺がそう訊たずねると、フリスコルは小さく首を傾かしげた。

「うーん……なんか、全員捉とらえどころがねーんだよな。顔も体格も双ふた子ごみてーにそっくりな、《ビオラ》と《ダイア》っつう片手剣使いの女二人と、《マジス》とかいう闇やみ魔ま法ほう使つかいの男が一人。いちおうこいつらが軍団のサブリーダー格なんだけど、女剣士二人は雑談にはぜんぜん乗ってこねーし、男メイジのほうは話してみると案外人当たりがいい感じだけど、なんつうか……なんだろうな……」

　フリスコルはしばし、言いたいことはあるのに適切な言葉が見つからないというような顔で口をもごもごさせていたが、やがて諦あきらめたか肩かたをすくめた。

「まあ、ムタシーナも含ふくめて、全員よく解わかんねー奴やつらさ。だって、最初っからあんな強つええってことはＡＬＯでもトッププレイヤーだったはずなのに、誰だれも四人のツラを見たことも、名前を聞いたこともねーってんだぜ。あんたらは？」

　逆に訊きかれ、俺たちは顔を見合わせた。言われてみればそのとおりだが、全員、無言でかぶりを振る。

「……偽ぎ名めいって可能性はないのか？　この世界じゃ、カーソルは攻こう撃げきするかされるかしないと表示されないだろ。コロシアムで《絞こう輪りん》を掛かけられた時は、遠くてムタシーナのカーソルはよく見えなかったし……」

　俺が言うと、フリスコルは左手の人差し指を空中でぐるぐるさせた。

「カーソル以外に、もいっこ他人の名前を見る方法があるだろ。オレはムタシーナ以外の三人とは同じレイドに入ったことがあるから、視界のここんとこに表示されるキャラ名をしっかりチェックしといたぜ。ビオラは《Ｖｉｏｌａ》、ダイアは《Ｄｉａ》、マジスは《Ｍａｇｉｓ》……まあ、よくある感じのキャラネームだよな」

　やはり聞き覚えがない、と思いながらユイを見ると、いままでアルヴヘイムで接せつ触しよくした全てのプレイヤーの名前を記き憶おくしているはずの彼女もさっと首を横に振った。

　正体に迫せまるどころか謎なぞが増えてしまったが、しかし──。

「……どうあれ、俺たちがやることは変わらない。ムタシーナを倒たおして、後こう顧この憂うれいを断ってから世界の中心を目指す。初日の夜から色々あったけど、今夜で全部終わらせよう！」

　仲間たちを鼓こ舞ぶするべく叫さけぶと、ログハウスの前庭に集つどう全員が──ちゃっかりフリスコルまで──片手を突き上げ、「おー！」と声を合わせた。




　エギルとハイミー、クラインも予定どおりの時間に合流し、フルメンバーが揃そろった俺たちは、いくつかの問題を話し合ってから夜八時にラスナリオを出発した。

　問題その一は、いちおう捕ほ虜りよであるフリスコルをどうするかだ。ザリオンたちに連行されてからの反応が演技であるようにはまったく見えなかったが、わざと捕つかまり、情報を吐はくふりをしてこちらの情報をムタシーナ側に流すという二重スパイである可能性が完全に消えたわけではない。ここがアインクラッドなら鍵かぎのかかる部屋に閉じ込めておく手もあるが、ユナイタル・リングはいつでもどこでもログアウト可能なので、現実世界で仲間に連れん絡らくされたら防ぐ手はない。フリスコルの死んだ仲間三人も、当然ムタシーナ側にもう死んだことを連れん絡らくしているだろう。

　本人を遠ざけておいてあれこれ相談した結果、フリスコルは一いつ緒しよに連れていくことにした。いささか非人道的だが、迎げい撃げき作戦の準備を始める前にニーディーの糸でぐるぐる巻きにして、そのへんの木にでもぶら下げておく。そうすれば手が動かせないのでリングメニューを出せず、ログアウトもできない。心しん拍ぱく数すうや尿によう意いが基準値を超こえたらアミュスフィアが自動切断してしまうが、その時は再ダイブを数分間待ち、戻もどってこなければ裏切ったと思うしかない。いちおう本人にも、《同行してぐるぐる巻き》か《バシン族ぞく居住区で監かん視し、メニューを出したら打ち首》のどちらがいいかと訊きいたところ、しかめっ面つらで熟考してから前者を選んだ。

　二つ目の問題は、そのバシン族ぞくとパッテル族ぞくをどうするかだ。

　俺としては、ＮＰＣたちに犠ぎ牲せい者しやが出ることは絶対に避さけたいのでラスナリオに残ってほしかったのだが、両種族とも「ここはもう自分たちの町なのだから自分たちで守る」とかたくなに主張した。最終的に折せつ衷ちゆう案あんとして、それぞれ五人ずつ戦士を選び、同行してもらうことになった。当然ながらバシン族ぞくはリーダーのイゼルマ、パッテル族ぞくもリーダーのチェット──偶ぐう然ぜんだろうがどちらも女性だ──が最さい精せい鋭えいの戦士四人とともに隊列に加わった。

　これで総勢は、俺と仲間たちが十一人、ハイミーと仲間たちが二十人、ＮＰＣたちが十人の四十一人。そこにミーシャ、クロ、アガー、ピナが加わる。

　八時半、前夜に俺とアルゴが選定しておいたポイントに到とう着ちやく。

　まず、川から少し離はなれた木にぐるぐる巻きのフリスコルを吊つるしてから、ＮＰＣを除く全員のストレージに詰つめ込んできた資材を使って、迎げい撃げき作戦の肝きもである仕し掛かけを造り始める。現実世界なら重機を使っても一ヶ月はかかりそうな大工事だが、この世界ならクラフトシステムの勘かん所どころさえ押さえておけば、右手のジェスチャーだけでガンガン作業を進められる。

　細部の調整にやや手間取ったものの、九時半に作業完かん了りよう。あとはムタシーナ軍を待つだけだ。

　敵は九時にスティス遺い跡せきを出発しているはずなので、できればこちらも斥せつ候こうを出して位置を把は握あくしておきたいところだが、フリスコルたちが発見、捕ほ獲かくされたのと同じことが起きないという保証はない。

　進行ルートを直前で変えてくる可能性はあるが、安全なマルバ川の河か川せん敷じきを通らないなら、夜中にゼルエテリオ大森林を突っ切ることになる。南側には危険なモンスターはほぼ出ないと言ってもそれは俺たちの平均レベルが15を超こえているからで、頻ひん繁ぱんに湧わくコウモリやキツネでさえ、スティス遺い跡せき周辺の小動物モンスターよりずっと強い。

　フリスコルの話によればムタシーナ軍の防具は革かわ製せいどまりらしいので、万が一トゲバリホラアナグマ級の大おお型がた獣じゆうに出くわせば、いくら九十人近い大軍でも一割二割の損害は出るだろう。《大軍で包囲して動きを止める》というのがムタシーナ軍の作戦なのだから、行軍中に人数が減るのは避さけたいはずだ。

　彼らの利はとにかく大軍であること。それを活いかすには広いスペースが必ひつ須す。ならば絶対に、マルバ川沿いを北上してくるはず。

　完成した仕し掛かけが働き始める様子を見守りながら、推測を確信に変えるべく懸けん命めいに思考を巡めぐらせていると──。

「……ごめんなさいパパ」

　近付いてきたユイが、俺を見上げて言った。

「えっ、何が……？」

「私がナビゲーション・ピクシーのままなら、広域マップデータにアクセスして、敵軍の接近ルートを把は握あくできたのですが……」

　悄しよう然ぜんと俯うつむくユイの前で膝ひざ立だちになり、視線の高さを合わせる。そっと抱だき寄せて、囁ささやく。

「俺は、ユイがプレイヤーになって良かったと思ってるんだ。無敵属性じゃなくなっちゃったのは心配だけどさ……でもこれで、いままでよりもっとたくさんのものを共有できるだろ？　ＮＰＣの言葉を解読させたり、ＳＮＳを監かん視しさせたりしちゃったけど、でもそれはユイが自分の能力でやれることで、ゲームシステムにアクセスしてるわけじゃない。だから、ええと……」

　そこで言葉に詰つまってしまった俺の代わりに、頭上から優やさしい声が降り注いだ。

「ユイちゃんは、わたしとキリトくんの子供なんだから、そんなに頑がん張ばろうとしなくていいんだよ」

　いつの間にかすぐ後ろにいたアスナが、俺の隣となりにしゃがみ込み、ユイの頭を優やさしく撫なでた。俺に抱だかれたまま、ユイが左手を伸ばしてアスナのワンピースをきゅっと摑つかむ。

「ママ……」

「もちろん頑がん張ばってくれるのは嬉うれしいけど、せっかく同じプレイヤーになれたんだから、ユイちゃんにはこの世界を楽しんでほしいな。これから戦争をするのにこんなこと言うのも矛む盾じゆんしてるかもしれないけど……でも真しん剣けんな相手には本気でぶつかるのも、ゲームの楽しみの一つだと思うから」

　穏おだやかな声で告げられたその言葉に、俺はハッと両目を見開いた。

　スティス遺い跡せきで《絞こう輪りん》を掛かけられてからずっと、俺はムタシーナの悪意だけを推おし量はかろうとしてきた。彼女が言った《闇やみ》という言葉を意識するあまり、自分の中にも闇やみを見み出いだそうとしてきた。

　だが、一歩引いて俯ふ瞰かんすれば、ムタシーナもユナイタル・リングというＶＲＭＭＯゲームの一人のプレイヤーなのだ。この世界のサドンデス・ルールは確かに過か酷こくだが、アインクラッドと違ちがって本物の命まで取られるわけではない。これから起こるのは大規模なＰｖＰであって、決して血みどろの殺し合いではない……。

　俺は左手をユイの、右手をアスナの背中に回し、ぎゅっと抱だき寄せた。

「うん、本気で頑がん張ばろう……そして楽しもう。その結果負けたとしても、それはゲームの中のことなんだから、失ったものはまたいつか取とり戻もどせるさ。ユイは、俺たちと同じプレイヤーとして、いまできることをしてくれればそれで充じゆう分ぶんだよ」

　そう囁ささやくと、俺とアスナの胸の中で、ユイはかすかな──しかし確かな声で答えた。

「……はい！」

　途と端たん、近くに寝そべっていたクロが、賛意を示すかのように「がうっ」と唸うなった。そちらを見ると、少し離はなれた場所で、仲間たちが笑え顔がおで俺とアスナ、ユイを見守っていた。




　十一時、全員がそれぞれの持ち場につき、バシン族ぞくとパッテル族ぞく以外のメンバーがレイドを組んで、全ての準備が完かん了りようした。

　十一時三十分、ヘカートⅡのスコープで川下を監かん視ししていたシノンから、【松たい明まつらしい光が見える】とメッセージが入った。

　十一時四十五分、木こ陰かげに潜せん伏ぷくする俺も、揺ゆれるオレンジ色の光を視界に捉とらえた。











７






　無数のブーツが河か川せん敷じきの砂じや利りを踏ふみしめる音が、闇やみ夜よの底に重く響ひびく。

　九十人弱の大集団、しかも脅きよう迫はくによって束ねられた即そく席せきチームなのに、雑談の声はまったく聞こえない。元々ユナイタル・リング攻こう略りやくを目指していた者たちだけあって、思っていたより統制が取れているようだ。

　しかし士気の高さではこちらも負けていない。ＡＬＯ組とインセクサイト組にＮＰＣ二種族という混成ぶりは攻こう撃げき側がわ以上だが、マルバ川両岸の森に潜ひそむ四十人と四匹ひきは完全に気配を殺し、俺の耳でも息づかいさえ聞き取れない。

　ムタシーナ軍は、河か川せん敷じきが広いマルバ川の東岸を、一定のペースで近づいてくる。もう松たい明まつだけでなく、炎ほのおに照らされる革かわ防ぼう具ぐの鈍にぶい輝かがやきもはっきりと視し認にんできる。

　問題は、ムタシーナ当人が隊列のどこにいるかだ。彼女の位置を特定できるまでは、仕し掛かけを発動させるわけにはいかない。現在、キリト軍──便べん宜ぎ上じようその呼び方を受け入れざるを得なかった──は二チームに分かれて川岸の木立に潜ひそみ、東岸チームを俺、西岸チームをアスナが指揮している。俺とアスナ、そしてずっと上流で待機しているシノンだけがリングメニューを開き、ムタシーナを発見し次し第だいフレンドメッセージで他の二人に位置を知らせる手て筈はずになっているが、まだどちらからも連れん絡らくはない。

　メニューを保持するのを三人に限定している理由は、ウインドウの光で待まち伏ぶせが露ろ見けんする危険があるからだ。俺とアスナ、シノンは、光を覆おおい隠かくすための分厚い黒布を被かぶせた藪やぶの中に潜もぐっている。黒布をもっと用意できればウインドウを開く人数を増やせるのだが、まだアスナも黒の染せん色しよく剤ざいは開発できていない。三人が被かぶっている布は、死んだプレイヤーが落としていく真っ黒な遺い品ひん袋ぶくろを解ほどいて縫ぬい合あわせたものだ。

　布にほんの少しだけ開けた隙すき間まから、河か川せん敷じきをじっと凝ぎよう視しする。集団の先頭で揺ゆれる松たい明まつはすでに二十メートル以下にまで近付き、プレイヤーたちの姿もはっきりと見て取れる。

　最前列を固めているのは、革かわに鋲びようを打ったスタデッドアーマーと、円形のレザーシールドで武装したタンクたち。大おお柄がらな体と盾たてが邪じや魔まをして、後方が見通せない。ムタシーナを見つけるには前衛をやり過ごすしかないが、河か川せん敷じきからほんの一メートル高いだけの森に潜ひそむ俺たちに気付かれる確率も上がる。

　俺のすぐ右側に伏ふせたクロが、しなやかな体を緊きん張ちようさせる。右手で背中をそっと撫なでつつ、落ち着けと念じる。ミーシャも同じく東岸、アガーはアスナと一いつ緒しよに西岸で待機しているが、三匹びきとも静かにしてくれることを祈いのるしかない。

　最前列のタンク三人が、ほんの五メートル先の河原を通過していく。

　中央を歩くひときわ長身の男には見覚えがある。スティス遺い跡せきでの懇こん親しん会かいを仕切っていた、チーム《絶対生き残り隊》のリーダー、ホルガーだ。ステージでは陽気な司会っぷりだったが、いまは横顔に張はり詰つめた表情を浮うかべている。

　タンクたちが着ているスタデッドアーマーは、革かわ鎧よろいとしては重装だが喉のど当あてがないので首がよく見える。オレンジ色の光にくっきりと浮うかぶ、漆しつ黒こくのリング。

　ムタシーナは、あの呪のろわれた《絞こう輪りん》こそがＡＬＯプレイヤーたちを結束させ、最終地点へ導くと言った。だがそんなものはゲームクリアではない。窒ちつ息そくの恐きよう怖ふに怯おびえながらひたすら命令を遂すい行こうすることのどこにゲームの楽しみがあるというのだ。

　ムタシーナのプレイスタイルまでは否定しない。彼女もユナイタル・リングに取り込まれたプレイヤーとして最善を尽つくしているのだろう。ならばこちらも全力で対たい抗こうするまでだ。

　ホルガーに率いられたタンク部隊が目の前を通り過ぎると、その後ろにはショートソードやダガーを持った布防具の軽装スカウト部隊が続く。まだムタシーナは見当たらない。まさか別行動なのだろうか。いや、だとしたらホルガーたちも少しはお喋しやべりをするだろう。あの魔ま女じよは、隊列のどこかに必ずいるはずだ。

　どこだ──どこにいる。

　あと三分もしないうちに、隊列の先頭が仕し掛かけの地点に到とう達たつしてしまう。その時はどうあれ仕し掛かけを発動させねばならない。だがそうなればムタシーナを仕留められる確率が大おお幅はばに下がる。

　いまごろシノンは上流の待機ポイントで焦じれに焦じれているだろう。もうちょっと耐たえてくれとメッセージを送りたいがその余よ裕ゆうもない。両目を限界まで見開き、無言で前進する大集団を凝ぎよう視しする。

【暗視スキルの熟練度が７に上じよう昇しようしました】

　というウインドウが突とつ然ぜん現れ、視界を遮さえぎった。苛いら立だちを堪こらえて素す早ばやくウインドウを消した、その瞬しゆん間かん。

　スカウト部隊のさらに後方、レザーアーマーと片手剣装備のアタッカー部隊のほぼ中央に──脳のう裏りにくっきりと残るロングスタッフが見えた。

　菱ひし形がたの杖じよう頭とうに嵌はめ込まれた巨きよ大だいな宝石……その杖つえを持つのは、白ローブのフードを目ま深ぶかに下ろした細身のプレイヤー。間ま違ちがいない。魔ま女じよムタシーナだ。

　ムタシーナの前には、小こ柄がらな片手剣使いが二人。同一デザインの黒っぽいアーマーは、革かわ製せいだがかなりの高級品に見える。同素材の帽ぼう子しを被かぶっているので顔は見えないが、フリスコルが言っていたビオラとダイアだろう。

　そして後ろには、真っ黒なローブを着込んだ長身のメイジ。握にぎっているスタッフもやたらと長いが特とく徴ちようはない。あれが《マジス》という闇やみ魔ま法ほう使つかいか。あの四人がチーム《仮か想そう研けん究きゆう会かい》の全容というわけだ。

　剣士二人にメイジ二人という構成はいいとしても、メイジが二人とも闇やみ魔ま法ほうの使い手なのはバランス的にどうなのだろう。ＡＬＯから闇やみ属ぞく性せい魔ま法ほうスキルを引ひき継ついだのだと思われるが、ユナイタル・リングでは引ひき継つぎ魔ま法ほうスキルは封ふう印いんされていて、同属性の《魔ま晶しよう石せき》を使わないとアンロックされないという厳しい制限がある。ただでさえ希少な魔晶石なのに、闇やみ属ぞく性せいの石をどこで二つも手に入れたのか。

　ぜひとも知りたいところなれど、聞き出す機会はあるまい。どんなに遅おそくとも十分後には、俺かムタシーナのどちらかが死んでいるはずだ。

　近この衛え兵へいの如ごときアタッカー部隊に囲まれたムタシーナが、着実に近付いてくる。下はこぶし大の石がごろごろしている河原なのに、アバターの上半身はほとんど揺ゆれない。それは他の三人も同じ……フルダイブ環かん境きようでの動作にかなり慣れている。ならば、感覚も相応に鋭えい敏びんなはずだ。彼らが最も接近した時、待まち伏ぶせに気付かれる危険も最大になる。

　ムタシーナたちは正面を見み据すえたまま、ペースを乱すことなく前進してくる。俺が潜ひそむ藪やぶに近付き……正面を通り過ぎて、上流側へと遠ざかる。もう隊列先頭のホルガーたちの姿は闇やみに紛まぎれて見えない。

　隊列の前方では、落差二メートルほどの小さな滝たきが賑にぎやかな水音を立てている。当然、河か川せん敷じきも同じ高さの急きゆう斜しや面めんに塞ふさがれているが、地層が階段状に削けずれているので重装戦士でも苦労せず登れるだろう。

　だが、彼らがあの斜しや面めんを登って上流に進むことはない。

　勢いよく流れ落ちている滝たきは、二時間半前には存在しなかったものだ。川岸が左右から張り出したポイントを選び、俺と仲間たちが大量に運んできた丸太と石を使って川を堰せき止とめて、即そく席せきのダムを造ったのだ。

　この作戦のヒントを得たのは、一昨日の夜、スティス遺い跡せきからの帰き途とで通った滝たき裏うらの洞どう窟くつで、クラフト機能を使って入り口を封ふう鎖さした時だ。俺はそんなこと不可能だろうと思ったのだが、アルゴの「このゲームはプレイヤーのゲーマー的常識を挑ちよう発はつしている」という言葉が、新たな視点を与あたえてくれた。

　ユナイタル・リングでは、ＳＡＯやＡＬＯを超こえる自由度がプレイヤーに与あたえられている。そこには、ある程度の地形の改変すらも含ふくまれる。川を《石の壁かべ》でいきなり堰せき止とめるのは無理だが、水圧を上う手まく逃がしながら作業すれば、流れる水の中でクラフトすることも決して不可能ではない。

　俺はまず、川かわ幅はばが約五メートルにまで狭せばまっている箇か所しよに、頑がん丈じような丸太を一メートル間かん隔かくで打ち込んだ。続いてその柱と柱の間に、石の壁かべではなく高さ三十センチの《石いし垣がき》を設置し、少しずつ堰せきを高くしていったのだ。

　上流から見れば、流れを堰せき止とめているのが人工物だということは一いち目もく瞭りよう然ぜん。しかし下流からなら、滝たきとなって流れ落ちる水がダムを隠かくしてくれる。マルバ川の下流には、一昨日、俺とアリスとアルゴが丸まる木き舟ぶねで落下した落差三十メートルの巨きよ大だいな滝たきが存在するので、二メートル程度のこの滝たきが不自然に思われることもないだろう。実際、隊列の先頭は立ち止まることもなく、滝たきの右側にある階段状の崖がけに近付いていく。ムタシーナも停止させようとはしない。

　周囲に潜ひそむ仲間たちの緊きん張ちようがぴりぴりと伝わってくる気がする。全員、心の中で早く早くとそれだけを念じているだろう。だがもう少し……ムタシーナたちをぎりぎりまで滝たきに近付けないと、川岸に逃げられてしまうかもしれない。

　もう少し……あと一メートル…………

　ここだ。

　俺はフレンドメッセージの入力欄らんにある送信ボタンを押した。

　すでに打ち込んであった【ＦＩＲＥ！】の五文字が、アスナとシノンに送信された。

　半秒後。幅はば五メートルの滝たきの中央に巨きよ大だいな穴が開き、その延長線上の川かわ面もに水柱が立った。一いつ瞬しゆん遅おくれて、雷らい鳴めいのような衝しよう撃げき音おんが轟とどろく。

「うおっ!?」

「雷かみなりか!?」

　ムタシーナ軍の隊列が乱れ、あちこちから驚おどろきの声が上がった。だが、本当に驚おどろくのはこれからだ。

　俺たちが作ったダムを支える五本の柱。そのうち左右の四本はおなじみのメグリマツ製だが、中央の一本は耐たい久きゆう度どの高いレア樹木、ゼルエチークを使っている。

　ダムに掛かかる巨きよ大だいな水圧に二時間半も耐たえ抜いた丸太は、たったいま、一いつ瞬しゆんで粉ふん砕さいされた。それを行ったのは、シノンの愛あい銃じゆうヘカートⅡから発射された12・７ミリ弾だんだ。この世界では恐おそらく二度と補ほ充じゆうが不可能な、残り六発のうち一発。

　ログハウスでの会議では、ヘカートでムタシーナ本人を狙そ撃げきする案も当然ながら検討された。しかし引ひき継つぎ武器のヘカートは、俺の《聖剣エクスキャリバー》と同等かそれ以上のステータスを要求する怪かい物ぶつであり、いまのシノンでは到とう底てい装備できない。クラインからは可か搬はん式しき銃じゆう架かを造る案、エギルからは彼自じ身しんが担かつぐ案が出たが、どちらも精密な狙そ撃げきは不可能だ。

　そこで俺は、ヘカートを丸太とロープでがちがちに固定し、狙ねらいは動かせないが一点を正確に撃うち抜けるようにした。狙ねらうのはプレイヤーではなく、ダムを支えるゼルエチークの丸太。

　急所に命中すればザ・ライフハーベスターですら一いち撃げきで斃たおしたであろう弾だん丸がんは、太さ五十センチの支柱を容易たやすく打うち砕くだいた。その結果、何が起きるかというと──。

　一秒前の銃じゆう声せいの記き憶おくを跡あと形かたもなくかき消すほどの轟ごう音おんとともに、支えを失ったダムが中央部から崩ほう壊かいした。

　無数の石や丸太の破は片へんが混じった水が、怒ど濤とうとなって解き放たれる。河原にいたムタシーナ軍の前衛たちが、逃げる間もなく吞のみ込まれる。いかな重装戦士とて、ダムが二時間半かけて溜ためた水のエネルギーには耐たえられない。何人かは流れを横切って川岸に登ろうとしたようだが、近付くことさえできず、口々に悲鳴を上げながら渦うず巻まく濁だく流りゆうに押し流されていく。

　混乱の中、俺は隊列の中央をひたすら凝ぎよう視ししていた。

　仮か想そう研けん究きゆう会かいの四人は、さすがと言うべきか、迫せまり来る鉄てつ砲ぽう水みずを見てもパニックに陥おちいることはなかった。ムタシーナは立ち止まっただけだが、黒衣の剣士ビオラとダイアが異口同音に叫さけぶ。

「「全員、岸に上がれ！」」

　同時に自分たちも川の東岸、すなわち俺たちが潜ひそむ森へ退たい避ひしようとしたが、周囲に何十人ものアタッカーを密集させていたのが裏目に出た。押し流されてきたタンクとスカウトたちが次々とアタッカーにぶつかり、絡からまって、巨きよ大だいな障害物を作り上げる。

　ムタシーナたちが立ち往生した次の瞬しゆん間かん、怒ど濤とうが四人をも吞のみ込んだ。冷静であろうとなかろうと、この濁だく流りゆうの中で踏ふみとどまれるプレイヤーはいない。

　四人が流されるのを視し認にんした瞬しゆん間かん、俺は次のメッセージを送った。

【ＧＯ！】

　いちおうシノンにも同報したが、これはアスナに向けたものだ。同時に茂しげみから飛び出し、周囲に潜ひそんでいた仲間たちにハンドサインで移動を指示する。

　クロをわずかに先行させつつ、森と河原の境界ぎりぎりを全力で走る。フルスピードでも、流されるムタシーナたちに付いていくのが精せい一いつ杯ぱいだ。もうこちらに気付いているプレイヤーがいるかもしれないが、濁だく流りゆうに揉もまれているうちは溺おぼれないようにするのが精せい一いつ杯ぱいで声も出せないだろう。

　走るうちに、流れの勢いが徐じよ々じよに弱まっていく。まず重装のプレイヤーが川底の石や沈ちん木ぼくに引っかかって止まり、続いて中装プレイヤーが絡からめ取られる。まだ浮ういている軽装プレイヤーたちのほぼ先頭に、装備重量が集団中最軽量であろうマジスとムタシーナ。ビオラとダイアは引ひき離はなされたらしい。

　ここまではほぼ狙ねらいどおりの展開だ。あとは、ムタシーナが止まるのを待つだけ。マジスがまだ近くにいるのが不安材料だが、メイジなら急きゆう襲しゆうには対応できないだろう。

　濁だく流りゆうの水位がみるみる低くなっていく。軽装プレイヤーたちも地形に引っかかったり、自力で河原に逃のがれたりして数を減らす。まだ流れに身を任せているムタシーナとマジスの前方に、大きめの中なか州すが見えてくる。二人はそこを目指してコース修正し、砂じや利りに覆おおわれた中なか州すの先せん端たんあたりに杖つえの石いし突づきを突き立てて……止まった。

　ここだ。

「行くぞ！」

　低く叫さけぶと、俺は森から飛び出し、一メートル下の河原に飛び降りた。着地するや剣を抜き、十数メートル前方のムタシーナ目め掛がけて全力で走る。河原と中なか州すの間には川が流れているが、二分ぶん割かつされているせいで幅はばも五メートル足らずなので、ソードスキルの力を借りれば飛とび越こえられるはずだ。

　対岸の森からもアスナに率いられたチームが同じタイミングで飛び出し、ダッシュしてくる。俺たちに気付いた軽装プレイヤーたちの驚きよう声せい、怒ど声せいが上流側から聞こえてくるが、そちらにはミーシャを先頭にした別働隊が向かっていく。

　俺の仕事は、ムタシーナをユナイタル・リング世界から永遠に退場させること。問答無用で殺しに行くのは正直なところ主義に反するが、対話で妥だ協きよう点てんを見いだせる相手でないことは、首に紋もん章しようを刻まれた時に思い知った。いま拘こう束そくされているプレイヤーたちを解放するために、そして仲間たちが同じ目に遭あうことを避さけるためにも、ここでしっかり役目を果たさなくてはならない。

　中なか州すの突とつ端たんでは、こちらの奇き襲しゆうに気付いたムタシーナとマジスがようやく起き上がろうとしているが、濁だく流りゆうに揉もみくちゃにされて目が回ったのか、あるいはたっぷり水を吸ったローブが重いのか、動きがぎこちない。この距きよ離りなら、何らかの魔ま法ほうを使おうとしても、ソードスキルでジェスチャーを潰つぶせる。

　俺は上段跳ちよう躍やく技わざ《ソニック・リープ》を発動するべく、愛剣を右みぎ肩かたの上に構えた。

　間合いまであと三歩、二歩────

　突とつ然ぜん。

　足あし許もとの河原が青あお紫むらさき色いろに輝かがやいた。

　単に光っているのではない。大小の丸石の表面に、曲線や模様、記号が組み合わされた複雑なテクスチャーが出現している。これは……この魔ま法ほう陣じんは。

《忌いまわしき者の絞こう輪りん》の前プ駆レエフェクトだ。

　直径五十メートルにも及およぶ魔ま法ほう陣じんは、俺のチームとアスナのチームを完全に包つつみ込んでいる。だが、なぜ。目の前のムタシーナは、ロングスタッフで体を支えて立っているだけで、魔ま法ほう発動に必要なジェスチャーなど一いつ切さい行っていないのに。それはマジスも同様。

　いや、驚きよう愕がくしている場合ではない。俺はもう《絞こう輪りん》に捕とらえられているが、仲間たちまで同じ目に遭あわせてはならない。

　棒立ちのムタシーナの背後に、邪じや神しんとしか言いようのない姿の怪かい物ぶつが伸び上がった。上半身は女性型だが下半身は触しよく手しゆの集合。肘ひじ関節が二つもある四本の腕うでと、無数の棘とげが生えた頭。

「みんな、クロも、魔ま法ほう陣じんの外に逃げろ!!」

　出せる限りの声を振ふり絞しぼって叫さけぶと、俺はソニック・リープを発動させた。どうやって魔ま法ほうを発動させたのはかは不明だが、ここでムタシーナさえ倒たおしてしまえば、仮に仲間たちが脱だつ出しゆつできなくても《絞こう輪りん》そのものを永久に解呪デイスペルできる。

「ハアッ！」

　システム・アシストの発生を感じた瞬しゆん間かん、気合いとともに地面を蹴ける。幅はば五メートルの川を一息に跳ちよう躍やくし、無防備に立つムタシーナの肩かた口ぐちに渾こん身しんの斬ざん撃げきを叩たたき込む。

　ガキィィ──ン！　という衝しよう撃げき音おん。肘ひじまで痺しびれるほど硬こう質しつな手応え。ムタシーナの後方からマジスが恐おそるべき速度で突き出した棒──拗ねじくれた木の枝のようなロングスタッフが、俺の剣を受けたのだ。鋼はがねの刃やいばはスタッフの先せん端たんに十センチ以上も食い込んだが、見た目より高品質な杖つえだったらしく、そこで止まってしまう。

　ソードスキルの威い力りよくが拡散し、突とつ風ぷうとなってムタシーナのフードを払はらった。

　漆しつ黒こくのロングヘアが激しくなびき、魔ま法ほう陣じんの光が露あらわになった顔を青白く照らし出した。
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　記き憶おくにあるとおりの清せい楚そな美び貌ぼう。だが俺の頭を鋭するどい針にも似た違い和わ感かんが貫つらぬく。その源は……目だ。顔に表情はないが、見開かれた灰色の瞳ひとみには、かすかな恐きよう怖ふが滲にじんでいる。俺が遺い跡せきで見たムタシーナなら、たとえ剣の切っ先が眼球の一ミリ手前に迫せまろうと、わずかにも怯おびえたりはしないだろう。

　これは別人。影かげ武む者しやだ。

　そう認にん識しきしたのと同時に、邪じや神しんが四本の腕うでから無数の光こう弾だんを発射した。

　ギイイイイッ！　と怪かい物ぶつの悲鳴めいた異音を発しながら飛ひ翔しようした光こう弾だんは、魔ま法ほう陣じんから脱だつ出しゆつしようとしていた仲間たちに次々と命中していく。残念だが、タイミングからして逃のがれられた者はいないだろう。眼前の影かげ武む者しやまでもが、剝むき出しの首に光こう弾だんを喰くらってよろめく。人数分の光こう弾だんを発射し終えた邪じや神しんが、溶とけ崩くずれるように消えていく。

　どこか近くにいるはずのムタシーナは、俺たちを《絞こう輪りん》の軛くびきに捕とらえるためにわざわざ影かげ武む者しやを用意してそっくりな杖つえまで持たせ──そして容よう赦しやなく窒ちつ息そく魔ま法ほうに巻まき込んだ。考えてみればムタシーナは、スティス遺い跡せきでの懇こん親しん会かいでも会場に《仮か想そう研けん究きゆう会かい》の仲間を同席させ、他チームのプレイヤーたちを信用させて一いち網もう打だ尽じんにしたのだ。囮おとりになることを仲間たち自身も覚かく悟ごしていたのだろうし、クレバーな作戦であることは間ま違ちがいないが、まったくもって気にくわない。

　マジスの杖つえと斬きり結んだまま、俺は我知らず影かげ武む者しやの女性プレイヤーに問いかけていた。

「……あんたは、それでいいのか」

　反応したのは影かげ武む者しやではなく、すぐ後ろにまるで背はい後ご霊れいのように立つマジスだった。

「やれやれ」

　フードの奥おくの暗くら闇やみから、まるでこちらを諭さとすような声が投げかけられる。

「あのね、キリト君。きみのその正義感を否定はしないが、こちらだってこのゲームを全力で攻こう略りやくしようとしているんだよ。価値観の押しつけはよくないと思わないかい？」

　どこか学校の教師を思わせるソフトな低音。しかし言葉は辛しん辣らつだ。確かに、ＭＭＯＲＰＧに於おけるプレイスタイルは人それぞれで、自分のモラルを他人に押しつけていいものではない。声や口調だけでなく、言うことまで教師じみて……。

　瞬しゆん間かん、俺はさしたる根こん拠きよもなく直感する。

　こいつが《先生》だ。モクリたちに対人戦を指南し、シュルツたちを使し嗾そうしたかもしれない謎なぞのプレイヤー。ならば、こうやってしなくてもいい会話をしていることにも何らかの意図が隠かくされているはず。

　ムタシーナはもう俺たちに《絞こう輪りん》を掛かけるという目的を果たしたのだから、あとは効果を発動させれば全員を屈くつ服ぷくさせられる。必要なジェスチャーは杖つえで地面を突くことだけなのに、なぜ発動させないのか。

　まだできない？　できない場所にいる？

　ならばそれは地面がない場所。川の中──いや。

「空か！」

　俺は渾こん身しんの力で右手の剣を押し込みながら、上空を振ふり仰あおいだ。

　真夜中だが、今夜は星が出ている。両目を思い切り見開くと、暗視スキルの補正も加わって視界の明度がわずかに上がる。濃こい灰色の夜空を、音もなく旋せん回かいする黒い影かげ。翼つばさの差さし渡わたしが三メートル以上あるだろう巨きよ大だいな鳥だ。地上からでは見分けられないが、恐おそらく背中にムタシーナが乗っている。旋せん回かいしているのは、森の中で安全に着地できる場所を探しているからか。

　着地されたら今度こそ詰つみだ。空中にいるうちにどうにかしなければ。だがソードスキルが届く高さではないし、こちらの飛び道具はユイの火ひ魔ま法ほうと俺の腐ふ魔ま法ほうとシノンのヘカートのみ。照準を完全に固定されているヘカートでは空中は狙ねらえないし、火ひ魔ま法ほうも初期呪じゆ文もんの《炎ほのおの矢》だけではあの大きさの鳥を落とせないだろう。我わが腐ふ魔ま法ほうの《腐くされ弾だま》は……嫌いやがらせにしかならない。

　一いつ瞬しゆんだけ川の上流方向を見やると、鉄てつ砲ぽう水みずに巻まき込まれたムタシーナ軍のプレイヤーたちが続々と立ち上がりつつある。彼らは状じよう況きようを把は握あくすれば、当初の命令に従って俺たちを攻こう撃げきしてくるはずだ。マジスたちがそれを止めるかどうかは不明だが、ただ成り行きに任せるわけにはいかない。

　あとはもう、河原の石を投げるくらいしか……と破れかぶれなことを考えた、その時。

「ゴガアアアアアッ！」

　突とつ然ぜん、後ろのほうで獰どう猛もうな咆ほう哮こうが轟とどろいた。

　振り向くと、河原で仁に王おう立だちになったトゲバリホラアナグマのミーシャが、両手を広げて限界まで巨きよ軀くを仰のけ反ぞらせている。胸むな元もとの白いジグザグ模様が、星明かりを受けて淡あわく光る。

　あった。飛び道具が、もう一つ。

　ミーシャの胸の模様が眩まばゆく輝かがやいた。そこから撃うち出された無数の針が、あたかも対たい空くう機き銃じゆうの如ごとく夜空を横切り、五十メートル以上の高さで旋せん回かいしていた巨きよ鳥ちようを吞のみ込んだ。無数の羽根が音もなく飛び散る。

　ＨＰを削けずり切ることはできなかったが、鳥は空中で大きく姿勢を乱した。そのままがくんと落下しかけたものの、懸けん命めいの羽ばたきで踏ふみとどまる。

　まずい。ムタシーナにしてみれば、この場は逃げるという選せん択たく肢しもあるのだ。そうなったら恐おそらくもう二度と殺すチャンスはない。

　落ちてこい！　と思い切り念じたその瞬しゆん間かん。

　再び、鳥の右胸あたりで羽う毛もうがパッと散った。同時に、タァ──ン……という銃じゆう声せいが響ひびく。ヘカートの轟とどろくような発射音ではない。恐おそらくシノンが持ち場を離はなれて接近し、マスケット銃じゆうで狙そ撃げきしたのだ。

　追加のダメージで、さしもの巨きよ鳥ちようも今度こそ飛んでいられなくなった。ぎこちなく羽ばたきながら、俺たちがいる河原へと降下してくる。高度が下がるにつれ、鳥の背中にまたがる人ひと影かげが見えてくる。

　ムタシーナ自身は針の直ちよく撃げきを避よけたようだが、ああなればもう降りる場所は選べないだろう。着地した瞬しゆん間かんに倒たおせるかどうか……それでこの戦いの帰き趨すうが決する。

　俺はいきなり膝ひざの力を抜き、予備動作なしで体を沈しずめた。マジスの杖つえに食い込んだままの剣が、右みぎ肩かたの上に移動する。姿勢を微び調ちよう整せいした途と端たん、刀身を青い光が包む。剣を動かせない時、体のほうを動かして強ごう引いんにソードスキルの発動モーションに入るテクニックだ。

「むっ……」

　マジスが唸うなり、飛とび退のこうとしたがもう遅おそい。

　俺は、目の前で棒立ちになったままの影かげ武む者しやプレイヤーを左手で押しのけながら、右手の剣で単たん発ぱつ技わざ《バーチカル》を発動させた。

　ズガッ！　と鈍にぶい音が響ひびき、マジスのロングスタッフと、それを握にぎっていた左手の指が切断される。これでメイジは部位欠損を回復させるまで、魔ま法ほうの発動ジェスチャーを行えないはず。このまま止とどめを刺したいところだが、残念ながらその余よ裕ゆうはない。

「全員、鳥が落ちてくるところを狙ねらえ！」

　叫さけぶと、俺は倒たおれたマジスを飛とび越こえてダッシュした。

　下流の邪じや魔ま者ものがいないところに落ちてくれることを祈いのったが、さすがにそこまで都合のいい展開にはならない。錐きり揉もみ状態の鳥は、中なか州すから二十メートルほど上流の西岸に落下しようとしている。

　右側の水面にはムタシーナ軍のプレイヤーがひしめいているが、まだ鉄てつ砲ぽう水みずに押し流された驚おどろきが醒さめないのか、あるいはミーシャの吼ほえ声ごえに気け圧おされたのか、反応が鈍にぶい。落下直後のムタシーナに一いち撃げき入れる余よ裕ゆうはあるはず。

　今度は普ふ通つうのジャンプで流れを飛とび越こし、西の川原へ。走る俺の左側に、レイピアを抜いたアスナが並ぶ。

　一いつ瞬しゆんだけ視線を向けると、華きや奢しやな首に黒々と焼き付けられたリングが目に飛とび込んでくる。だがアスナの横顔に恐おそれの色は微み塵じんもない。極限の集中力だけを瞳ひとみに宿し、《閃せん光こう》の二つ名を思い起こさせる猛もうスピードで落下点を目指す。

　ムタシーナが乗る鳥は、黒っぽい羽う毛もうを持つ猛もう禽きん類るいだ。鷲わしなのか鷹たかなのかまでは解わからないが、鋭するどい爪つめと嘴くちばしには侮あなどれない攻こう撃げき力りよくがあるだろう。しかしいまは落下速度を鈍にぶらせるのが精せい一いつ杯ぱいのようで、敵としてはカウントしなくてよさそうだ。狙ねらいはムタシーナただ一人。鳥の背中から地面に降りる瞬しゆん間かんを斬きる。

　俺は走りながら、ソードスキルを発動させるタイミングを計った。

　脳のう裏りに、数秒先の情景が映し出される。河原に激げき突とつする寸前の巨きよ鳥ちようの背中からムタシーナが飛び降り、着地し、杖つえを地面に突き立てる。着地と同時にソニック・リープを命中させるべく、脳のう裏りでカウントダウンを開始。七、六、五……

　その時。

　落下する鳥から、小さな影かげが分ぶん離りした。ムタシーナが飛び降りたのだ。

「…………!!」

　走りながら息を吞のむ。まだ地面までの距きよ離りは二十メートル以上ある。あんな高さから落ちて、まともに着地できるはずがない。《俊しゆん敏びん》ツリーの《着地》アビリティをランク10まで上げていない限り、無傷で済むとは思えない。

　あるいは何らかの減速方法があるのかと思ったが、ムタシーナは巨きよ鳥ちようよりも早いスピードで一直線に落ちていく。両りよう腕うで両りよう脚あしを広げて空気抵てい抗こうを増やそうとするどころか、体をまっすぐに伸ばし、右手で杖つえを落下方向に突き出して──。

　刹せつ那な、俺はムタシーナの意図を悟さとった。隣となりのアスナもかすかな声を漏もらす。

「くっ……」

　二人同時にスピードを上げる。俺はソニック・リープの、アスナはシューティングスターの発動モーションに入る。長ちよう剣けんとレイピアにライトエフェクトが宿り、甲かん高だかい振しん動どう音おんが響ひびき……だが、地面を蹴ける直前、ムタシーナの右手に握にぎられた杖つえの石いし突づきが、河原のひときわ大きい石を直ちよく撃げきした。

　ガアァァ────ン！　という銃じゆう声せいめいた衝しよう撃げき音おんが轟とどろき、石が真っ二つに割れた。

　ムタシーナの手が杖つえから離はなれ、魔ま女じよは右みぎ肩かたから河原に落下して、大きく跳はね返かえってからもんどり打って倒たおれた。

　俺とアスナの首に刻まれた紋もん章しよう──《忌いまわしき者の絞こう輪りん》が青あお紫むらさき色いろに輝かがやいた。

　粘ねん着ちやく質しつの何かが気道を完全に塞ふさぐ。空気を吸い込むことも、吐はき出すこともできない。二度と味わいたくないと思っていた、あまりにもリアルな窒ちつ息そく感かん。

　──無視しろ！　これは錯さつ覚かくだ！

　ありったけの意志力でそう念じながら、俺はソニック・リープを発動させた。隣となりのアスナも、多少姿勢を乱したもののシューティングスターの発動に成功する。

　前方では、白ローブの魔ま女じよムタシーナが上体を起こしかけている。《絞こう輪りん》が攻こう撃げきフラグを立てたのだろう、頭上にはスピンドル・カーソルが出現している。杖つえで石を突くことで落下の衝しよう撃げきをある程度相そう殺さいしたのだろうが、それでもＨＰは二割しか残っていない。

　ソニック・リープかシューティングスターのどちらか片方が当たれば倒たおせる。

「…………ッ!!」

　無音の咆ほう哮こうとともに、俺は緑色に輝かがやく剣をムタシーナの左の肩かた口ぐちへと振り下ろした。

　俯うつむいたままの魔ま女じよに、必殺の剣けん尖せんが届く……その寸前。

　途と轍てつもないスピードで目の前に飛とび込んできた黒い影かげが、細身の長ちよう剣けんで俺の剣を受け止めた。隣となりでも、別の影かげにアスナのレイピアが防がれる。二重の金属音が甲かん高だかく響ひびき渡わたり、オレンジ色の火花が人ひと影かげを照らし出す。
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　黒くろ革かわのレザーアーマーを装備し、同色のレザーハットを被かぶった小こ柄がらな女性剣士。仮か想そう研けん究きゆう会かいのビオラとダイアだ。勝ち気そうな顔に敵意をみなぎらせ、俺を睨にらみ返してくる。細い首には、青あお紫むらさき色いろに光るリング。この二人の呼吸も止まっているはずなのに、ムタシーナを守るために川の中から飛び出してきたのだ。

　俺とアスナの剣のライトエフェクトが明めい滅めつし、消えた。

　同時に息苦しさが限界に達し、俺はその場に膝ひざを突いた。左でアスナもがくっと崩くずれ落おちる。せめてアスナだけは逃がさなければと思ったが、一いつ瞬しゆん遅おくれてビオラとダイアもうずくまった。魔ま法ほうの効果を知っているはずの仮か想そう研けん究きゆう会かいのメンバーでさえも、この苦しさには耐たえられないらしい。

　無理はない。現実世界の肉体は呼吸し続けていると頭で解わかっていても、息ができないという根源的恐きよう怖ふが両手足を痺しびれさせ、思考力すら奪うばっていく。心しん拍ぱく数すうが急きゆう上じよう昇しようし、耳の奥おくで血流がせわしなく脈打つ。

　懸けん命めいに背後を見ると、追つい随ずいしてきていた仲間たちが全員河原にひざまずき、あるいは倒たおれてしまっている。バシン族ぞく、パッテル族ぞく、そしてペットたちまで例外ではない。首に《絞こう輪りん》を刻まれたクロやアガー、ミーシャが体を丸めて苦しんでいる様子は正視に堪たえない。

　右側では、川の中で百人近いプレイヤーたちが再び水中に倒たおれ込み、もがいている。誰だれも声を出せないので、聞こえるのは川のせせらぎと、ようやく河原に着地した巨きよ鳥ちようが傷ついた翼つばさを弱々しく動かす羽音のみ。

　静かな地じ獄ごくの中央で、ムタシーナがゆっくりと立ち上がった。

　割れた石の間に突き立ったままの杖つえを右手で握にぎり、地面から引き抜く。杖じよう頭とうに塡はまった宝石が、《絞こう輪りん》と同じ不気味な青あお紫むらさき色いろに輝かがやいている。

　ムタシーナは左手でフードを払はらい、露あらわになった美び貌ぼうで周囲を見回した。やはり顔立ちは影かげ武む者しやの女性プレイヤーとよく似ているが、本物にはどこか人にん間げん離ばなれした雰ふん囲い気きがある。

　再び正面を見た魔ま女じよの、色の薄うすい唇くちびるに、仄ほのかな微び笑しようが浮うかんだ。

「素す晴ばらしかったですよ」

　囁ささやくと、俺とアスナの前まで歩いてくる。苦しみに耐たえるビオラとダイアのすぐ後ろで立ち止まり、再び口を開く。

「拠きよ点てんに立てこもるような、つまらない対応はしないだろうと思っていましたが……まさか、川を堰せき止とめるなんて。クラフト機能であんな工事まで可能だったんですね。お前たちの作戦は、完全に私の想定を超こえていました。このゲームをクリアするまで、一割以上のダメージは受けないつもりだったのに、飛行用騎マ乗ウ動ン物トから飛び降りて死にかけたんですから」

　くすくす、と愉ゆ快かいそうに笑うムタシーナの顔が二重にぶれ、また重なる。これは《絞こう輪りん》の視覚エフェクトなのか、それとも生身の脳が大量に分ぶん泌ぴつしているアドレナリンのせいか。いま斬きり掛かかればムタシーナを倒たおせるのに、剣を握にぎる右手にまったく力が入らない。窒ちつ息そく感かんがもたらすパニックに耐たえ、体を静止させておくのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　隣となりのアスナも、左手で喉のどを押さえ、右手を河原の砂に突き立てている。その様子を見た途と端たん、ムタシーナへの怒いかりが改めて湧わき起こるが、それも息苦しさに上うわ塗ぬりされてしまう。

　俺はムタシーナのことを、どんなに恐おそろしい魔ま法ほうを持っていようと、あくまでユナイタル・リングの一プレイヤーに過ぎないのだと考えていた。冷れい酷こくな手口や物言いも、プレイスタイルのうちなのだと。しかし甘あまかった。目の前に立つ女は、《悪い魔ま女じよ》を演じているのではない。ＶＲＭＭＯゲーマーとしてではなく、俺たちとはまったく異なる次元からこの世界に挑いどもうとしている。

　俺の胸中に広がる畏い怖ふを見み透すかしたかのように、ムタシーナが告げた。

「さて、そろそろ限界でしょうか？　以前に実験した時は、誰だれも三分の壁かべを破れませんでしたから。絞こう輪りんから逃のがれる方法はたった一つ、ログアウトすることだけ。もっとも、その場合は無防備なアバターが残っちゃいますけどね」

　俺たちを焦じらすように、ロングスタッフの石いし突づきをゆらゆら動かす。あの杖つえで地面を突いてもらえれば、この苦しみは終わる。

　突とつ然ぜん、ムタシーナが微び笑しようを消した。超ちよう然ぜんとした表情でしばし俺を見下ろし、告げる。

「《黒の剣士》キリト。《閃せん光こう》アスナ。苦しみを終わらせることと引ひき替かえに、私に忠誠を誓ちかうなら、剣の柄つかを差し出しなさい」

　システム的にはまったく無意味な行こう為いだ。ここで剣を差し出しておいて、あとでムタシーナの寝ね首くびを搔かくことはいくらでもできる。

　だが。俺もアスナも、たぶん仲間たちも、性格……いや信条的にそれはできない。いったん命と引ひき替かえに忠誠を誓ちかったら、今後はそれに殉じゆんじるしかないのだ。ムタシーナは、そこまで見抜いたうえで《剣の誓ちかい》を要求している。

　────ここまでか。

　これ以上、アスナを、仲間を、そしてユイをこの耐たえがたい苦しみに晒さらし続けることはできない。

　ほぼ感覚のない右手で、どうにか剣の柄つかを摑つかみ、持ち上げようとした──

　その瞬しゆん間かん。

　右側でざばっという水音が聞こえ、軽かろやかな足音が続いた。ムタシーナがさっと顔を動かす。俺も強こわ張ばったアバターをどうにか右に向ける。

　長い黒くろ髪かみと白いワンピースから大量の水すい滴てきを散らして走るのは……ユイ。

　決然とした表情で、まっすぐムタシーナに向かっていく。剣は抜いていないが両手には赤い光が宿り、華きや奢しやな首には《絞こう輪りん》が青く輝かがやいている。

　ユイはＡＩだが、アバターを通して五感の情報を受け取ることができる。そこには暑さ寒さや痛みも含ふくまれ、人間と同じように快、不快を感じる。それは茅かや場ば晶あき彦ひこが設計したＡＩの根幹部分であり、呼吸が止まれば俺たちと同レベルの苦しさを感じて動けなくなるだろうと、ユイ自身が言っていたのだ。なのに、なぜ。

　ユイを見たムタシーナは、大きく一歩飛びすさると、ロングスタッフを右みぎ脇わきに抱かかえ、両手で闇やみ魔ま法ほうスキルのジェスチャーを入力しようとした。だが右みぎ腕うでを大きく動かせないせいか、動作がぎこちない。

　それを見たユイが、赤く光る両手で弓を引くような動作を行った。前に伸ばした左手と、肩かた口ぐちまで引いた右手の間に、細長い炎ほのおが出現する。火ひ魔ま法ほうスキルの初しよ期き技わざ、《炎ほのおの矢》だ。

　ユイは疾しつ走そうしながら狙ねらいを定めると、躊躇ためらいなく両手を握にぎり締しめた。

　シュバッ！　という音とともに発射された矢を、ムタシーナが握にぎり直したスタッフで叩たたき落おとす。矢は大量の火の粉となって四散する。俺の《魔ま法ほう破は壊かい》と同等のテクニック──しかし闇やみ魔ま法ほうのジェスチャーは中断され、もう入力し直す余よ裕ゆうはない。

　残り三メートルまで距きよ離りを詰つめたユイは、左ひだり腰こしのショートソードを抜くと、思い切り地面を蹴けった。

「やあああああっ！」

　幼くも凜り々りしい雄お叫たけび。空中で小さな体を限界まで反らせ、渾こん身しんの斬ざん撃げきを放つ。

　対するムタシーナは、両手持ちしたスタッフを掲かかげ、ユイの剣を受けた。

　キイィ──ン！　という金属音。白い火花が飛び、二人の顔を照らす。

　ムタシーナの杖つえの先せん端たんで輝かがやく宝石が、青あお紫むらさき色いろの光を一いつ瞬しゆんだけ明めい滅めつさせた。同時に、俺の喉のどの奥おくに詰つまった粘ねん着ちやく物ぶつがわずかに震ふるえる。やはり《絞こう輪りん》とあの杖つえは連動しているのだ。

　いったん離はなれたユイは、着地するや即そく座ざに斬きり掛かかった。今度は大振りせず、目まぐるしい連続攻こう撃げきを繰くり出す。それをムタシーナが、杖つえで的確にガードしていく。

　ユイの剣けん技ぎは、いつの間にここまでと驚きよう愕がくせずにいられないほど見事なものだった。きっと、俺やアスナたちが学校に行っている間に、アリスと一いつ生しよう懸けん命めい練習していたのだろう。剣筋に、かの騎き士しと共通する格式を感じる。

　だが、惜おしむらくは、技わざが正しすぎる。

　それ自体は悪いことではない。むしろ上達の早道だと言える。フェイントや目め眩くらましのような小こ技わざを覚えるのは後からでいい。

　しかし、アリスの端たん正せいかつ豪ごう壮そうな剣けん技ぎが成立するのは、恐おそるべき速さと重さがあるからだ。ユイの剣けん技ぎは、スピードこそ充じゆう分ぶんだが重さが足りない。だからメイジのムタシーナにも、余よ裕ゆうを持って撃うち込みを捌さばかれてしまう。

　ユイの上じよう段だん斬ぎりを、ムタシーナが受け止める──と見せかけて、初めて披ひ露ろうするステップで回かい避ひした。ユイの剣が空を切り、体勢が崩くずれた。そこに、ムタシーナが左の膝ひざ蹴げりを繰くり出す。金属プレートつきのロングブーツで固められた膝ひざがユイの胸にカウンターで入り、小さな体を吹ふき飛とばす。

　ムタシーナと、そして何もできない自分への怒いかりが極限まで高まり、再び視界が二重にぶれた。

　隣となりのアスナも、気道が塞ふさがっているはずなのに低い唸うなり声ごえを漏もらし、起き上がろうとした。だが再び前のめりに突つっ伏ぷしてしまう。窒ちつ息そく感かんに全ての感覚を支配され、アバターをまともに動かせないのだ。

　背中から河原に叩たたき付つけられたユイは、「あうっ」とかすかな悲鳴を上げた。いまの一いち撃げきで、ＨＰが二割近くも減っている。しかし動きを止めたのはわずか一秒で、すぐに立ち上がる。顔についた砂を左ひだり拳こぶしで拭ぬぐい、再び剣を構え直す。

　ずっと無表情で対応していたムタシーナが、不ふ愉ゆ快かいそうに口くち許もとを歪ゆがめた。右手にスタッフを握にぎったまま、左手をローブの中に入れて細身のダガーを抜く。時計の針のように鋭えい利りな刀身が、スタッフが放つ燐りん光こうを受けて冷たく輝かがやく。

　殺すつもりだ。

　肺が焼けただれるような息苦しさに抗あらがいながら、俺は懸けん命めいに考えた。

　根こん性じようだけでは立ち上がれない。どうにかして、数秒だけでも窒ちつ息そく感かんを遠ざける必要がある。もっと強い感覚、たとえば痛みで上書きする？　いや、この世界にはアンダーワールドほどの痛みはないし、そもそも剣を握にぎれない。両手は何とか動かせるが、できるのは指を曲げることくらい……。

　頭の芯しんで、一つのアイデアがバチッと音を立てて放電した。

　うまくいく保証はない。失敗したら恐おそらく俺はアミュスフィアのセーフティ機能によって自動切断してしまう。だがやるしかない。

　両手の指をぎこちなく広げ、ボールを握にぎるような形にして指先を接せつ触しよくさせる。腐ふ属ぞく性せい魔ま法ほうの発動ジェスチャー。かろうじて入力に成功したらしく、両手に緑がかった灰色のエフェクト光が宿る。

　視界の端はしでユイが再びショートソードを構え、それを見たムタシーナもダガーを逆手に握にぎり替かえる。

　まだだ。俺の策をムタシーナに気付かれてはならない。目の前にうずくまっているダイアは息苦しさに耐たえるために両目をつぶっているので、魔ま法ほうのエフェクト光に気付いていない。ダイアの体を盾たてにしつつ、タイミングを計る。

　ユイが小さな体を限界まで前ぜん傾けいさせ、剣を右後方に引いた。下段突とつ進しん技わざ《レイジ・スパイク》のモーション。刀身に水色の輝かがやきが宿り、甲かん高だかい振しん動どう音おんが空気を震ふるわせ……。

　──ここだ！

　俺は口を限界まで開けると、そこに両手を向けた。零ゼロ距きよ離りなので照準を調整する必要はない。両手を握にぎり締しめると、保持されていた灰色の球体──腐ふ魔ま法ほうの初期呪じゆ文もん《腐くされ弾だま》が、おぞましい音を伴ともなって俺の口の中へと発射された。

　まず、いままでの人生で嗅かいだあらゆる匂においを果てしなく超こえる最悪な悪あく臭しゆうが鼻を痛つう撃げきし、次いで絶望そのものを煮に詰つめたような味が口いっぱいに広がった。涙なみだが滲にじみ、胃がねじれる。圧あつ倒とう的てき嘔おう吐と感かんが腹の底から突き上げてきて、喉のどの奥おくの閉へい塞そく感かんを吹ふき飛とばす。息ができるようになったわけではないが、全身の痺しびれが消え去る。

　動ける。

「う……おおおおあああああああ!!」

　嘔おう吐と感かんを雄お叫たけびに変えながら、剣を握にぎり、うずくまった姿勢から直接跳ちよう躍やくする。

　ダイアの体を飛とび越こえ、ムタシーナに迫せまる。さっとこちらを見た魔ま女じよが、一いつ瞬しゆん両目を見開き、反射的な動きで右手のロングスタッフを掲かかげる。

　俺は食くい縛しばった歯の隙すき間まから灰色の光を零こぼしながら、空中で剣を振りかぶった。ソードスキル《バーチカル》の発動モーションに入った瞬しゆん間かん、剣自身が「もっと行ける」と伝えてくる。さらに深く構えると、剣がいっそう強く震しん動どうする。

「おおおおッ!!」

　再び吼ほえると、俺は恐おそらく熟練度条件を満たしてアンロックされたばかりの垂直四連れん撃げき技わざ、《バーチカル・スクエア》を発動させた。

　上段からの初しよ撃げきを、ムタシーナがロングスタッフで受け止める。耳をつんざくような衝しよう撃げき音おん。刀身はスタッフの柄えに一センチ近くも食い込み、宝石が激しく明めい滅めつするが、断たち切きるまでには至らない。《バーチカル》だったら反はん撃げきのダガーを脇わき腹ばらに喰くらっていただろう。

　二撃げき目め、三撃げき目めは上下からの突つき技わざ気味な連れん撃げき。それをムタシーナは、スタッフを回転させながら両方とも防いだ。反応の速さからしてバーチカル・スクエアという剣けん技ぎを知っている。だが、俺は構わずに四撃げき目めの唐から竹たけ割わりを、渾こん身しんの力を乗せて撃うち込んだ。

　ムタシーナが左手のダガーを捨て、スタッフを両手で真横に掲かかげた。

　見開かれた漆しつ黒こくの瞳ひとみに、ソードスキルの青い閃せん光こうが映る。

　杖つえではなく、魔ま女じよの眉み間けんめがけて、剣を振り抜く。

　これまでのような、強きよう烈れつな衝しよう撃げきは生まれなかった。代わりに、カッ！　と小気味良い手応えとともに剣は地面近くまで振り切られ、拡散した威い力りよくが放射状に砂すな埃ぼこりを巻き上げた。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　ムタシーナの右手と左手が、握にぎり締しめたロングスタッフごと、左右に離はなれた。

　真っ二つになった杖つえの切断面から黒っぽい炎ほのおが迸ほとばしり、それはすぐ杖つえ全体に広がる。青あお紫むらさき色いろに輝かがやいていた宝石が鈍にぶい音を立てて砕くだけ散ちり、その破は片へんも空中で燃もえ尽つきる。

　続いて、ムタシーナの額から赤いダメージエフェクトが飛び散った。魔ま女じよは燃えている杖つえを投げ捨てると、左手で眉み間けんのあたりを押さえ、よろりと後ずさった。

　技ぎ後ご硬こう直ちよく中ちゆうの俺の首からも、熱のない炎ほのおが迸ほとばしる。《絞こう輪りん》が燃もえ尽つきたのだと直感した途と端たん、喉のどの奥おくの異物感が噓うそのように消え去る。

「はあっ……」

　いったん肺を空からにしてから、俺は冷たく新しん鮮せんな空気を貪むさぼるように吸い込んだ。まだ口の中に《腐くされ弾だま》の後味が残っているが、空気の美う味まさが悪あく臭しゆうを上書きしてくれる。ひたすら呼吸だけを繰くり返かえしたいところだが、戦いが終わったわけではない。すぐ後ろにいるビオラとダイア、さらに後方の中なか州すにいるマジスと影かげ武む者しやも《絞こう輪りん》から解放されたはずだ。彼らに邪じや魔まされる前に、ムタシーナだけは何としてもこの世界から放ほう逐ちくしなくては。

　剣を握にぎる右手に力を込め、起き上がる。

　魔ま女じよは額を押さえたまま、右目でじっと俺を凝ぎよう視ししている。
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　半分だけ露ろ出しゆつした顔に、怒いかりや憎にくしみは見いだせない。それどころか、唇くちびるには仄ほのかな笑えみが滲にじんでいる。虚きよ勢せいとは思えない……この状じよう況きようでもまだ逆転の手を隠かくしているのだろうか。

　突とつ然ぜん後方で、キキン！　と甲かん高だかい剣けん戟げきの音が響ひびいた。同時に声。

「キリトくん、行って！」

　恐おそらくアスナが、復活したビオラとダイアを一人で押さえているのだろう。他の仲間たちも、ムタシーナ軍のプレイヤーを牽けん制せいするべく河原の水みず際ぎわに展開していく。俺が躊ちゆう躇ちよしている場合ではない。ムタシーナに奥おくの手てがあるのなら、それごと斬きり捨すてるまで。

　剣を右後方に引き、体を前に傾かたむける。低空突とつ進しん技わざ《レイジ・スパイク》の構え。スタッフとダガーを失ったムタシーナに、この一いち撃げきを防ぼう御ぎよするすべはない。

　まだ魔ま女じよは微び笑しようを浮うかべたままだ。宇宙の深しん淵えんを思わせる瞳ひとみを凝ぎよう視ししながら、ソードスキルを発動させようとした、その時。

　左後方から濃のう密みつな煙けむりが押おし寄よせてきて、俺の視界を黒く塗ぬり潰つぶした。

　何の匂においもしないし、息苦しさも感じない。煙けむりというより、媒ばい質しつを持たない純じゆん粋すいな闇やみ。

　不意に、すぐ左側に何者かの気配を感じた。同時に声。

「今回は素す直なおに褒ほめておくよ、キリト君。またいつか会おう」

　ずっと後方の中なか州すにいたはずの闇やみ魔ま法ほう使つかい、《先生》ことマジスの声だ。レイジ・スパイクを中断した剣で左側を大きく斬きり払はらうが、手応えはない。

「みんな、無理に動こうとするな！」

　仲間たちにそう指示し、俺は黒こく煙えんが消えるのを待った。これが魔ま法ほうによるものなら、長持ちはしないはずだ。

　予想どおり、闇やみは十秒ほどで薄うすれ始めた。マジスの言葉が欺ぎ瞞まんでなければムタシーナと共に離り脱だつしたのだと思われるが、まだそう遠くには行っていないはず。星明かりが五割がた戻もどった瞬しゆん間かん、ムタシーナが立っていた場所へとダッシュする。

　だが、魔ま女じよの姿も、マジスの姿も見当たらない。河原の上流方向から西側の森、下流方向へと懸けん命めいに視線を走らせるが、人ひと影かげらしきものは発見できない。まるで黒こく煙えんと一いつ緒しよにかき消えてしまったかのようだ。

「……キリトくん」

　緊きん迫ぱくした囁ささやき声ごえが聞こえ、俺は振り向いた。レイピアを持ったアスナが、ほとんどダメージを受けていないことを確かく認にんしてから訊たずねる。

「ビオラとダイアは……？」

「煙けむりに巻まかれてた何十秒かのあいだに消えちゃった。そう遠くに行けるはずないんだけど……」

「だよな……」

　ことによると欺ぎ瞞まん魔ま法ほうは二段構えで、まだ近くでハイドしている可能性はある。岩いわ陰かげ木こ陰かげを虱しらみ潰つぶしに探せば発見できるかもしれないが、川の中に残された百人近いプレイヤーたちと、エギルやクラインたちが武器を向け合って対たい峙じしている状じよう況きようではそんなことをしている余よ裕ゆうはない。

　いや、いまはそれよりも。

　同じことを考えたらしいアスナと同時に、俺は河原の真ん中に立たち尽つくしているユイのもとへと走った。

「ユイ！」

「ユイちゃん！」

　口を揃そろえて呼びかけると、まだ右手にショートソードを握にぎったままの少女は、ぴくりと体を震ふるわせてからこちらを見た。砂じや利りで汚よごれた顔に、あどけない笑えみが浮うかぶ。

「パパ、ママ！」

　走り寄ってくるユイを、俺とアスナはしゃがみ込んで受け止め、強く抱だき締しめた。

　なぜ《絞こう輪りん》の影えい響きよう下かで動けたのかは謎なぞのままだが、質問はあとでいくらでもできる。ユイが頑がん張ばってくれなければ、俺たちはムタシーナの軍門に降くだるか、あるいは殺されていた。

　何秒そうしていたのかは解わからない。

　ふと辺りの空気が緩ゆるんだような気がして、俺は顔を上げた。川のほうを見ると、いつの間にかムタシーナ軍のプレイヤーたちのほぼ全員が武器を下ろし、毒気を抜かれたような顔で俺たちを見ていた。

　その中にホルガーの姿を見つけ、俺は立ち上がった。《絞こう輪りん》が解除デイスペルされた以上、もう戦う理由がないことは彼らもそろそろ認にん識しきし始めているだろう。しかし三日も前から戦争モードだったうえに、こちらの罠わなで川流れの憂うき目めに遭あったのだからそう簡単には意識を切きり替かえられないはずだ。まずはリーダー格のホルガーと、慎しん重ちような対話から始めなくてはならない。

　川に向けて一歩踏ふみ出したところでふと気になり、下流の中なか州すを見やった。

　しかしそこには、俺が転てん倒とうさせた影かげ武む者しやの姿ももうなかった。











８






　右手でこわごわ差し出したライフハーベスターの生肉を、巨きよ大だいな嘴くちばしが猛もう烈れつなスピードで奪うばい去さり、丸まる吞のみにする。

　途と端たん、左側でクロが不満そうに「がう」と唸うなるので、そちらにも肉にく塊かいを与あたえる。すると今度は嘴くちばしの持ち主である猛もう禽きん類るいに「ピイッ！」と鳴かれ、急いでお代わりを差し出す。

　ほとんどクロと同じくらいの体格があるこの鳥は、固有名《ニビイロオナガワシ》。漢字で書けば《鈍色尾長鷲》だろうが、その名のとおり羽う毛もうは濃こい灰色で、両りよう端たんの尾お羽ばねが地面に引きずるほど長い。嘴くちばしと鉤かぎ爪づめは羽う毛もうより色が濃こく、ほとんど黒だが鋭するどい先せん端たん部分だけが青みがかっている。

　ムタシーナたちが河原に放置していったこの鳥は、ホルガーたちとの交こう渉しようが終わった時にはもうＨＰが尽つきかけていた。それでも薄はく情じような主人の命令に従い、近付いた俺たちを攻こう撃げきしようとしたので、いっそとどめを刺してやるのが情けというものかと思ったのだがユイが助けたいと主張したのだ。

　今夜のＭＶＰは間ま違ちがいなくユイなので、たっての願いを無下にはできない。やむなく俺が、ダメージ覚かく悟ごで近付いて生のハベ肉を差し出したところ、最初はまるで見向きもせず嘴くちばし攻こう撃げきを繰くり出してきたのだが、回かい避ひしながらしつこく肉を突きつけ続けていたら鳥が──というよりシステムが根負けしたかのように飼テいイ慣ミらンしグメーターが出現したのだ。

　幸い、ハベ肉の在庫は大量にあったのでひたすら食わせて少しずつメーターを上げ、ついにテイムに成功した時には二十分も経たっていた。その間、仲間たちのみならず八十人を超こえる元ムタシーナ軍プレイヤーたちもじっと経過を見守っていて、俺がガッツポーズした途と端たんに盛せい大だいな拍はく手しゆと歓かん声せいが湧わき上がったものだ。

　さすがにいきなりまたがって飛ぶ気にはならなかったので、その場の全員と──もちろんぐるぐる巻きから解放されたフリスコルも──一いつ緒しよに森の中を歩いてラスナリオまで移動し、またしても厩きゆう舎しや前まえの広場で宴えん会かいとなった。元ムタシーナ軍改め《攻こう略りやく組ぐみ》の面々は、ハベ焼き肉やハベシチューを凄すさまじい勢いで平らげ、もちろん俺たちもハイミーたちもバシン族ぞくもパッテル族ぞくも負けじと食べたのでさすがに肉も尽つきただろうと思ったが、宴えん会かい後ごにコック長のアスナに訊きいたら、「今夜でやっと二割くらい消費したかなー」と恐おそろしいことを言っていた。

　まあ、考えてみればザ・ライフハーベスターは全長二十メートルを超こえていたのだ。牛の体長が二メートルほどだとすれば、二列に並べて二十頭がすっぽり入ってしまうほどのサイズ。牛一頭で焼き肉一千人前になると何かの本で読んだ記き憶おくがあるので、ライフハーベスターなら二万人前……そう考えれば宴えん会かい二回で二割消費というのは、むしろ無茶苦茶頑がん張ばって食べたと言えるだろう。

　インセクサイト組が提供してくれたビールは前回で飲のみ尽つくしてしまったため、クラインは「これで酒があれば」と十回くらい言っていたが、仮想のアルコールがなくとも宴えん会かいは大いに盛り上がった。ホルガーやディッコス、ツブローたちはユナイタル・リングをクリアするか、または死ぬまで《絞こう輪りん》で脅おどされ続けることを覚かく悟ごしていたようなので、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい解放感があったのだろう。それはもちろん俺も同じだ。

　たった一つの懸け念ねんは、ムタシーナのみならず《仮か想そう研けん究きゆう会かい》のメンバー全員を取り逃がしてしまったこと。ロングスタッフは破は壊かいしたのでもうあの恐おそろしい窒ちつ息そく魔ま法ほうを掛かけられることはないはずだが、連中がこれでユナイタル・リング攻こう略りやくを諦あきらめるとは考えられない。いつかまた、思いもよらない手口でちょっかいを出してくる気がする。

　まあ、その時はその時だ。次こそは絶対にユイを、アスナを、そして仲間たちを苦しめさせはしない。

　宴えん会かいの余よ韻いん漂ただよう広場の片かた隅すみで、そう決意しながら二匹ひきに増えたペットたちに夜食を与あたえていると、後ろからかすかな足音が近付いてきた。この、常に足音を殺すのが習ならい性しようになっている歩き方は──。

「シノン、お疲つかれ」

　振り向きながら言うと、露ろ出しゆつ度ど高めな戦せん闘とう服ふくを深緑色のマントで隠かくした銃じゆう使つかいは、一度瞬まばたきしてから頷うなずいた。

「あなたもお疲つかれ様さま。ホルガーたちは南エリアの建物に分散して泊とまってもらったわ」

「部屋……というかベッドは足りた？」

「ちょっとだけ足りなかったから、その場でリズが作った。材料はいくらでもあるからね」

「《粗そ雑ざつな木と干し草のベッド》はあんまり寝ね心ごこ地ちよくないけどな……」

「どうせログアウトするだけなんだから床ゆかでもいいくらいよ」

　辛しん辣らつなコメントに思わず苦く笑しようしてから、俺は宴えん会かいの間に言えなかったことを言った。

「それはそうとシノン、さっきは本当にありがとう。シノンがマスケット銃じゆうで狙そ撃げきしてくれなければ、ムタシーナを地面に落とせなかったよ」

　ぺこりと下げた頭を上げると、シノンは複雑そうな顔ですぐ近くにいるニビイロオナガワシを見やった。

「本当は、この子じゃなくてムタシーナ本人を狙ねらったんだけど、マスケットじゃ無理だった。その後の戦せん闘とうでも全然役に立てなかったし、せめてもう少し命中精度を上げないと……」

「うーん……。元ＧＧＯプレイヤーたちは、猶ゆう予よ期間が終わった後はどんな武器で戦ってるんだ？」

「ネットで調べた範はん囲いだと、まだほとんどのプレイヤーがスタート地点の遺い跡せきで手に入るクロスボウかマッチロック銃じゆうを使ってるみたい」

「マッチロック……ってどんなんだっけ……」

　首を傾かしげる俺に、シノン先生がすらすらと解説する。

「いわゆる火ひ縄なわ銃じゆうのことよ。厳密には私の銃じゆうと同じマスケットに分類されるんだけど、火ひ縄なわ銃じゆうがマッチロック式マスケット、私のがフリントロック式マスケット。どっちも現実世界の本物よりだいぶ発射手順が簡略化されてるんだけど、それでもマッチロック式は火縄に着火する手間があるから、フリントロック式より何秒か余計に時間がかかるわね」

「なるほど、火ひ縄なわ銃じゆうか……。ＧＧＯのレーザーライフルに慣れてるとストレス溜たまりそうだなあ……」

「あれはパワーパック一個で五十発とか百発とか連射できるからね」

　シノンは苦く笑しようしながらそう言ったが、すぐ真顔に戻もどって続けた。

「でも、マッチロック式でも操作に慣れれば、一発撃うつのにかかる時間は火ひ魔ま法ほうの《炎ほのおの矢》と二、三秒しか違ちがわないはず。何十人規模の集団になれば脅きよう威いだわ……。ＧＧＯプレイヤーのスタート地点はＡＬＯプレイヤーのすぐ左なんだから、世界の中心に向かって進んでいけば、いつかぶつかる可能性が高いわよ」

「確かに……。その時までに、銃じゆう弾だんを防げる盾たてや鎧よろいを開発できるよう頑がん張ばるしかないな。理想はホルガーたちみたいに協力関係になれることだけど」

「まあね」

　頷うなずいたシノンは、視線を北北東の夜空──《極光の指し示す地》がある方角へと向けた。

「でも……いったんは協力関係を築けたとしても、ゴールに近付けばいずれ……」

　そこで口を閉じ、小さくかぶりを振る。言わんとするところは解わかる──このゲームをクリアできるのが一チーム、もしくはたった一人のプレイヤーなのだとしたら、それまで協力していた者たちも最後は何らかの方法で勝者を決めなくてはならない。話し合い、くじ、じゃんけん、あるいはムタシーナが予言した殺し合いで。

「……その時になれば、きっと正しい方法が見つかるさ」

　俺はシノンに頷うなずき掛かけると、ニビイロオナガワシに最後の肉を与あたえた。旨うまそうに丸まる吞のみした鳥は、満足したのか「ピイッ」とひと声鳴くと、俺が何も言わずとも後方の厩きゆう舎しやへと歩き始めた。その後ろを、同じく満腹になったクロが追っていく。

「……あんた、あの鳥、何て名前にするの？」

「へ？　うーん……」

　セルリヤミヒョウには毛皮が黒いからという理由でクロと名付けたので、同じルールを適用するなら羽う毛もうが灰色の鳥は《ハイイロ》ということになるが、またリーファたちに「安直！」と言われてしまう気もする。

「……灰色の別名って、どんなのがあったっけ？」

　シノンに訊たずねると、さすが読書家だけあってさらさらと答えが返った。

「鼠ねずみ色いろとか薄うす墨ずみ色いろとか鉛なまり色いろとか」

「ネズミ、ウスズミ……あ、ナマリはいいかもな。シノンの鉛なまり弾だまを喰くらったわけだし」

「狙ねらったわけじゃないって言ったでしょ」

　右みぎ肩かたを軽く小こ突づかれ、悪い悪いと謝あやまってから、俺は歩き去っていく猛もう禽きん類るいに呼びかけた。

「おーい、お前の名前、《ナマリ》にしたからな！」

　すると鷲わしはくるりと頭を振り向かせ、「ダサいけどしょうがないから受け入れてやるよ」と言わんがばかりの調子で「ぴゅーい」と鳴いた。




　明くる十月二日から、ラスナリオの町は、俺の予想を遥はるかに超こえるスピードで発展し始めた。

　まず、マルバ川の東岸に幅はば三メートルもある板いた敷じきの道が拓ひらかれ、いままでは石がごろごろした河原を歩くしかなかったスティス遺い跡せきとの往来が、飛ひ躍やく的てきに楽になった。

　ラスナリオの南エリアも本格的に営業を開始したのだが、意外というか幸運なことに宿屋や雑貨店等などの店主をインセクサイト組とホルガー組のプレイヤーたちが引き受けてくれたので、スティス遺い跡せきまでＮＰＣを雇やといに行く──そんなことが可能かどうかも未検証だが──必要はなくなった。

　もちろん南エリアには《リズベット武具店》もオープンし、リズ謹きん製せいの武器や鎧よろいが並んだが、相変わらず鉄鉱石は貴重品なので《上質な鉄》シリーズは高値にならざるを得ない。アスナとアリス、リーファは一ランク上の《鋼はがね》シリーズの武器を装備しているが、その素材となった《高級な鋼はがねのインゴット》は俺の引ひき継つぎ武ぶ器きブラークヴェルトを鋳い溶とかして入手したので、現状ではまだ作れない。

　リズベットからは鉄鉱石の安定供給を強く求められているものの、現状判明している産地で最も産出量が豊富なのはマルバ川下流にある《滝たき裏うらの洞どう窟くつ》だ。洞どう窟くつ内部でもクラフトが可能なことはすでに確かく認にん済ずみなので、近々あそこにインゴット加工まで可能な作業場を作りたいと思っているが、何をするにもマンパワーが必要となる。俺たちのチームもラスナリオの運営と拡大にばかりかまけているわけにもいかない。町はあくまで、世界の中心を目指すための橋きよう頭とう堡ほなのだから。

　そう。九月二十七日夜のゲーム開始から五日間が経過してようやく、俺たちはログハウスの墜つい落らく地点からさらに北東へ──《極光の指し示す地》へと向かう準備ができたというわけだ。元ＡＬＯプレイヤーの中では最も先行しているはずだが、他の世界から来たプレイヤーたちがどれほどゴールに近付いているのかは知るすべもない。とりあえず現状の装備とステータスで進めるところまで進むしかない……のだが、その前に、俺にはどうしても突き止めなくてはならないことがある。

　さらに翌日──十月三日土曜日。

　俺は早朝五時に川かわ越ごえの家を出て、七時前に港みなと区くのラース六ろつ本ぽん木ぎ分ぶん室しつに到とう着ちやくした。











９






「おはよう、桐きりヶが谷やくん」

　ビル五階のセキュリティゲートで出で迎むかえてくれた神こう代じろ凛りん子こ博士が少々眠ねむそうだったので、俺は深々と頭を下げた。

「おはようございます。すみません、朝早くから出勤させてしまって」

「大だい丈じよう夫ぶよ、家はすぐ近くだから」

「凛子さん、どのへんにお住まいなんですっけ」

　六ろつ本ぽん木ぎって家賃高そうだよな……と思いながら訊たずねると、神代博士は右手の指を廊ろう下かの天てん井じように向けた。

「二階上」

「な、なるほど……職住近接ですね」

「あと二部屋空いてるから、将来ラースに就職したら君も住むといいわ」

「は……ええ!?」

　将来的な就職先としてラースを志望していることを神代博士には言っていないはずなのに、と俺は慌あわてたが、博士は謎なぞめいた笑えみを浮うかべるのみでそれ以上は何も言わず、薄うす暗ぐらい廊ろう下かの奥おくへと歩き始めた。




　すっかり見慣れたＳＴＬルームは無人だった。

　今回のアンダーワールド調査もアスナ、アリスと一いつ緒しよに行う予定だが、集合時間は俺だけが二時間早い。なぜなら、前回のダイブで俺とアスナたちのログアウト位置が大きく離はなれてしまったので、まず二人がログインするはずの座標まで移動しなくてはならないからだ。トラブルが起きなければ移動そのものは三十分もかからないだろうが、前回あれだけ予定外の事態が連続した以上、楽観視はできない。なるべく目立たず、ひっそりと道路の端はしを歩いて目的地──アラベル家の屋や敷しきまで戻もどらなくては。

　自分にそう言い聞かせつつ、俺は上着を脱ぬいで二台並んだＳＴＬの片方に横たわった。神こう代じろ博士がタブレット端たん末まつを操作すると、ジェルベットが自動的に密度を調整し、俺の体にアジャストする。

「何度も言うようだけど……」

　言いかけた博士の言葉を、先取りして続ける。

「安全を第一に、ですよね。解わかってます、何かあったらすぐこれで落ちますから」

　左手を持ち上げ、小指、中指、親指、薬指、人差し指の順に折おり畳たたむというジェスチャーをぎこちなく実演してみせると、博士は軽く苦く笑しようし、すぐ真顔になった。

「本当に頼たのむわよ。今度何かあったら、ご両親に申し開きのしようもないから」

「肝きもに銘めいじます。うちはともかく、アスナの親おや父じさんは本気で訴うつたえかねないですしね……」

「レクトの前ＣＥＯと訴そ訟しよう沙ざ汰たになったら、いくら菊きく岡おか二佐でものらりくらりと躱かわせやしないでしょうからね」

「……そう言えばあのヒト、公的な身分ってどうなってるんです？　銀ぎん座ざでのんきにケーキを食べてましたけど、菊岡誠せい二じ郎ろう二等陸佐は、オーシャン・タートルで死んだことになってるんでしょう？」

　ふとそう訊たずねると、神代博士はなぜか呆あきれ顔がおで白衣の肩かたを上下させた。

「それは私の口からは教えられないわ。今日、夕方ごろ顔を出すって言ってたから、会えたら直接訊きくのね。──準備はいい？」

　脳のう裏りに浮うかぶ菊岡のニヤニヤ笑いをぐいっと押しやり、俺は頷うなずいた。

「はい、いつでも」

「じゃあ、行くわよ。くれぐれも、目標地点までの移動が完かん了りようしたらすぐにログアウトすること。いいわね」

「了りよう解かいです」

　博士は一いつ瞬しゆん疑わしそうな顔をしたものの、無言でタブレットの画面をタップした。

　ＳＴＬのヘッドブロックがスライドダウンし、俺の頭を包つつみ込む。

　打ち寄せる波のような不思議な音が、俺の意識──フラクトライトを現実世界から切きり離はなし、遥はるかな異世界へと運んでいく。

　眩まばゆい光のトンネルに吸い込まれながら、俺は前回ログアウトした時の状じよう況きようを改めて思い出そうとした。忘れるはずもない……十字円のエンブレムがついた黒くろ塗ぬりの高級車の後部座席で、《整せい合ごう機き士し団だん長ちよう》を名乗る謎なぞめいた男と握あく手しゆを交かわそうとしたその瞬しゆん間かん、現実世界からの切断操作によって強制的にログアウトさせられてしまったのだ。

　…………いや、待てよ。

　いままで考えもしなかったが、ということは、俺が出現するのは──。




「うおわ!?」

　瞼まぶたを開けた瞬しゆん間かん、俺は短い悲鳴を上げた。

　なぜなら真正面から巨きよ大だいなトラックが轟ごう音おんを響ひびかせて突っ込んでこようとしていたからだ。咄とつ嗟さに心シン意イ障しよう壁へきを展開しかけたが寸前で堪こらえる。そんなものを出したらトラックがぺしゃんこになってしまうし、例の《心シン意イ計けい》に感知されて、またお巡まわりさん──ではなく北セントリア衛えい士し庁ちようの衛えい士したちが駆かけつけてきてしまう。

　代わりに右に飛とび退のこうとしたのだが、その必要はなかった。

　ピピーッ！　というホイッスルの音が響ひびき、トラックが減速したのだ。見れば、トラックの手前に明るい灰色の外がい套とうを着た男性が立ち、右手に持った赤く光る指示棒を横にして停止のサインを出している。

　いったん停とまったトラックは、しばらく右にウインカーを出していたが、やがて隣となりの車線に移動し、俺のすぐ左側を走り去っていった。安あん堵どの息を吐はき、改めて状じよう況きようを確かく認にんする。

　俺はいま、片側三車線もある幹線道路の真ん中に突っ立っている。空はよく晴れているが、日差しの角度は浅い。アンダーワールドと現実世界の時刻は同期しているので、こちらも朝の七時過ぎなのだ。ぴんと冷たい空気の中、多くの自動車──ではなく《機き車しや》が左右の車線を通過していく。中央の車線を走ってきた車は、灰色の外がい套とうを着た男にいったん停とめられてから、右か左の車線に移る。

　前回、俺は走る車の中でログアウトした。なので次のダイブでは当然、そのとき車が走っていた場所に出現するのだが、そこを他の車が走行している可能性をまったく考えなかったのだ。しかしこの世界の誰だれかはちゃんと状じよう況きようを予測し、交通整理の人員を配置してくれていたというわけだ。

　よく見ると、俺が立っている場所の前後左右は黄色く塗ぬられたポールと鎖くさりで厳重に仕切られている。前回この場所でログアウトしたのは九月三十日の夕方五時十分頃ごろだったはずなので、いつ戻もどってくるのかも定さだかでない俺のために、幹線道路のど真ん中を六十時間以上も通行規制し続けていてくれたらしい。

　感謝の気持ちを伝えるべく、俺はこちらに背中を向けている灰色コートの男に歩み寄り、声を掛かけた。

「あのー、すみません……」

　途と端たん、男は弾はじかれたように振り向き、まるで幽ゆう霊れいを見たような顔で三秒ほど黙だまり込んでから呟つぶやいた。

「……ま、まさか、本当に……」

「は、はい？」

「い、いえ、何でもありません。私は北セントリア交通局の者です。あなたはキリト殿どの、ですね？」

　三十代と見える実直そうな顔つきの男に、俺はこくりと頷うなずきかけた。

「そうです」

「では、あちらの機き車しやにお乗りください」

　そう言いながら、左手で横方向を指差す。第一車線と広い歩道の間には、現実世界の欧おう米べいの道路のように駐ちゆう車しや用ようレーンが設けられ、そこに美しいディープブルーに塗ぬられた中型セダンが停とまっていた。側面に文字は見当たらないが、フロントドアの真ん中に銀色の十字円が輝かがやいている。

「で、でも俺、行くところが……」

「すぐに衛えい士し庁ちようの車も来ます、そうなっては面めん倒どうなことになります。どうかお急ぎを！」

　きっぱり言われると、それ以上抗こう弁べんもできない。何せこの人は──もちろん交代制ではあっただろうが──真冬の寒さの中で、何日も交通整理を続けてくれていたのだから。

「……解わかりました。あの、本当に、ありがとうございました」

　深々と一礼すると、男性は一いつ瞬しゆん目を見開いてから、びしっと敬礼を返してきた。続いて第一車線の車を指示棒で停とめてくれたので、急いで鎖くさりをまたぎ、ディープブルーの車目指して走る。後ろ側を回り込んで近付くと、左のリアドアが開き、抑おさえた声が響ひびく。

「どうぞお乗りください」

　ここまで来たら、あれこれ問答している状じよう況きようでもないだろう。アスナとアリスがダイブするのは午前九時の予定なので、最悪それまでにアラベル家へ移動できればいい。

　躊ちゆう躇ちよを振り切って後部座席に滑すべり込むと、自動的にドアが閉まった。乗っているのは運転手一人だけなので、現実世界のタクシーのように運転席から開閉できる仕組みなのだろう。

　俺がシートに腰こしを落ち着けた途と端たん、機き車しやは右にウインカーを出し、滑なめらかに発車した。エンジンをかける必要はなく、アクセルを踏ふむだけで熱ねつ素そが反応して走り始めるところはガソリン車よりＥＶに近い。現在のアンダーワールドの文明レベルは現実世界の第二次世界大戦あたりと考えていたのだが、コンピュータがないだけでそれ以外の技術はもう少し進んでいるのかもしれない。

　俺はふうっと息を吐はいてから、最初のひと言以来沈ちん黙もくを保っている運転手を見やった。

　車体の色とよく似た深いブルーの制服は、前回のダイブで俺を衛えい士し庁ちようの取とり調しらべ室しつから救出してくれたスティカ・シュトリーネンとローランネイ・アラベルが着ていたものと同じだが、横顔は二人のどちらでもない。というより、声からして恐おそらく若い男性だろう。

　というようなことを考えていると、突とつ然ぜん運転手が再び口を開いた。

「失礼しました。私はアンダーワールド宇宙軍整せい合ごう機き士し団だん所属、ラギ・クイント二級操そう士しです。キリト殿どのを宇宙軍基地までご案内するよう命じられております」

「ど、どうも、キリトです」

　名前の前につける階級名がないのが残念だが、《帰き還かん者しや学校所属第二学年生徒》では締しまらないし、《黒の剣士》を自じ称しようするのは真まっ平ぴら御ご免めんだ。厳密に言えば、俺は北セントリア修しゆう剣けん学がく院いんの上級修しゆう剣けん士し第六位だった時にアリスに逮たい捕ほ連行されてしまったので卒業はしていないのだが、何せ二百年前の出来事なのでとっくに学がく籍せきも抹まつ消しようされているだろう。

　二級操士というのが機士団の中でどのあたりの階級なのかも不明だが、ラギくんの生き真ま面じ目めそうな横顔は、雑談に応じてくれる雰ふん囲い気きではない。車窓に視線を移し、周囲を走る大小様々な機き車しやを十秒ばかり眺ながめてから、やっと気付く。

「えっ……さっき、宇宙軍基地に行くって言いました？　基地って、セントリアの外にあるんじゃ……？」

　リアシートから身を乗り出して訊たずねると、ラギは前を見たまま頷うなずいた。

「そうです。少し道路が混んでいるので、三十分ほどかかると思います」

「その……俺、九時までにアラベル家のお屋や敷しきに行かないと……」

　機き車しやのダッシュボードに埋うめ込まれた小さなアナログ時計は、七時二十八分を示している。基地に八時に着くとしても、通行規制までして確保した俺を三十分で解放してくれるとは思えないし、アラベル家まで車で送ってもらえる保証もない。

　だがラギ二級操士は、冷静な口調で答えた。

「その件も承知しております。キリト殿どののお連れの方々は、別の者が迎むかえに参る手て筈はずとなっております」

「あ……そ、それはどうも……」

　ぺこりと頭を下げたが、だとしてもアスナとアリスにはダイブ前にその旨むね伝えなくてはならない。そのためにはログアウトする必要があるが、そもそも整合機士団の人々は、俺が現れたり消えたりすることをどのように認にん識しきしているのか。

　まあ、いざとなればどんな場所からでも脱だつ出しゆつすることは可能だ。あまりやりたくはないが、心シン意イで壁かべをぶち抜くことも、あるいは剣で切り抜くことも……。

　と、そこまで考えてから、俺は自分の両りよう腰こしが空であることにやっと気付いた。

　思い出してみれば、夜よ空ぞらの剣と青あお薔ば薇らの剣は、前回のダイブで衛えい士したちに逮たい捕ほされる直前にアスナとアリスに預けてしまったのだ。二人と合流できれば返してもらえるだろうが、それまでは丸まる腰ごしでいなくてはならない。この世界にストレージがあれば、剣の一本や二本や三本や四本すぐに取り出せるだろうが、残念ながらそんな便利なシステムはない。

　──ステータス窓が出せるんだからストレージも使えるようにしてくれればよかったのに。

　と、以前にも考えたようなことを現実世界の比ひ嘉がタケル研究主任に向けて念じてから、俺は再びシートの背もたれに体を預けた。




　機き車しやは北セントリアの中央を貫つらぬく幹線道路を北上し、俺の記き憶おくより大きくなっているように思える市街地を抜けると壮そう麗れいなゲートをくぐって市外に出た。

　車線が一つ減った道路は、そのまま北に延びている。左右には広大な農地や放牧地が広がり、その奥おくで白はく亜あの巨きよ壁へきが朝日を反射してきらきらと光っている。人じん界かいを四等分する《不ふ朽きゆうの壁かべ》──何百年も昔に最高司祭アドミニストレータが築いた国境線が、この時代でもまだ残されているのだ。

　道路の左側に連なる農地の真ん中で時折青くきらめくのは、ルール川の水面だろう。そしてまっすぐ正面、地平線の遥はるか彼方かなたにうっすら浮うかぶ稜りよう線せんは……人界を囲む、果ての山脈。

　その麓ふもとには、たぶんいまもルーリッドの村があるのだろう。だがそこにはもう、俺が知っている人々はいない。シスター・アザリヤも、ガリッタ爺じいさんも、ガスフト村長も……もちろんユージオも。

　またしても郷きよう愁しゆうの大波に襲おそわれ、俺は両手を握にぎり締しめた。

　そろそろ受け入れなくてはならない。この世界にはもう、俺が大好きだった人たちはもう、一人もいないのだということを。ロニエやティーゼ、ソルティリーナ先せん輩ぱいたちのことを思い出すたびに涙なみだぐんでいては、任務に支障をきたす。

　それに、正確にはたった一人だけ、再会できる可能性があるのだ。アリスの妹、セルカ・ツーベルク。彼女はディープ・フリーズ術式を施ほどこされ、セントラル・カセドラルの八十階で姉の帰き還かんを待っている。

　俺が菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうに依い頼らいされた任務は、アンダーワールドに侵しん入にゆうした者の正体と目的を突き止めることだ。だがその前に、どうしてもアリスとセルカを再会させてあげたい。アリスはその瞬しゆん間かんだけを心の支えに、現実世界で頑がん張ばり続けてきたのだから。

　改めてそう決意したのと同時に、機き車しやが左にウインカーを出した。

　幹線道路の側そく道どうに入り、緩ゆるい左コーナーに沿って滑なめらかに曲がる。フロントガラスの向こうに、巨きよ大だいな建造物が姿を現す。

　複雑なトラス構造に支えられた、台形のピラミッド。高さはそれほどでもない……と一いつ瞬しゆん思ったが、それはセントラル・カセドラルと比べたからで、あのピラミッドも百メートルはあるだろう。

　鈍にぶい銀色の外がい壁へきは八割が金属、二割がガラス。現実世界にあっても、近未来的という印象を受けるであろう建物だ。

「あれが、宇宙軍の基地……？」

　俺の呟つぶやきに、ラギは隠かくしきれない誇ほこらしさが滲にじむ声で答えた。

「そうです」

「誰だれがデザ……じゃない、設計したんです？」

「星せい王おう陛下御おん自みずから、と伝えられております」

　──出たな星せい王おう！

　口を微び妙みような角度に曲げつつ、「ナルホド」と応じる。ラギはちらりとルームミラーを見たようだが、何も言わずに機き車しやを前進させた。




　アンダーワールド宇宙軍セントリア基地は、台形ピラミッド形の司令部本庁舎も巨大なら、敷しき地ちそのものも広大だった。

　厳いかめしい正面ゲートで何やらセキュリティチェックを済ませて通過すると、セントリア中の機き車しやを停とめられそうな駐ちゆう車しや場じようの奥に銀色の本庁舎がそびえている。当然その建物に向かうものと思ったが、機き車しやは駐ちゆう車しや場じようの先で左に曲がり、敷しき地ちの南へと進んだ。

　やがて前方左側に、大きな水面が見えてくる。脳のう裏りに北セントリア郊外の地図を呼び出し、恐おそらくノルキア湖であろうと見当を付ける。

　湖の西側には、深い森が広がっている。右と左に一回ずつ曲がった機き車しやは、新たなゲートを通り抜けて森の中へ入っていく。朝なのに薄うす暗ぐらい、うっそうとした木こ立だちに囲まれた小道を数分走ると、前方に古めかしい鉄の門が現れた。衛えい兵へいは見当たらないが、どういう仕組みなのか、機き車しやが近付いていくと自動で門もん扉ぴが左右に動く。そこを抜けてもう少し走ると、いきなり森が開けた。

　直径百メートルほどもありそうな円形の敷しき地ちの中央に、これまた年代物の屋や敷しきがひっそりと鎮ちん座ざしている。ゼルエテリオ大森林に抱いだかれた我がログハウスを想起させる光景だが、建物の風情はまったく異なる。屋や敷しきの壁かべは灰色の石積み、屋根も黒っぽい石いし葺ぶき。三階建てだがやけに窓が少なく、どこか砦とりでのようでもある。

　しかし前庭に設けられた花か壇だんには、冬なのにたくさんの花が咲いていて、屋や敷しきの寒々しさをある程度相そう殺さいしている。あの花か壇だんがなければ、俺を監かん禁きんもしくは暗殺するために連れてきたのかと邪じや推すいしたところだ。

　機き車しやはすり減った石いし畳だたみをゴトゴト踏みながら徐行し、屋や敷しきの正面でようやく停てい車しやした。時刻は、予告されたとおり八時ジャスト。

　左側のドアが自動的に開き、同時にラギが言った。

「お待たせしました、キリト殿。どうぞお降りください」

「運転お疲れさま。あと、何日も道で待っててくれてありがとう」

　ひと言ねぎらってから、機き車しやの外に出る。

　森の匂においと花の香りが混ざった空気を深々と吸すい込み、気分をリフレッシュさせていると、屋や敷しきの正しよう面めん扉とびらが開く音がした。

　そちらを見た俺は、吐はき出そうとしていた空気を反射的に喉のどで堰せき止とめた。

　エントランスポーチを横切り、短い階段を降りてくるのは、ラギと同じ色の制服を一いち分ぶの隙すきもなく着込み、円えん筒とう形けいの帽ぼう子しを目深に被かぶって、その下に白しろ革かわのマスクを装着した瘦そう身しんの男。

　整せい合ごう機き士し団だん長ちよう、エオライン・ハーレンツ──。

　コツコツとブーツの踵かかとを鳴らしながら、声も出せずに立たち尽つくす俺の目の前まで歩いてきたエオラインは、帽ぼう子しの鍔つばを右手で少しだけ持ち上げると言った。

「着ちやく帽ぼうのままで失礼するよ、キリト君。今日はこの季節にしてはよく晴れているからね」

　晴れていると言っても真冬だし、と思ってから、三日前に車の中で言われたことを思い出す。エオラインがマスクで顔の上半分を隠かくしているのは、目め許もとの皮ひ膚ふがソルスの光に弱いから──だったはずだ。

「いや……構わないよ、ぜんぜん」

　詰つめていた息をそっと吐はきながら答えると、エオラインはかすかに微ほほ笑えんだ。温かみよりもシニカルさを感じさせるその笑えみを見た途と端たん、ラギ・クイント二級操そう士しには敬語を使ったのに整合機士団長にはタメ口を利いてしまったことに気付いたが、当人が気にした様子はない。

　マスクの覗のぞき穴あなに嵌はめ込まれた薄うすいガラスの奥で一度瞬まばたきすると、エオラインは無造作に右手を差し出してきた。

「こうして無事に再会できて嬉うれしいよ。よろしく、キリト君」

　前回は、この手を握にぎり返かえそうとした瞬しゆん間かんにログアウトしてしまったのだ。まさか今回も、と思わず躊ちゆう躇ちよしてしまうが、まだ神こう代じろ博士に強制切断されるほどの時間ではない。

「……よろしく」

　意を決し、指がほっそりと長いエオラインの手を握にぎり返かえす。

　バチッと火花が弾はじけ、大量の情報が流れ込んでくる……というようなことはなかった。

　少しだけひんやりとした皮ひ膚ふの手て触ざわり。華きや奢しやな見た目にそぐわない力強さ。感じられるのはそれだけだ。

　エオラインも表情を動かすことなく、ほんの一秒ほどで手を開いた。視線を俺の後方に向け、口を開く。

「ラギ、任務ご苦労さま。フィーグル隊長には僕から連れん絡らくしておくから、もう基地に戻もどっていいよ」

　振り向くと、機き車しやの傍かたわらに立つラギがエオラインに向けてさっと敬礼し、次いで体を俺にも向け、また戻もどした。

「了りよう解かいしました。クイント二級操そう士し、ただいまよりカトレア中隊に復帰します」

　右手を下ろし、機き車しやに乗り込むと、滑なめらかな切り返しで車の向きを変えてもと来た道を戻もどっていく。遠ざかるテールランプを見ながら、俺はどうやってセントリアに戻もどればいいんだ……と内心考えたが、アスナとアリスは別の車が迎えに行ってくれるというラギの言葉を信じるしかない。

「さあ、こちらへ」

　エオラインに促うながされ、俺は屋や敷しきの正面玄げん関かんへと続く階段を上った。




　案内されたのは、二階の東とう端たんにあるティールームらしき部屋だった。廊ろう下かは昼間でも照明が必要なほど薄うす暗ぐらかったが、ここは南と東の斜ななめ格こう子し窓まどから朝日が入るのでそれなりに明るい。ティールームと言っても桐きりヶが谷や家けのリビングダイニングより遥はるかに広く、調度もセントラル・カセドラルなみに豪ごう華かだ。しかし建物自体を含む全てのオブジェクトがアンティークと言っていいほど古めかしく、未来的な宇宙軍本庁舎に付属する施設だとは思えない。

　訊たずねたいことは山ほどあるが、エオライン団長は俺を窓まど際ぎわのソファーに座らせると、隣りん室しつに姿を消してしまった。やがて何やら香ばしい匂においが漂ただよってきて、朝食抜きの俺の胃をきりきりと刺し激げきする。

　いや、現実世界で食事をしようがしまいが、アンダーワールド内での空腹感には影えい響きようしないはずだ。となるといま俺のフラクトライトが宿っているこの体は、前に食事をしてから何時間経過しているのだろうか。アラベル家でフェルシイ少年と遭そう遇ぐうした時は何も食べなかったし、その後連行された衛えい士し庁ちようでもカツ丼は出てこなかった。限界加速フェーズ後の最初のダイブで宇宙空間に出現した時は、スティカとローランネイにアラベル家まで案内してもらい、サンドイッチ風の軽食をご馳ち走そうになったのだが……もしかするとあれが唯一の食事ということになるのか。

　そんな思考を巡めぐらせていると空腹感が飢き餓が感かんにまでグレードアップしてしまい、眼前のローテーブルに並んでいる小物を一つ、心シン意イ力りよくでドーナツに変換してもばれないのでは……などと益やく体たいもないことを考え始めた時、ようやくエオラインが再び姿を現した。

　いつの間にかロングコートと帽ぼう子しを脱ぬいでいる。マスクの上に垂たれる亜あ麻ま色いろの髪かみに目が吸い寄せられ、エオラインがカップやポット、水差し等々が載のせられた大型のトレイを持っていることに気付くのが遅おくれる。まさか団長本人がお茶の用意をしているとは思わず、俺はソファーから腰こしを浮うかせかけたが、途と端たんに声が飛んでくる。

「そのままでいいよ」

　やむなく座すわり直すと、エオラインは慣れた足取りで絨じゆう毯たん敷じきの床を横切り、ソファーセットがある一角までやってきた。ローテーブルの隅すみにトレイを載のせ、ソーサーとカップを俺の前に置いてから、ポットの中の液体を注ぐ。コーヒーとよく似ているがどこかが少しだけ違ちがうこの香りは……懐なつかしのコヒル茶だ。

　エオラインは自分のカップも満たすと、ポットをトレイに戻し、先刻から俺の空腹感を増幅させている匂においの源みなもとであろう皿をカップの隣となりに並べた。艶つややかな金色に焼き上げられた、直径十センチほどの丸いお菓子は、もしかすると。

「これ、跳はね鹿じか亭ていの蜂はち蜜みつパイ？」

　俺の質問に、エオラインは一いつ瞬しゆん手を止めてから答えた。

「そうだよ、よく知っているね」

「昔、何度も食べたからな。それにこの前、車の中でも店の名前が出てたし」

「残念ながら、一週間前に買って冷凍しておいたやつだけどね」

「冷凍？　そのわりには熱々だけど……」

　首を傾かしげながらそう言うと、テーブル右側の一人用ソファーに座すわったエオラインは、マスクの下の口に苦く笑しようを浮うかべた。

「リアルワールドにだって、オーブンくらいあるだろう？」

「あ、ああ、なるほど……」

「もちろん、店で買った焼き立ての味には及ばないけど、これでも焼き直しの手順をずいぶん研究したんだよ。どうぞ、召し上がれ」

　右手で促うながされ、俺は「いただきます」を言ってから、まず湯気を立てるカップを口に運んだ。パイに意識を取られたせいか、淹いれたてのコヒル茶を冷ましもせず、ごくりと喉のどに送り込んでしまう。

「あちっ！」

　顔をしかめる俺を見て、エオラインはほんのり呆あきれ顔がおになったが、トレイの水差しを取って氷水をグラスに注ぎ、渡してくれた。急いで喉のどを冷やしてから礼を言い、今度こそ蜂はち蜜みつパイに手を伸ばす。皿には小さなフォークも添えられているが、そんなものでつつき回したら台無しだ。躊ちゆう躇ちよなく手づかみすると、大口を開けてかぶりつく。

　パイ皮のさくっとした歯ごたえと、生地にたっぷり染しみ込んだ蜂はち蜜みつの濃のう密みつな甘あま味み、爽さわやかなシラルの香り……二百年前と何一つ変わっていない。跳ね鹿亭の店頭で買い食いした時はもう少し皮の食感が軽かった気もするが、ささやかな違ちがいだ。

　夢中で半分食べてしまってから、俺はため息混じりに呟つぶやいた。

「……うまい」

　途と端たん、いままでどうにか抑おさえ込んでいた様々な感情が溢あふれそうになり、体がぶるっと震ふるえてしまう。

　この部屋の、伝統的なノーランガルス様式のインテリア。コヒル茶の香りと蜂はち蜜みつパイの味。そして──エオライン団長の柔やわらかい声と、冬の朝日を受けてきらきら光る亜あ麻ま色いろの巻き毛。それら全てが、有無を言わせない力で俺の記き憶おくの蓋ふたをこじ開けようとする。

　立ち上がって両手を伸ばし、エオラインの両りよう肩かたを摑つかんで叫さけびたい。そのマスクを取って素す顔がおを見せてくれ、と。お前はユージオとどんな関係があるんだ、と。

　だが、整せい合ごう機き士し団だん長ちようがその身にまとう何かが、ギリギリのところで俺をソファーに押しとどめる。

　不可視の、ごく薄うすい、しかしとてつもなく強固な障しよう壁へきのようなもの。ユージオにはまったく感じなかった、ある距きよ離り以上に近付くことを絶対的に拒こばむ心の壁かべ──。

　意シン志イ力りよくを振ふり絞しぼって、俺は食べかけの蜂はち蜜みつパイを小皿に戻もどし、コヒル茶をもう一口飲んだ。苦みと酸味の塩あん梅ばいは俺の……いや、ユージオの好みとまったく同じ。

「うまい」
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　もう一度同じことを呟つぶやくと、俺と同じく手づかみでパイを食べていたエオラインはふふっと笑った。

「伝説の星せい王おう陛下というわりには、いささか表現力が乏とぼしくないかな？」

「……いや、だから、俺はそんな大層なモノじゃないよ」

　肩かたをすくめ、続ける。

「スティカとローランネイにも何度も言ったけど、俺には異い界かい戦せん争そう以降の記き憶おくはまったくないんだ。どこに住んでいたのかさえ憶おぼえてない」

「なら、否定する根拠もないのでは？」

　エオラインの指摘に、「そりゃそうだ」と思ってしまってから慌あわてて言い返す。

「で、でも、星せい王おうっていうのは惑星を二つも統治してたんだろ？　どう考えても俺のガラじゃないよ。それに、星王と星せい王おう妃ひの本名は、ありとあらゆる記録から抹まつ消しようされてるって聞いたぞ。なのにローランネイたちやお前、じゃなくて団長殿は、どうして俺が星王だなんて思ったんだよ？　あと……」

　まくし立てる俺を、エオラインは右手を持ち上げて制止した。

「ちょっと待ってくれ、そんなにあれこれ訊きかれても答えられないよ」

「ああ……悪い」

　気持ちを落ち着けるために、カップに半分残っていたコヒル茶を一息に飲み干す。すかさずエオラインがお代わりを注いでくれたので、今度はクリームを少しだけ加える。表面で渦うず巻まくマーブル模様を眺ながめているうちに、おや、と思う。

「……このちっちゃいポットに入ってるの、ミルクじゃなくてクリームだよな。アンダーワールドに生クリームなんてあったっけ……？」

「その製法を発見したのも星王夫妻だと言われているよ」

「……そ、そっすか」

「あと、僕を呼ぶ時は団長殿じゃなくてエオラインとかお前でいいよ。こっちもキリト君って呼んでるし」

「あ、いや、さっきのはつい……」

　てっきり婉えん曲きよくな嫌いや味みだと思って俺は謝罪しかけたが、機き士し団だん長ちようの口くち許もとにはいままでと同じく淡い微笑だけが浮かんでいる。途と惑まどう俺の眼前で、エオラインは自分のコヒル茶にもクリームを注ぎ、銀のスプーンで丁てい寧ねいに混ぜながら言った。

「いままで、お前なんて呼ばれたことはないに等しいからね。得がたい体験だよ」

「ま、まあ、そういうことなら遠えん慮りよなく……。ていうか、ハーレンツ家って、もしかして相当な名家だったりするのか？」

　すると団長は、口に運ぼうとしていたカップをぴたりと静止させ、しばし俺の顔をまじまじと見てから再び「ふふふ」と愉ゆ快かいそうに笑った。

「そうか、二百年前までの記き憶おくしかないなら知らなくて当然だね。まあ……名家と言えば名家だよ。異い界かい戦せん争そうで暗あん黒こく神しんベクタと差さし違ちがえた伝説の英雄、初代整せい合ごう騎き士し団だん長ちようベルクーリ・ハーレンツを開祖とする家だからね」

「……!?」

　仰ぎよう天てんした俺は、危あやうく口に含んだばかりのクリーム入りコヒル茶をエオラインの顔に噴ふきかけそうになったが、かろうじて胃に送り込むことに成功し、ふうっと息を吐はいた。

　カップをソーサーに戻もどしてから、改めて驚おどろきを表明する。

「あ、あのオッサン……じゃなくて騎士長閣下って、そんな苗みよう字じだったの!?」

　途と端たん、エオラインが再びカップを持ったまま黙だまり込む。やがて小さくかぶりを振り、呟つぶやくように言った。

「そうか……キリト君は英雄ベルクーリ当人と会ったことがあるわけか。なんだかようやく、きみが二百年前からこの世界に来たことを実感できた気がするよ」

　俺にとっては二ヶ月前だけどな、と言いたいが我が慢まんする。まだエオラインやスティカたちがアンダーワールドとリアルワールドの関係をどのように認にん識しきしているのか、きちんと確かめたわけではないのだ。

　蜂はち蜜みつパイをもう一口囓かじってから、代わりに言う。

「……まあ、会ったって言っても、ほんの少し言葉を交かわした程度だけどな。俺の相棒はベルクーリと一対一で剣を交えたけど、俺はその時違ちがう場所にいたんだ」

「相棒？」

　軽く首を傾かしげるエオラインに向けて、わずかに口を開く。

　──名前はユージオ。お前と同じ声、同じ髪かみ、そしてたぶん同じ色の瞳ひとみをしていた。

　その言葉を苦労して吞のみ込む。ユージオの名前を出せば、エオラインは何らかの反応を示すかもしれない。だが、まったくの無反応だったらと思うと、試してみる勇気が出ない。

「……ああ、ずっと俺を助けてくれた……相棒っていうより、親友かな……」

　どうにかそれだけ答えると、俺は話を戻もどした。

「それより、俺が知ってる騎き士し長ちようは、ベルクーリ・シンセシス・ワンって名前だったはずなんだけど……それに、整せい合ごう騎き士しには家とかなかったような……」

「えーと、どう説明したらいいかな……」

　エオラインは豪ごう奢しやなソファーに体を沈しずませ、ひらりと脚あしを組んだ。膝ひざの上で両手を組み合わせ、磨みがき込まれたブーツの爪つま先さきをゆらゆらさせる。

「……整合騎士になる前のベルクーリが、央おう都とからノーランガルスの北辺まで旅をした冒険者だったことは知っているかい？」

　何気ない口調で告げられた言葉に、俺は頷うなずきかけた首をぴたりと静止させた。

　二百年前までは、《整合騎士は神界から召しよう喚かんされた公こう理り教きよう会かいの守護者》だという設定を誰もが──騎き士し本人ですら信じていたのだ。この時代では広く真実が明らかになっているのか、それとも機き士し団だん長ちようの要職にあるエオラインだから知っているのかは定かでないが、ひとまず話を合わることにする。

「あ……ああ、それも相棒が話してくれたよ。子供向けのおとぎ話にもなってるんだろ？」

「そうだね、セントリアの書店にはベルクーリものの絵本がたくさん並んでるよ。ほとんどは後の世に創作された話だろうけどね。……ともかく、央都を出しゆつ奔ぽんする前のベルクーリの生家、それがハーレンツ家さ」

「……なるほど、そういうことか……」

　確かに、整せい合ごう騎き士しエルドリエ・シンセシス・サーティワンも、騎士になる前はエルドリエ・ウールスブルーグという名前だったのだ。ならばベルクーリにも、そして他の全ての騎士にも本来の苗みよう字じが──辺境の無姓民でないかぎり──あっても何の不思議もない。

「……けど、ハーレンツ家なんて上級貴族が北セントリアにいたかなあ……？」

　貴族の子息はほとんどが帝てい立りつ修しゆう剣けん学がく院いんに入学するので、俺も在学中に色々な家名を耳にしたが、ハーレンツという苗みよう字じはまったく聞き覚えがない。首を左右に捻ひねっていると、エオラインが軽く肩かたをすくめた。

「知らなくても仕方ないさ、ハーレンツ家は人じん界かい暦れき百年頃ごろに、跡あと継つぎが生まれなくていったん断絶してしまったんだよ。その家名を、ベルクーリとの間に一子をなした二代目整合騎士団長ファナティオ・シンセシス・ツーが復活させ、その子が三代目騎士団長ベルチェ・ハーレンツ・フォーティを名乗ったというわけだ」

「ゲホッ！」

　今度こそコヒル茶にむせて、俺は盛大に咳せき込んだ。

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶかいキリト君」

　腰こしを浮うかせるエオラインを右手で制し、どうにか呼吸を落ち着かせてから叫さけぶ。

「ふぁ……ファナティオとベルクーリの子供!?　あの二人、そういう関係だったの!?」

「だったの、って言われても……むしろ、なんで知らないのさ」

「いやー……だって、俺の知ってるファナティオって、素す顔がおを見た男は絶対殺すウーマンだったし……」

　もごもご答えてから思い出す。大戦終結後に東の大門で再会したファナティオは、以前とはがらりと雰ふん囲い気きが変わっていた。もう兜かぶとで顔を隠かくすこともなく、頼れるお姉さんとして、俺とアスナを親身にサポートしてくれたのだ。

　だが、であるなら、あの頃ころすでに彼女のお腹なかにはベルクーリとの間にできた赤ちゃんがいたということになる。生まれたのは、暗黒界との和わ睦ぼく交渉の数ヶ月後だろうか。その頃ころまでの記き憶おくが残っていないのが残念極きわまりない。

　と言うより、やはり現在のアンダーワールドで任務を遂すい行こうするためには、異い界かい戦せん争そう後ごの記き憶おくが必要なのではないか。二百年ぶんとは言わないが、五十年ぶんくらいの記き憶おくを取とり戻もどす方法はないものか。いや、その場合は俺の精神年ねん齢れいが七十歳になり、人格そのものも変わってしまうのか……？

　軽く頭を振ってから、俺は改めてエオラインを見た。

　顔は半分隠かくされているが、それでも体つきから細かい仕草に至るまでの何もかもがユージオに似ていると感じる。前回のダイブで初めて遭そう遇ぐうしてから今日までのあいだに、もしかしたらユージオの子孫なのだろうかと考えたこともないではない。

　しかしいまの話が真実なら、エオラインはユージオではなく、ベルクーリの子孫だということになる──のだが。

「うぅーん…………」

　唸うなる俺を見て、機き士し団だん長ちようがマスクの下で眉まゆを寄せた気がしたので、慌あわてて説明する。

「いやその、こう言っちゃなんだけど、お前あんまりベルクーリに似てないなーって……」

　するとエオラインは口の端はしに、これだけはユージオと似ていない皮肉そうな笑えみを滲にじませて頷うなずいた。

「そうだろうね。僕はハーレンツ家の養子なのさ」

「よ……養子？　ってことは……ベルクーリとは、血の繫つながりはない……？」

「ないと思うよ。星せい界かい統とう一いつ会かい議ぎの現議長、オーヴァース・ハーレンツの容姿は、わずかに残るベルクーリの肖像画とそれなりに似に通かよっているから」

「オーヴァース……」

　新たに出てきた名前を、何度か口の中で繰くり返かえす。これも間ま違ちがいなく初めて聞く名だ。

「ということは……そのオーヴァースさんが、エオラインのお父さん？」

「まあね。正確には養父ってことになるけど」

　そう答えるエオラインの口調に、ほんの少しのぎこちなさを感じて、俺は思わず革かわマスクの覗のぞき穴あなの奥おくにある瞳ひとみをじっと見み詰つめてしまった。

「……なんだい？」

「あ、いや……もしかして、お父さんとあんまり仲が良くないのかなーって……」

　すると機士団長は啞あ然ぜんとしたように口を開けてから、これまでで最大の苦笑い──あるいは照れ笑いを浮かべた。

「参ったな……。いや、不仲だなんてことはまったくないよ。育ててくれたことには感謝しているし、武人としても、為い政せい者しやとしても尊敬している。恐おそらく彼も僕を、実子と同様に愛してくれているだろう……」

　静かな声でそう言ったエオラインは、いつしか窓の外に向けていた視線を、突然こちらに戻もどした。

「僕はどうして、ほぼ初対面のきみにこんな話をしているんだ？」

「気にするな、最後まで言えよ」

「まったく……おかしな人だな。いいさ、言うよ。父とはずっといい関係を保っている。だが、三人いる彼の実子……とくに僕の一つ上の兄がね、なかなかに難しいお年とし頃ごろなのさ」

「お年とし頃ごろって……そもそも、エオラインって何歳なの？」

「二十歳」

　二つ上……と考えてからすぐに否定する。この世界の俺はリアルワールドより二歳年上なのだから、つまり──。

「俺と同じか」

　呟つぶやいてから、染しみ一つない白しろ革かわのマスクをまじまじと見み詰つめる。

「えっ、てことは二十で整せい合ごう機き士し団だんのトップをやってるのか？　機士団って、地上軍と宇宙軍を統括してるんだろ？　その……気を悪くしたら謝あやまるけど、全軍のトップは年ねん齢れい的てきにちょっと早すぎないか？」

「早いさ、どう考えても」

　怒った様子もなくそう答えると、エオラインは深々とため息をついた。

「でも、整合機士団長の役職は、アンダーワールドの全ての公職の中でたった一つ、前任者の指名によって決まるんだ。必要な資格は機士団員であることだけで、年ねん齢れいや出自による制限もなし。僕は八ヶ月前、星せい界かい暦れき五八二年四月に、前任の機士団長から後こう継けい者しやとして指名された。本人と星せい王おうには拒否権があるけど、星王は三十年も前に姿を消してしまったし、僕に指名を拒こばむ道はなかった……」

「……なぜ？」

「まあ、その話はいずれ……ね。ともかく僕はこの歳としで整合機士団を統すべる立場となり、父は大いに喜んでくれたけど、兄はお気に召さなかった……そのせいで現在、父と兄の関係も緊きん張ちよう状態にあるというわけなのさ」

　ひょいと両手を広げるエオラインの顔から、森の彼方かなたにそびえる本庁舎に視線を移しつつ、俺は訊きいた。

「もしかして、お兄さんも整合機士なのか？」

「いや、彼は地上軍に所属している。基地は南セントリア郊外にあるから、顔を合わせる機会は多くないね」

「なるほどね……」

　つまりこの青年は、弱じやつ冠かん二十歳で俺の知る整せい合ごう騎き士し団だんのトップに据えられてしまったようなもの──いや、組織の規模は現在の機士団のほうが二百年前の騎士団より遥はるかに大きいだろうから、細い肩にどれほどの重責を担になっているのかは想像もできない。

　そんな立場にある男が、朝っぱらから他に人ひと気けのない屋や敷しきでコヒル茶を淹いれたり蜂はち蜜みつパイを温めたりしているのも奇妙な話だが、訊ききたいことはまだまだたくさんある。とりあえずハーレンツ家の来歴は判明したので、次はエオラインがどこから養子に来たのかを知りたいところなれど、デリケートな話題ゆえにどう切り出したものか……。

　と考え込んだ隙すきを突くように、エオラインが口調を切きり替かえて言った。

「さて、僕の話をたっぷり聞いたんだから、次はきみが話す番だよキリト君」

「え……ま、まあ、話せることなら……」

　頷うなずいてから、ふと気付いてティールームを見回す。幸い壁かべに大型の時計が掛かけられていたが、針はすでに八時四十分を指している。現実世界ではもうアスナとアリスがラース六ろつ本ぽん木ぎ支し部ぶに到着し、ダイブの準備を始めているだろう。二人に、俺はアラベル家に行けないけど迎えの車が待機していると伝えなくてはならない。

「……その前に、一回落ち……じゃなくてログア……じゃなくて、リアルワールドに戻もどってもいいかな。すぐ戻ってくるから」

　恐おそる恐おそる伺うかがいを立てると、機き士し団だん長ちようは露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「そんなことを言って、また三日も戻もどってこないんじゃないだろうね？」

「い、いやいやまさか、五分……いや三分で戻もどるよ」

「まあ、駄だ目めだと言っても、きみをこの場に縛しばり付つける手段はないからね。せめて、二つ目の蜂はち蜜みつパイを焼きながら待つことにするよ」

「それはかなりの強制力だな」

　エオラインににやりと笑いかけた瞬しゆん間かん、またしても胸の奥おくに鋭するどい痛みが走る。ユージオとは、こんなふうな軽口を何百回も叩たたき合あったものだ。口調も声色もどうしようもなく似ているのに、背景情報が明らかになればなるほど、ユージオとはなんの繫つながりもないまったくの別人──この時代のアンダーワールドに生きている一個人なのだ、という結論が重みを増していく。

「……じゃあ、行ってくる」

　痛みを押し殺して右手を持ち上げ、同時に左手でログアウト用ジェスチャーを入力する。

　白い光に紛まぎれて見えなくなる瞬しゆん間かんまで、エオラインは淡い笑えみを浮うかべたまま、じっと俺に視線を向け続けていた。
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　明あ日す奈なの自宅最も寄より駅えきである東とう急きゆう世せ田た谷がや線せん宮みやの坂さか駅えきから、ラース支し部ぶがある六ろつ本ぽん木ぎまでは、帰き還かん者しや学校ほどではないが接続が悪い。最短経路でも三さん軒げん茶ぢや屋や駅えきで世田谷線から東とう急きゆう田でん園えん都と市し線せんに乗のり換かえ、青あお山やま一いつ丁ちよう目め駅えきで大おお江え戸ど線せんに乗のり換かえて六ろつ本ぽん木ぎ駅えきで下車というルートで、しかも大江戸線の六本木駅ホームは日に本ほんで一番深い地下鉄ホームらしく、地上に出るまで五分以上もかかる。

　学生の頃ころの兄が、「渋しぶ谷やから六本木や麻あざ布ぶに直通でいける路線があればなあ」とぼやくのを聞くたびに「夜遊びなんかやめなよ」と言い返していたのだが、まさか自分が同じ感想を抱いだく日が来るとは予想もしなかった。次にラース支し部ぶへ行く時は渋しぶ谷や駅えきからバスを試してみよう、と考えながら土曜朝の空いた電車に揺ゆられていると、車内のデジタルサイネージにカムラ社の企業イメージＣＭが映し出された。

　オーグマーを装着した老若男女の笑え顔がおが次々に切きり替かわるという映像の中に、ふと神か邑むら樒しきみを見つけた気がして瞬まばたきする。だがカムラ創業家の娘がＣＭに出演するはずもない。瞼まぶたを閉じ、幻の笑え顔がおを脳のう裏りから拭ぬぐい去さろうとするが、思考は過去へと遡さかのぼっていく。

　昨日の昼休み、明日奈は一いつ緒しよにお昼を食べるという約束を果たすべく、廊下で樒を待った。だが昼休み開始から五分が経過しても姿を現さないため、彼女のクラスに行ってみたところ、今日は欠席していると言われたのだ。

　連絡先を交換していないのだから意図的にすっぽかされたわけではないし、樒しきみだって体調を崩くずすことも、あるいは私的な事情で休むこともあるだろう。それでも明あ日す奈なは彼女の欠席に、奇妙な違い和わ感かんを覚えずにいられなかった。言うなれば、神か邑むら樒という完かん璧ぺき主義者の緻ち密みつで周到なロードマップが、予期せぬ原因によって狂わされた──とでもいうかのような。

　考えすぎだ。月曜になればまた樒は明日奈に会いに来て、謝罪の言葉を口にしてから改めて昼食に誘うだろう。その時までには、もうわけもなく動揺することがないようにしっかり自分の土台を固めておかなければならない。

　進むべき道は人それぞれ。樒がエテルナ女じよ子し学がく院いんから海外の大学に進学し、カムラの後こう継けい者しやたるべく輝かがやかしいキャリアを築くという道を選んだように、明日奈にも自分だけの道がある。キリトと一いつ緒しよに、リアルワールドとアンダーワールドの、そして人間と人工フラクトライトの融ゆう和わを成なし遂とげるという困難だが価値ある道が。

　何年かかるか判わからない。生きているうちには達成できないかもしれない。だとしても、それこそが自分の運命なのだ。あの日ナーヴギアを被かぶり、浮ふ遊ゆう城じように囚とらわれた瞬しゆん間かんに決定づけられた、他の誰だれにも譲ゆずることのできない運命。ユナイタル・リング世界の秘密を解き明かすために毎日明け方まで奮ふん闘とうしているのも、今日これからアンダーワールドにダイブするのも、決して回り道じゃない。ＶＲＭＭＯには欠片かけらも興味がないであろう樒に理解してもらえるとは思わないが、恥はじる必要も全くない。昼ご飯を食べながらの雑談で、休日に何をしているのか訊きかれたら、正直に話すだけだ。それで樒に交わる価値なしと判断されても、上うわ辺べを取とり繕つくろうよりはずっといい。

　──そうだよね、ユウキ。

　心の中で大切な親友に呼びかけると、明日奈は勢いよく両目を開けた。ちょうど、車両が六ろつ本ぽん木ぎ駅えきのホームに滑すべり込こんだところだった。
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　エオラインに約束した三分の十秒前に再ダイブすると、真っ先に甘い香りが俺の嗅きゆう覚かくを刺し激げきした。

　まるで俺が瞼まぶたを開けるタイミングを狙ねらい澄すましたかのように、焼き立ての蜂はち蜜みつパイを載のせた皿がローテーブルに置かれる。続いて、少し驚おどろいたような声。

「おや、時間どおりに戻もどってきたね」

「……もし遅れたら、このパイはどうするつもりだったんだ？」

　顔を上げながら訊たずねると、機き士し団だん長ちようはマスクの下で面おも白しろがるような笑えみを浮うかべた。

「もちろん、冷めたパイを食べさせたさ。冷凍蜂はち蜜みつパイは、焼き直せるのは一回だけで、二回焼くとカチカチに硬くなっちゃうんだよ」

「……なるほど。間に合ってよかった」

　安あん堵どの息を吐はいてから、右側に着座したエオラインに問いかける。

「あの……冷凍蜂はち蜜みつパイって、まだあるの？」

「あるけど……そんなにお腹なかが空いてるのかい？」

　このパイなら十個食べられそうなほど空腹なのは確かだが、質問したのは自分が食べたいからではない。

「いや、もうすぐここに来る俺の仲間にも食べさせてやりたいなって……」

　二分五十秒のログアウト中にラース六ろつ本ぽん木ぎ支し部ぶのＳＴＬ室で話をしたアスナとアリスの顔を思おもい浮うかべながら言うと、エオラインは軽く頷うなずいた。

「ああ、なるほど。心配しなくていいよ、冷凍庫にはあと二十個くらいあるから」

「冷凍庫……」

　現実世界では聞き慣れているが、アンダーワールドでは初耳の単語に思わず瞬まばたきしてしまう。

「そいつも、冷温機ってやつで冷やしてるのか？」

　フェルシイに教えてもらった装置の名前を出してみたが、エオラインは首を横に振る。

「いや、この屋や敷しきは年代物だからね……中央制御方式の冷温機と大量の配管を設置するには、丸ごと建たて替かえるほどの工事が必要になってしまうんだ」

「年代物って、築何年くらい？」

「軽く三百年以上は経たってるんじゃないかな。もともとは、ノーランガルス皇帝家の直ちよつ轄かつ領りようにあった別荘だったんだよ」

「さんびゃく……」

　鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやいてから、驚おどろくべきはそこではないと気付く。皇帝家の別荘だった屋や敷しきを、どうしてエオラインが私的に利用しているのか。もしかすると──。

「……お前、ひょっとして、ノーランガルス皇帝家の血筋だったりするの……？」

　ひそひそ声で訊たずねると、エオラインは一いつ瞬しゆんきょとんとした表情を浮うかべてから、突然「はははは……」と声を上げて笑った。

「ははは、そう来たか。いや、いまの言い方だとそう取られる可能性もあったね……。でも、残念ながら違ちがうよ」

　笑いを収め、淹いれ直なおしたコヒル茶を一口含んでから続ける。

「僕はそんな大層な家の出身じゃない。むしろその逆さ」

「逆？」

「まあ、この話もまたいつかにしよう。冷凍庫の仕組みだったね」

　いささか強引に話題を戻もどすと、エオラインは右手の人差し指を立てた。

「さっき言ったように、大がかりな封ふう密みつ缶かんは設置できないから、冷凍庫もオーブンも独立型を使ってる。配管しなくていい代わりに、人力で凍とう素そや熱ねつ素そを補充する必要があるけどね」

　言い終えると同時に、ほっそりした指の先に青白い光点が出現した。

　続けて中指も伸ばすと、その先には赤い光点を生み出す。素因エレメントの無詠唱生成──それ自体も並外れた心シン意イ力りよくが必要だが、凍素と熱素を同時に作り、空中に静止させるのはさらなる超高等テクニックだ。

　わずか三センチほどの距きよ離りで保持された二つの素因は、互いの熱気と冷気をせめぎ合わせ、白い蒸気を立ち上らせながら徐々に小さくなっていき、十秒ほどで消滅した。指先にまとわりつく湯気をふっと吹ふき払はらうエオラインをまじまじと眺ながめてから、俺は頭に浮うかんだことを口にした。

「……そんなことしたら、例の心シン意イ計けいってやつに検出されちゃうんじゃないか？　衛えい士し庁ちようの車がすっ飛んできたらどうするんだ？」

「素因を作る程度の心意なら、同じ部屋にでもいない限り検出できないさ」

「へ、へえ……」

　じゃあ俺もやってみよう、と右手の人差し指を立てた途と端たん、エオラインにぎゅっと摑つかまれてしまう。

「でもキリト君は例外だ。きみの心意力は桁けた違ちがいだけど、そのせいでごく小規模な操そう作さでも、巨大な心シン意イ波はを発生させてしまう」

「し、シンイハ？」

「心意計が検出する、空間の震ふるえみたいなもの」

　そう説明すると、エオラインはそっと俺の指を離はなし、ソファーに深く体を沈しずめた。

「ああ、やっと本題に辿たどり着つけそうだ。──さっき、きみがリアルワールドに戻もどる前に、次はきみが話す番だって言ったよね」

「う……うん」

　頷うなずく俺を、機き士し団だん長ちようはマスク越しにじっと見み据すえ──もう回り道をする気はないと言わんがばかりの、端たん的てきな質問を投げかけてきた。

「星せい王おうキリト。きみがいま、この時にアンダーワールドに戻もどってきた理由は何なんだ？」

「…………」

　ここで誤ご魔ま化かそうとすればそれは間ま違ちがいなくエオラインに伝わるだろうし、いままでの対話でそれなりに醸じよう成せいされたはずの信頼関係も溶とけ崩くずれてしまうだろう。

　直感的にそう確信した俺は、一回深呼吸してから口を開いた。

「まず……何度も言ったけど、俺には自分がこの世界の星王だったという自覚も記き憶おくもない。だから、仮にエオラインが俺に求めているものが星王なら知っているはずの情報だとしたら、俺はそれを提供できない」

「……うん」

　頷うなずいたエオラインは、マスクの上に垂たれた巻き毛を指先でさっと払った。

「それは了解した。でもね、キリト君。きみは少し前に、あらゆる記録から名前が抹まつ消しようされているのになぜ自分を星せい王おうだと思うのか、と訊きいたね？」

「訊きいた」

「その答えは簡単だよ。名前は隠かくされているだけで、失われてしまったわけではないんだ。数はごく少ないけど、星王キリトと星せい王おう妃ひアスナの名を知る者は、いまの時代にも存在している。僕はその一人なのさ」

「…………なるほど」

　俺だけでなくアスナの名前まで出されてしまえば、この場ではこれ以上否定し続けるわけにもいかない。まだ全面的に受け入れる気にはなれないが、仮に俺が星王なる役職に就ついていたのが事実だとするなら、その職名を自ら決めたのではないことを祈るばかりだ。

「じゃあ、まあ、星王の件はひとまずこのへんに置いておいて……」

　左ひだり斜ななめ上方の虚こ空くうに透明な塊かたまりを置くジェスチャーをしてから、俺は話を続けた。

「俺がアンダーワールドに戻もどった目的は、大きく分けて二つある。一つは、俺と二人の仲間以外に、リアルワールドからこの世界に入り込んだ何者かの正体と目的を突き止めること」

「…………」

　エオラインはわずかに口くち許もとを引ひき締しめたが、何も言わずに手振りで続きを促うながした。

「そしてもう一つは……セントラル・カセドラルの某ぼう所しよでディープ・フリーズ状態に置かれているはずの、とある人物を甦よみがえらせること」

　念のためにセルカの名前と彼女が眠っているはずの場所は伏せたが、エオラインには思い当たるところがあったのか、口を閉ざしたままゆっくりと頷うなずいた。

「…………なるほど。どちらも想定の範はん囲い外がいだったけど、僕の職責と信条から外れているわけじゃない。整せい合ごう機き士し団だん長ちようとして、どちらの目的にも協力できると思う」

「……その代価は？」

　もちろんタダではあるまいと思いながら訊きくと、エオラインはこちらに向かってぐっと身を乗り出し、音量を限界まで抑おさえた声で囁ささやいた。

「きみも僕に力を貸してほしい」

　マスクの覗のぞき穴あなに嵌はめ込まれた薄うすいガラスの奥おくで、翠すい玉ぎよくのような瞳ひとみが強い光を放つ。吸い込まれるように頷うなずきかけたが、さっと首を戻もどして答える。

「俺の能力と信条の範はん囲い内ないならな」

「ふ……」

　一いつ瞬しゆん笑ってから、エオラインは言った。

「それは問題ないと思うよ。むしろ……きみの目的と僕の依頼は、少なからず重複しているような気がする」

「どういう意味だ？　お前の依頼って……？」

「僕と一いつ緒しよに、アドミナに行ってほしいんだ」

　さらりと告げられた言葉の意味は、すぐには理解できなかった。アドミナってどこだっけ……と一秒考え、ようやく思い出す。

「は、はあ!?　アドミナって、惑星アドミナのこと!?」

　ティールームの天井を──正確にはその向こうにある空の、さらにその向こう側の宇宙を指差しながら叫さけんだ俺に、エオラインは微ほほ笑えみながら「そうだよ」と答えた。
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　西暦二〇二六年十月三日／星せい界かい暦れき五八二年十二月七日、午前九時三十分。

　森の中の屋や敷しきに新たな機き車しやが到着し、後部座席から降りてきたアスナとアリスを、俺とエオラインは玄関ホールで出迎えた。

　謎なぞめいた整せい合ごう機き士し団だん長ちようについては、事前に知る限りのことを伝えたうえで、彼がユージオと似ている件は全て俺に預けてくれと頼み込んである。

　アスナはもともとユージオと会ったことがない──青あお薔ば薇らの剣に宿るフラクトライト断片が顕現した姿を垣かい間ま見みたことはあったらしいが──ので、挨あい拶さつも握あく手しゆもごく自然に済ませたが、アリスの顔には隠かくしきれない驚おどろきが滲にじんでいた。

　もっとも、エオラインのほうも星せい王おう妃ひアスナ、そしてもはや伝説的存在となっているらしい金きん木もく犀せいの騎き士しアリスと握あく手しゆするのはそれなりに緊きん張ちようさせられる体験だったようだ。ならばなぜ俺の時は平然としていたのかという疑問が湧わくが、追及はやめておく。

　再び二階のティールームに移動すると、エオラインはアスナとアリスにも熱々の蜂はち蜜みつパイとコヒル茶を振ふる舞まった。もちろん二人とも大いに気に入り、アスナはレシピまで知りたがったが、さしものエオラインも守備範はん囲い外がいだったようで、いずれチャンスがあったら北セントリアの跳はね鹿じか亭てい本店に行こうということになった。

　だがまずはその前に、今後の行動計画を決めなくてはならない。

　アスナたちがパイを食べ終わったタイミングで、俺はエオラインに、惑星アドミナまで同行してほしいという要請の真意を問とい質ただした。機き士し団だん長ちようはクリーム入りのコヒル茶を一口飲んでから、俺をいっそう驚きよう愕がくさせる言葉を告げた。




「アドミナの行政府、もしくは軍司令部が、星せい界かい統とう一いつ会かい議ぎへの反乱を企くわだてている疑いがある」

「……は、反乱？」

　三人掛けのソファーに並んで座すわるアスナ、アリスと顔を見合わせてから、俺は慎重に言葉を選びつつ問い返した。

「でも……アンダーワールドで、そんなことが有り得るのか？　統一会議が最上位の統治組織であることは、いまの法律に明記されてるんだろ？」

「もちろん、《星せい界かい法ほう》の第一条第二項にしっかり書いてあるよ。そして、キリト君も知っているだろうけど、アンダーワールド人は原則的に法を破らない……いや、破れない」

「では、なぜ反乱の疑いがあると？」

　アリスに問われた途と端たん、エオラインはわずかに背筋を伸ばし、丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいで答えた。

「少々複雑な話になるのですが……アリス様は、機き竜りゆうについてはどの程度ご存じでしょうか？」

「スティカたちが乗っていた鋼鉄の竜……リアルワールドで言うところの航空機、いえ戦せん闘とう機きでしょう？」

「コウクウキ……セントウキ。なるほど」

　脳のう裏りに字面を思おもい浮うかべたらしいエオラインは、軽く頷うなずいて続けた。

「現在、この惑星カルディナと伴星アドミナは、大型の乗客・物資輸送用機竜による定期航路によって結ばれています。リアルワールド風に言えば輸送機……ですか？」

「うーん、旅客機かな？」

　アスナの答えに、機士団長は小さく苦笑した。

「なるほど……。ではそう呼びますが、旅客機がカルディナからアドミナまで飛ぶのにかかる時間はおよそ六時間です。つまり理論的には一日に二往復することも可能なのですが、一ひと月つき半はん前まえまでは一週間に一回しか飛べませんでした。なぜだかお解わかりでしょうか？」

　アスナとアリスは揃そろって瞬まばたきしたが、俺には一ひと月つき半はんという言葉に思い当たるところがあった。それは、俺たち三人が初めて二百年後のアンダーワールドを訪れた時期だ。

「……あの宇宙怪かい獣じゆうか？　確か……アビッサル・ホラー？」

「うん。こちらでは宇う宙ちゆう獣じゆうと呼んでるけどね」

　相変わらず俺にはタメ口なエオラインだが、不ふ愉ゆ快かいというわけではまったくないし、アスナたちも気にしている様子はない。

「アビッサル・ホラーは長い間……それこそアドミナが発見される前から、二つの星の周りを決まった速さと経路で飛んでいたんだ。見つかって襲おそわれれば、どんなに重武装した機き竜りゆうでも抗あらがうすべはない。実際、ずっと昔のことだけど、アドミナに向かう旅客機が破は壊かいされて大勢の犠ぎ牲せい者しやが出た。伝承では、星せい王おうに三回も討伐されたのに、そのたびに小さな欠片かけらが宇宙の闇やみに紛まぎれて逃げ去り、完全に再生した姿でまた現れた……」

　エオラインの言葉に、俺たちは揃そろって頷うなずいた。

「確かに、アスナの隕いん石せき落おとしで粉々になったと思ったら、破片が虫の群れみたいにうぞうぞ飛んで逃げようとしたよな。でもその後、アリスの記き憶おく解かい放ほう術じゆつで全部潰つぶされたはずだけど……」

　そう言いながら、左側に座すわっている整せい合ごう騎き士しをちらりと見る。

　機き車しやから降りた時は茶色の外がい套とうで全身を覆おおっていたが、いまはそれを脱ぎ、黄金の全ぜん身しん鎧よろいを露あらわにしている。神じん器き・金きん木もく犀せいの剣は、アスナのＧＭ武器ラディアント・ライト、俺の夜よ空ぞらの剣、青あお薔ば薇らの剣と一いつ緒しよに頑丈そうな革かわのバッグで運ばれてきて、そのままティールームの床に置きっ放しだが、腰こしに剣がなくとも凜りん烈れつとしたオーラはいささかも減じていない。

　アリスは青い瞳ひとみで俺を睨にらみ返かえし、言った。

「お前、私の技を疑っているのですか？　あの怪物の破片は、一つ残らず殲せん滅めつしました」

「い、いやいや、そこは疑ってないよ。でもああいうのって、まったく予想外なところに一匹忍び込んでたりするのがお約束だからさ……たとえば君らの鎧よろいの裏側とか……」

「疑っているではないですか！」

「気持ち悪いこと言わないでよー！」

　アリスとアスナから同時に𠮟しかられた俺に、エオラインがいささか複雑そうな顔をしながらも──恐おそらく星せい王おう妃ひや金きん木もく犀せいの騎き士しのイメージに少々の修正を強しいられたのだろう──助け船を出してくれた。

「お二方ともご安心ください、かつての例ですとアビッサル・ホラーは一ひと月つき後ごには完全復活していたのですが、今回は一ひと月つき半はんが経たっても姿を現していません。戦せん闘とうそのものが極ごく秘ひ扱あつかいなので非公式な情報ですが、整せい合ごう機き士し団だんでは厳密な観測を重ねたうえで、かの宇う宙ちゆう獣じゆうは消滅したものと結論づけています」

「だ、だよな、よかったよかった」

　こくこく頷うなずきながら卓上のポットに右手を伸ばし、アスナとアリス、ついでにエオラインのカップにもコヒル茶を注ぎ足す。

「……それで、アビホラとさっきの反乱の話がどう繫つながるんだ？」

　俺のいい加減な略称に仄ほのかな呆あきれ顔がおを作りながらも、エオラインは説明を続けた。

「アンダーワールド最大の厄災とまで言われたアビッサル・ホラーを、キリト君たちが滅ぼしてくれたことにはどれほど感謝してもしきれない。でもね、本来、あの戦せん闘とうは起きるはずじゃなかったんだ」

「……と言うと？」

「さっき僕は、アビッサル・ホラーが二つの星の周りを決まった速さと経路で飛んでいた、と言ったけど、そこは生き物のすることだからね。移動周期はまれに変動することがあったから、カルディナとアドミナには専用の観測所が建てられて、巨大な望遠鏡で宇う宙ちゆう獣じゆうの影かげを目視し、現在位置を厳密に把は握あくしてから機き竜りゆうに飛行許可を出していたんだ。一ひと月つき半はん前まえ、機き士しアラベルと機士シュトリーネンも、アビッサル・ホラーが星の裏側を移動中というアドミナからの情報を得たうえでカルディナから飛び立った。三時間の飛行中に、あの宇宙獣と遭そう遇ぐうする可能性はない……はずだったんだよ」

　囁ささやくように告げられた言葉に、最初に反応したのはアスナだった。

「ということはつまり……アビッサル・ホラーがもの凄い速さで移動したか、アドミナからの情報が間ま違ちがっていた……？」

「ええ、そのどちらかですが……まず、前者は有り得ません。アビッサル・ホラーは、機竜を……人間を襲おそう時以外はとてもゆっくり移動する生物なので、アドミナの裏側から、機士たちと遭そう遇ぐうした場所まで一時間足らずで移動したなどということは考えられない。そして後者も、熟練の観測官が、あの怪物の巨大な影かげを他の何かと見み間ま違ちがえるとは思えない……」

「ならば、意図的に誤った情報を伝えたということですね」

　アリスの忌き憚たんない指摘に、エオラインは一いつ瞬しゆん体を強こわ張ばらせたように見えたが、すぐに小さく頷うなずいた。

「ええ、僕……いえ、私もそう考えています」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　まだ幼さの残るスティカとローランネイの顔を思おもい浮うかべながら、俺は事実を確認しようとした。

「それは、誰だれかがあの二人をアビッサル・ホラーに襲おそわせて……殺そうとしたってことか？」

「そういうことになるだろうね……」

　ため息に乗せて呟つぶやいたエオラインは、直立させていた上体をソファーの背もたれに沈しずめつつ続けた。

「詳しくは後で説明するけど、実は他にも、カルディナの宇宙軍に対する妨害工作や破は壊かい工作の疑いがある事例が何件か続いているんだ。本星の軍事力を弱体化させようとしているなら、その目的は反乱を起こすことだと考えるしかない。でも、アドミナ行政府の長官や、アドミナ基地の司令官が関わっているとはどうしても思えない……。二人とも、僕が子供の頃ころからよく知っている、立派な人物だからね」

「……立派な人物が、立派な目的のために反乱を起こすことだって有り得るんじゃないか？」

　少々躊躇ためらいつつもそう訊たずねると、エオラインは静かな声で問い返してきた。

「遥はるか昔に、きみが公こう理り教きよう会かいに対して反乱を起こしたようにかい？」

「…………」

　軽く息を吞のんでしまってから、そっとかぶりを振る。

「いや、俺が教会と戦ったのは、立派な目的のためなんかじゃないよ。自分のため……それと、相棒のためだ」

　公こう理り教きよう会かいに拉ら致ちされたアリス・ツーベルクを取とり戻もどし、一いつ緒しよにルーリッド村に帰るという、ユージオの願いを叶かなえるために俺は戦った。だがその目的は果たせず、ユージオ自身も最高司祭アドミニストレータとの激げき闘とうの果てに命を落とした。

　ユージオのフラクトライトは、幼いアリスのフラクトライト断片とともにセントラル・カセドラル最上階で消滅した……はずだ。ならば、エオライン、お前はなぜ彼の髪かみと声と雰ふん囲い気きを持っているんだ。

　何度目かの衝しよう動どうに襲おそわれ、歯を食くい縛しばる俺に代わって、騎き士しアリスが静かな声を発した。

「エオライン・ハーレンツ。お前にとっては、キリトと公理教会の戦いは遥はるか過去の歴史なのでしょうが、キリトにとってはほんの数ヶ月前の出来事なのです。委い細さいを承知せぬ者が、軽々しく触れてよいことではありません」

「……申し訳ありません、アリス様」

　即そく座ざに謝罪したエオラインは、俺にも頭を下げた。

「悪かったね、キリト君。いつか、公理教会との戦いの真実を話してくれると嬉うれしいな……。だがいまは、いますべき話をしよう。立派な人物が反乱を起こすことも、確かにあるだろう。でもそれには、星せい界かい法ほうを破るに足る理由が必要だ。たとえば、アドミナの住民がカルディナによって虐しいたげられている……とかね」

「そんなことは起きていない？」

「起きていないよ、一いつ切さい。星せい王おうはそういうことが起きないように、たくさんの法を作ってアドミナを保護したからね。だから、アドミナ側に、カルディナを攻こう撃げきする理由なんかないはず。でも……さっききみが、リアルワールドからアンダーワールドに何者かが入り込んだと言った時、ふと思ったんだ。もしかしたらこれは、新たな異い界かい戦せん争そうの端たん緒しよなのかもしれないって」

「…………!!」

　俺とアスナ、アリスが同時に息を吞のむ。

　最初に反応したのはアスナだった。真珠色の鎧よろいをかすかに鳴らしてエオラインに向き直り、訊たずねる。

「それは、リアルワールドからの侵入者が、カルディナ星とアドミナ星のあいだに諍いさかいを……いえ、戦争を起こそうとしているという意味なの？」

「かつての異界戦争を引き起こした暗あん黒こく神しんベクタは、リアルワールド人だったのでしょう？　ならば、同じことが起きても不思議はないのでは？」

　確かに、理り屈くつではそのとおりだ。

　だが、スティカとローランネイがアビッサル・ホラーに襲しゆう撃げきされたのは、俺たちが星せい界かい暦れきのアンダーワールドにダイブしたまさにその日のことだ。あれが現実世界人によって仕組まれたことならば、その何者かは俺たちより早くアンダーワールドに侵入していたことになる。

　そんなことが有り得るのか？　有り得るならば──そいつは茅かや場ば晶あき彦ひこと何らかの繫つながりがあるか、もしくは……。

　思考をそこで無理矢理に堰せき止とめ、俺は言った。

「それを調べるために、アドミナに行きたいってことか」

「そのとおり」

　頷うなずいたエオラインは、直後にとんでもないことを付け足した。

「でも機き竜りゆうは使えない」

「……は？」

「アドミナで僕たちが自由に動くためには、秘ひ密みつ裏りに潜せん入にゆうする必要がある。でも、機き士し団だんや宇宙軍の機竜で惑星間飛行をするにはアドミナ行政府への事前申請が必須だし、輸送用大型機竜に乗るには市民番号が必要だ。どちらも誤ご魔ま化かすのは難しい」

「……申請なしでこっそり飛んじゃえば？」

「基地の格納庫から機竜が一機でも消えたら統とう一いつ会かい議ぎまで巻き込んだ大おお騒さわぎになるよ。機き車しやとはわけが違ちがう」

「ですよね……」

　悄しよう然ぜんと肩かたをすぼめかけてから、いやいやこの流れはおかしいと気付く。アドミナに行きたいと言い出したのは団長閣下自身ではないか。

「だったらお前は、どうやってアドミナまで行くつもりなんだよ？」

　するとエオラインは真顔でさらりと答えた。

「方法は二つある。一つ目は、僕とアスナ様、アリス様をキリト君の心シン意イで運んでもらう」

「……は、はぁ!?　生身で他の惑星まで飛べってのか!?」

「スティカたちを助けてくれた時、きみは生身で宇宙空間を自在に飛ひ翔しようしたと聞いているよ」

「そ、そうだけどさぁ……」

　アンダーワールドの宇宙は、リアルワールドと違ちがって真空ではない。ムタシーナの窒ちつ息そく魔ま法ほうについて考察した時にも思ったことだが、そもそも仮想世界には真空、非真空といった概がい念ねんは存在しないのだ。ゆえにこの世界の宇宙は暗くて寒くて重力がないが、呼吸も会話もできる。恐おそらく風ふう素そ飛行術も使えるので、心シン意イ力りよくで星から星まで移動することも不可能ではないような気もするが──。

「……でも、結局それだと心シン意イ波はとやらが発生しちゃうんじゃないか？　アドミナにだって、心シン意イ計けいの一つや二つはあるだろうし……」

「うん、百個や二百個はあるだろうね。きみにはいずれ、《心意を隠かくす心意》を会得してもらう必要がある……けど、いかな星せい王おう陛下でもそれなりに時間はかかるはずだから、今回は二つ目の方法を使おうと思う」

「……それって？」

「簡単な話さ。なくなっても誰だれにも気付かれない機き竜りゆうを使うんだ」

　啞あ然ぜんとする俺とアリス、アスナの前で、エオラインはふわりと右手を持ち上げ、ティールームの南側の壁かべ──央おう都とセントリアがある方角に向けた。

「セントラル・カセドラルの封ふう印いんされた上層階には、星王の専用機竜《ゼーファン十三型》が可動状態で保存されているはず。それなら、塔とうから飛び立つところさえどうにか誤ご魔ま化かせれば、統とう一いつ会かい議ぎのお偉えら方がたにも気付かれずに済む」

　アイデアの大胆さもさることながら、いっそう大きな衝しよう撃げきを俺に与えたのは機竜の名前だった。ちらりと左を見ると、アリスの向こうに座すわっているアスナも両目を見開いている。

　ゼーファンというのは、浮ふ遊ゆう城じようアインクラッド──ＡＬＯに導入された新しん生せいバージョンではなく、旧ＳＡＯの舞ぶ台たいだったオリジナル版──の五十五層に棲せい息そくしていたフィールドボスの名前だ。正しくはゼーファン・ザ・ホワイトウィルム。その名のとおり純白のドラゴンなので、機竜には似つかわしいと思うが……これで星王がソードアート・オンラインを知っていたことはほぼ確定となってしまった。

　いやいやその件は後回し、と自分に言い聞かせて視線をエオラインに戻もどす。

「……心シン意イで飛ぶよりはそっちのほうが現実的だな。でも、封ふう印いんされてる場所に入れるのか？　そもそも、封ふう印いんって具体的にどういう状態なんだ……？」

「セントラル・カセドラルには大階段の他に、一階から七十九階まで移動できる自動昇しよう降こう盤ばんが設置されてるんだけど、通常は行き先に指定できない八十階まで上ると、昇降盤を降りたすぐ先に巨きよ大だいな扉とびらがあるらしい。その扉とびらに近付くことは、星せい界かい統とう一いつ会かい議ぎの評議員ですら禁止されている。恐おそらく厳げん重じゆうに施錠もされているはずだ」

「…………」

　今度はアリスに目をやる。

　黄金の騎き士しは、見開いた双そう眸ぼうを虚こ空くうの一点に向けていた。

　その視線はきっと、セントラル・カセドラル八十階で長い眠りについている妹セルカの姿を捉とらえているのだろう。彼女を目覚めさせることを最重要のミッションとしつつも、いままではどうすればカセドラルに入れるのか見当も付かなかったのだが、ここに来て思わぬ形で希望が見えた。いまアリスの心の中では、巨きよ大だいな期待とわずかな不安が渦うず巻まいているに違ちがいない。

　俺たちの様子から何かを感じたのか、エオラインが呟つぶやくように言った。

「そうか……さっきキリト君が言っていた《カセドラルの某ぼう所しよでディープ・フリーズしている人物》は、アリス様に関係する人なんだね？」

　ここまで来て誤ご魔ま化かしても仕方がない。俺は小さく頷うなずいた。

「ああ……。お前、何か知らないか？」

「僕も八十階より上に入ったことがあるわけじゃないからね……。聞かされているのは、カセドラル上層階にはいにしえの整せい合ごう騎き士したちが封ふう印いんされていることと、星せい王おうの機き竜りゆうが保管されていること、あとは……」

　少し躊躇ためらう素振りを見せてから、声を潜ひそめて続ける。

「……最上階には、アンダーワールドに三つしかない《水晶板》の一つが設置されていること。それくらいだね」

「水晶板……」

　エオラインの言葉が何を指しているのかは明らかだ。アンダーワールドを直接操そう作さするためのシステム・コンソール。

　ふと気付く。それが使えれば、わざわざ彼方かなたのアドミナ星まで行かずとも、侵入者について調べられるのではないだろうか。だがあのコンソールは限界加速フェーズの開始とともに完全ロックされ、それこそ単なる水晶の板と化してしまった。加速はもう終わっているが、恐おそらく再び使用するためには、オーシャン・タートルのコントロール・ルームからリセットの操そう作さが必要なのではないか……。

　いや、全ては行ってみれば解わかることだ。もちろん、最初はセルカが眠る場所へ。

　聞くべきことは全て聞いたと感じた俺は、自分の両りよう膝ひざにがしっと手を置き、中ちゆう腰ごしになりつつ言った。

「よし、そうと決まればさっそくセントリアに戻もどろうぜ。また機き車しやがここまで迎えに来てくれるのか？」

　途と端たん、エオラインが何度目かの苦く笑しようを浮うかべる。

「せっかちな人だなあ。伝説の星王と言うから、何というか……もうちょっと落ち着いた感じの人物を想像していたよ」

　俺が何かを答える前に、アスナとアリスが同時に言った。

「だよねー」

「ですね」




　エオラインがどこぞに電話──ではなく伝声器で連絡すると、ほどなくして屋や敷しきの前庭から機き車しやの駆動音が聞こえてきた。

　機き士し団だん長ちように先導され、一階に降りる。茶ちや革がわの大型バッグは俺が持ったが、さすがに神じん器きが四本も入っているだけあってなかなかの重さだ。

　アスナとアリスは、エオラインの勧めで創世神と整せい合ごう機き士しの装束から機士団の女性用制服に着き替がえている。体に馴な染じんだ鎧よろいを置いていくことには、アリスは特に躊躇ためらいがあったようだが、「この屋や敷しきには僕の許可がなければ誰だれも立ち入れません」とエオラインが請うけ合あい、そのうえ鎧よろいを収めた小部屋の鍵かぎまで預けると申し出たので渋々ながら承しよう諾だくしたのだ。

　しかし、スティカたちが着ていたのと同じディープブルーの制服と帽ぼう子しはアスナにもアリスにもよく似合っていて、部屋から出てきた二人を見た途と端たん俺は思わず拍手してしまった。顔を赤らめたアリスに「お前は着き替がえないのですか」と突っ込まれたが、機き士し団だん長ちよう曰いわく、俺の服はいまのアンダーワールドでも違い和わ感かんがないデザインなので街を歩いていても目立たないだろうということだった。

　黄金の鎧よろいは脱いだが、アリスの腰こしには、ハードタイプの角形ベルトポーチが装着されている。その中に入っているのは、鶏けい卵らんより一回り大きい二つの卵。アリスの飛ひ竜りゆう《雨アマ縁ヨリ》と、その兄である《滝タキ刳グリ》を俺が心シン意イ力りよくで生まれる前まで巻き戻した姿だ。

　アリスにしてみれば、すぐにでも孵ふ化かさせて育てたいところだろうが、現状ではなかなかに難しい。アリスもアンダーワールドにログインしっぱなしというわけにはいかないので、誰だれか信頼できる人物に託す必要があるのだが、この時代に飛竜を育てた経験のある人などそうそういるまい。

　そんなことを考えながら一階のホールを横切り、玄関から外に出た、その途と端たん。

「「お迎えに上がりました！」」

　弾むような声が二つ重なって響ひびき、ブーツの踵かかとが打ち合わされる小気味良い音が続いた。

　ポーチの下で敬礼しているのは、整せい合ごう機き士し団だんの制服を着て同色の制せい帽ぼうを被かぶった二人の少女──スティカ・シュトリーネンとローランネイ・アラベルだった。このタイミングで再会できると思っていなかった俺は、「あれっ」と声を上げてしまった。

「今日は本来の仕事をしてるんだろうなーと思ってたのに……」

「そのとおりだよ」

　俺の隣となりを歩くエオラインが、ため息混じりに囁ささやく。

「彼女たちはあの若さでブルーローズ中隊のエースだからね。本来なら操そう士したちの指導や新型機き竜りゆうの試験に引っ張りだこで、運転手なんかしてる場合じゃないんだけど、どうしてもやると言い張ってね……」

　──海のないアンダーワールドにタコはいないはずだけどな……。

　ではなく、気にすべきは《ブルーローズ中隊》のほうだ。俺をこの屋や敷しきまで案内してくれたラギ・クイント二級操士は《カトレア中隊》に所属していると言っていたので、どうやら整合機士団の飛行隊には花──しかもいわゆる聖花の名前が与えられているようだが、なぜただのローズではなくブルーローズ、すなわち青あお薔ば薇らなのか。

　いずれエオラインに訊きいてみようと心の中にメモしていると、右手を下ろしたスティカたちがタタッと駆かけ寄よってきた。

「アリス様、アスナ様、キリト様、お久しぶりです！」

「またお会いできてとても嬉うれしいです！」

　輝かがやくような笑え顔がおで叫さけぶ二人を、アリスとアスナが優やさしくハグする。俺はさすがにそこまでする度胸はないので握あく手しゆにしておいたが、左手に提さげた大型バッグに気付いたローランネイが、さっと両手を差し出した。

「お荷物、車までお運びします！」

「いや、重いから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「これも役目ですから！」

　有無を言わせずバッグを奪うばい取った途と端たん、ローランネイは「うぐっ」と呻うめき声ごえを上げた。

　無理もない。バッグの中には、クラス50近い神じん器きが四本も詰つめ込まれているのだ。アスナとアリスでさえ二人がかりで車から運んできたそれを、いかなエース機き士しでも一人で持てるはずがない。

　俺は反射的に心シン意イで支えようとしたが、ローランネイはいったん沈しずみかけた体を、バッグの底が地面に触れる寸前で踏ふみ留とどまらせた。顔を真っ赤にして歯を食くい縛しばり、「ぐぬぬぬ……」と唸うなりながら巨きよ大だいなバッグをじりじりと持ち上げる。

　仰ぎよう天てんして立たち尽つくす俺の代わりにアスナとアリスが手助けしようとしたが、少女機士は首を左右に振って拒否した。相棒を見て、歯の隙すき間まから潰つぶれた声を押し出す。

「ズディ……で、でづだっで……」

　その時にはもう、スティカがバッグの持ち手を摑つかんでいた。ローランネイと一本ずつ持ち手を分け合い、こちらも必死の形相で「ふんぬぬぬ～」と唸うなる。

　どうにか体を起こすと、二人は「いち、に、いち、に」と声を合わせながらバッグを機き車しやのほうに運んでいった。二人がかりで神器四本を運搬できるということは、一本なら普通に装備できるだけのオブジェクト・コントロール権限があってもおかしくない。

　いささか、いやかなり驚おどろかされながら機士たちを見守り、声が届かないところまで離れたと感じるや、隣となりのエオラインに囁ささやきかける。

「あの二人……実際のとこ幾いくつくらいなんだ？」

「十五歳だったと思うよ」

　俺が知りたかったのは権限の数値だったのだが、エオラインは年ねん齢れいを答えた。だがその数字も驚きよう愕がくすべきものだ。

「十五……!?　普通なら修しゆう剣けん学がく院いんに入学するかどうかって歳としじゃないか。なんであんなに権限レベルが高いんだ……？」

「そこがアラベル家とシュトリーネン家の、名門中の名門たるゆえんさ」

　謎なぞめいた言葉を呟つぶやくと、エオラインは俺の背中をぽんと叩たたいた。

「さあ、車に乗ろう。お昼はセントリアで食べたいね」
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　ローランネイたちが運転してきた機き車しやは、前回乗せてもらった黒塗りの大型セダンではなく、使い込まれた白のワンボックスタイプだった。内装も乗のり心ごこ地ちも実用車然としていて、石いし畳だたみの小道を走り始めると、ガタゴトと賑にぎやかな音が響ひびく。

　セダンでは後部座席に四人も乗れないし、目立たないようにという配はい慮りよもあるのだろうが、あの滑すべるように走る高級車に再び乗れるのを楽しみにしていたので少々の失望感は否めない。ややクッションが薄うすい三列目シートの右側で、いつか団長閣下に頼み込んで黒いやつを運転させてもらおう……などと考えていると、二列目にアスナと並んで座すわったアリスが嘆たん息そくするように言った。

「……リアルワールドの道路を、馬車の何倍もの速さで走る自動車の群れを初めて見た時は、なんと発展した世界なのかと感心すると同時にあまりの忙せわしなさに目が回ったものですが……アンダーワールドも、このような鉄の車が行いき交かう世になったのですね……」

「まあ、少なくともこっちの機き車しやは、あっちの自動車と違ちがって環かん境きように有害な物質とかは出さないからさ」

　なぜか俺がフォローすると、横のエオラインが少しばかり深刻そうな声を出した。

「でも、この頃は機き車しやや冷温機が増えたせいで、空間力の枯こ渇かつが問題になってきているんだよ。実際、今年の夏は、永久素因を動力とする機械が全て動かなくなるという現象がセントリアで三回も起きたんだ。ソルスによる空間力の供給がなくなる真夜中に、多くの家が同時に冷房を使ったことが原因だと言われているけどね」

　フェルシイ少年もそんなことを言っていたな……と思い出しつつ、頭に浮うかんだ疑問を投げかける。

「セントリアの夏は、冷房を使うほどの暑さにはならないだろ？　修しゆう剣けん学がく院いんの寮りようにはもちろん冷温機なんかなかったけど、夜は普通に寝られたし……」

「一般民も手が届くようになったとは言え、冷温機はまだまだ高価なものだからね。苦労して手に入れたら、毎日使いたくなるのが人情というものさ」

　エオラインの答えにそれもそうかと頷うなずいていると、今度はアスナが振り向いた。

「セントリアには、電気代……じゃなくて空間力代みたいなものはないんですか？」

「空間力代……？　ああ……空間力を使用するために払うお金ということですか。ないですよ、もちろん。空間力は、水や風と同じく自然が与えてくれるものですから」

「リアルワールドの民は、水にもお金を払っていますよ」

　アリスの注ちゆう釈しやくに、エオラインは「それはまた……」とやや気の毒そうな顔でこちらを見たが、すぐに表情を改めた。

「……でも、それも一つの解決法かもしれませんね。空間力の使用量に応じて料金を徴ちよう収しゆうする仕組みを作れば、冷暖房の使いすぎも抑制されるでしょうし……問題は、どうやって使用量を計測するかですが……」

　ぶつぶつ言いながら考え込む機き士し団だん長ちよう兼評議員に、慌あわてて声を掛かける。

「ま、まあまあまあ、その話はまた今度にしようぜ」

　ずっと後になって、アンダーワールドに水道代や空間力代の概がい念ねんを持ち込んだのはキリトというリアルワールド人だ、などと学校で子供に教えるようになったりしたらたまったものではない。

「それより、えーと……整せい合ごう機き士し団だんって、武具操そう作さ権限がどれくらいあれば入れるんだ？」

　先刻訊ききそびれた質問を遠回りに投げると、エオラインは軽く肩かたをすくめた。

「単純に、権限がいくつあれば入団できるというものではないよ。まずは学校で優秀な成績をおさめ、できれば星せい界かい統とう一いつ武ぶ術じゆつ大たい会かいで上位に入賞し、宇宙軍か地上軍に士官候補生として入隊して、そこでも抜きん出た能力を示した者だけが機士団の入団試験に推すい薦せんされるんだ」

　滑なめらかに説明したエオラインは、車の前席に向けて声を張り上げた。

「ねえ、スティカ、ローランネイ。君たちが統一大会の決勝戦で引き分けたのは、何歳の時だったっけ？」

「十二歳です！」

　助手席のスティカがはきはきした声で答えると、ハンドルを握にぎるローランネイが付け加えた。

「あれは私の勝ちでしたけどね」

「ちょっ……そんなわけないでしょ！　むしろあたしのほうが押してたもん」

「がむしゃらに攻めてただけ、の間ま違ちがいじゃない？」

「む──っ！」

　賑にぎやかに言い合う様子は年相応に見えるが、星界統一武術大会というのが二百年前の四よん帝てい国こく統とう一いつ武ぶ術じゆつ大たい会かいの拡大版なら、それに弱じやつ冠かん十二歳で同時優勝するというのは、天才どころの騒さわぎではない。かつての整せい合ごう騎き士し団だんにも、そこまで早そう熟じゆくの俊しゆん英えいはいなかったはずだ。

　ふと脳のう裏りに、アラベル家で出で逢あったフェルシイ少年の、全てを諦あきらめてしまったような力ない笑えみが過よぎる。

　彼はいま九歳だと言っていた。実の姉がわずか三年後にアンダーワールド最高峰の武術大会で優勝したのなら、《秘ひ奥おう義ぎを発動できない》という異常現象がもたらす絶望の深さは察するにあまりある。

　いずれ必ず時間を作って、フェルシイを苦しめる謎なぞを解き明かさなければ。改めてそう心に誓ちかっていると、エオラインが前席にも聞こえる音量で言った。

「僕が統一大会で優勝したのは十六歳の時だったからね。二人にはもう、剣士としても操そう士しとしても抜かれているかもしれないな」

「そ、そんなことありません！」

　ローランネイとの言い合いを中断したスティカが、振り向いて叫さけぶ。

「エオライン様の卓たく越えつした剣けん技ぎと操そう技ぎは、あたしたちなんか足あし許もとにも及びません！　そのようなことを仰おつしやられては困ります！」

　運転中のローランネイも、しっかり前を見たまま言う。

「そうですよ、団長が私たち二人と同時に立ち合ってこてんぱんにしたの、ほんの半年前じゃないですか。抜かすにはあと十年はかかります」

「ちょっ……永遠に無理に決まってるでしょ、ばかローラ！」

「そうやって無理だって決めつけるのは逆に失礼よ、なきべそスティ」
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　再び言い合いを始めた二人の後ろで、アスナとアリスが声を殺して笑う。俺の隣となりでは、エオラインがだめだこりゃとばかりにため息をつく。

　顔立ちはロニエとティーゼにそっくりでも、口げんかなんかまったくしなかったあの二人とはずいぶん違ちがうな……と思いながら、俺は何気なく機き士し団だん長ちように訊たずねた。

「そう言えば、お前の権限レベルはどんなもんなの？」

「え……？」

　驚おどろいたように口を開けるエオラインの顔を見た途と端たん──。

　俺の頭の真ま芯しんを、純白の閃せん光こうにも似た啓示が貫いた。

　エオライン・ハーレンツのステータス・ウインドウ……すなわち《ステイシアの窓》には、オブジェクト・コントロール権限とシステム・コントロール権限を示す値あたいの他に、ヒューマンユニットＩＤが明記されている。

　そして、もしエオラインが、ユージオと何らかの繫つながりを持っているのなら。万が一、記憶を失っている同一人物であるのならば、ＩＤが一いつ致ちするはずなのだ。

　忘れるはずもない。ＮＮＤ７－６３６１……俺の６３５５と、わずか六番違ちがいのＩＤ。エオラインの《窓》に、そのナンバーが刻まれていたら……。

　凍り付く俺に、一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな視線を向けてから、エオラインは言った。

「うーん、幾いくつくらいだったかな……。普段、自分の権限値なんか気にしないからなあ」

「……だったら、ステイシアの窓を見せてくれよ」

　かろうじてつっかえずにそう言うと、見慣れた苦く笑しようが返ってくる。

「あのねえキリト君、二百年前はどうだったか知らないけど、この時代じゃ他人に窓を見せろなんて言うのは、自分が偉えらいと勘かん違ちがいした衛えい士しくらいのものだよ」

「それは……昔もそうだったけどさ……」

　いますぐエオラインの右手を摑つかみ、ジェスチャーを入力させたいという衝しよう動どうを堪こらえながら、次に言うべき言葉を懸けん命めいに探していると。

「……じゃあ、こうしよう。先にキリト君が窓を見せてくれるなら、僕も見せるよ」

「…………」

　望ぼう外がいの成り行きに、小さく息を吞のんでしまう。俺のステータスなど、どれだけ見られようが何の問題もない。

　強こわ張ばった首をぎこちなく上下させ、自然に聞こえるよう祈りながら答える。

「よし、それで行こう。じゃあ、まず俺から窓を開くぞ」

　右手の二本指で空中にＳ字を描えがき、左手の甲を叩たたく。鈴の音に似た効果音とともに、紫むらさき色いろのウインドウが開く。

　前回のダイブで、アラベル邸に押しかけてきた衛士たちの前でも開かされたが、そう言えばあの時は自分の権限値を確認しなかった。エオラインと頭を押しつけ合うようにして、小さな矩く形けいを覗のぞき込む。

「へえ……さすがにＩＤ番号が若いね。六千番台なんて初めて見たよ」

　ＮＮＤ７－６３５５というＩＤは、人界最北部のＮＮＤ７エリアで、六千三百五十五人目に生まれた人間であることを意味している。

「衛えい士し庁ちようの隊長も同じこと言ってたよ」

　そう返すと、視線をウインドウの右側に移す。

　思い返してみれば、二つの権限値を確認するのはセントラル・カセドラルで整せい合ごう騎き士したちと戦っていた頃ころ以来だ。確か当時は、オブジェクトＯ・コントロールＣ権限が50くらい、システムＳ・コントロールＣ権限が30くらいだったはずだが、少しは上がっているのだろうか……と思いながら数字を見た途と端たん、俺の口から「ういっ」と奇妙な音が漏もれた。

　見み間ま違ちがえようもないシンプルな書体で表示されている数字は──ＯＣ権限が29、ＳＣ権限が07。

「さ……下がってる!?　29と７って……」

　呆ぼう然ぜんとしつつ自分の右手を見てしまうが、そこに何が書いてあるわけでもない。

　この平凡な数字なら衛えい士し庁ちようのヒゲ隊長が反応しなかったのも納得できるが、それ以外の全てが腑ふに落ちない。こんな数値で夜よ空ぞらの剣と青あお薔ば薇らの剣を同時に装備できるわけもないし、そもそも権限値が下がるなどということがあっていいのか。まさか宇う宙ちゆう怪かい獣じゆうアビッサル・ホラーにレベルドレイン能力があったとでも言うのだろうか。

「……キリト君」

　エオラインの囁ささやき声ごえに、俺は悄しよう然ぜんと応じた。

「なんか……悪かったな、こんな数字で。でもこれで、俺が星せい王おうなんかじゃないことが解わかっただろ」

「そうじゃなくて……ここを見てくれ。もしかしたらこれ、ちっちゃい《１》じゃないか？」

「は？　ちっちゃいイチ……？」

　再びステイシアの窓を見ると、エオラインはＯＣ権限値のすぐ左側を指差していた。そこに顔を近付け、じっと目を凝こらす。

　すると確かに、四角い外枠と《２》の間に、半分ほどのサイズの《１》らしき数字が表示されていた。

　エオラインと顔を見合わせ、再び窓を見る。

「……え、これ、二ふた桁けたじゃなくて三み桁けたってこと？　29と７じゃなくて……１２９と１０７？」

「そう……だろうね。権限値って百を超こえることがあるんだね……」

　畏い怖ふしたような声こわ音ねでそう告げると、エオラインは俺の顔をじっと見み詰つめ、付け加えた。

「さすがは伝説の星王陛下だ」

「…………ま、まだ決まったわけじゃないし」

　子供っぽいにもほどがあるフレーズを口にすると、俺は素す早ばやくウインドウを消した。そう、二ふた桁けただろうと三み桁けただろうと、いまは俺の権限値などどうでもいい。

「さあ、お前の番だぜ」

　極力何気ない調子で促うながしたつもりだったが、ほんの少しだけ語尾が震ふるえた。

　しかしエオラインは気付いた様子もなく、軽く肩を上下させた。

「解わかったよ。最初に言っておくけど、僕の権限値はきみの数字に遠く及ばないからね」

　そう言うと、滑なめらかな動作でＳの字を描えがき、左腕を叩たたく。

　ちりりん……と澄すんだ音を響ひびかせながら、ステイシアの窓が開いた。

　左上のユニットＩＤに目が吸すい寄よせられる。

《ＮＣＤ１－１３０９１》。

　ユージオのユニットＩＤとは似ても似つかないその文字列を、俺はぼんやりと見み詰つめ続けた。

　五秒、もしかしたら十秒ほども経たった頃ころ、エオラインが少しばかりむくれたような声を出した。

「そんなにがっかりしなくてもいいじゃないか。最初に遠く及ばないって言っただろ？」

「え？　あ……」

　我われに返り、視線を右側に動かす。ＯＣ権限は62、ＳＣ権限は58。どちらも俺の数値の半分ほどだが、二百年前の基準で考えれば恐おそろしく高い。当時の俺はもちろん、整せい合ごう騎き士したちすらも上回っているのではないか。

「いや、この数字は凄いよ。さすが団長ってだけあるな」

　まだ頭の真ん中は痺しびれたままだが、俺が素す直なおな感想を口にすると、エオラインは再び苦く笑しようした。

「きみにそう言われてもね……。けど、ありがとうと言っておくよ」

　そう囁ささやくとステイシア窓を消し、背中をシートに預ける。俺も正面を向くと、硬めのシートバックに寄りかかった。

　前席のアスナとアリスは、スティカたちと何やら楽しげにお喋しやべりしている。いつの間にか機き車しやはセントリアの市街に入り、隣となりの第三車線を高級そうな車が次々に追い抜いていく。

　ふと、一台のセダンの助手席に亜あ麻ま色いろの髪の若者を見た気がして、俺は両目を瞬しばたたかせた。だがその車は滑すべるように加速し、たちまち見えなくなってしまう。

　ＩＤが違ちがっていたからと言って、それが直接何らかの結論を導くわけではない。

　しかし、そろそろ認めるべきなのかもしれない。現実世界と同じく、アンダーワールドでも瓜うり二ふたつなほど似た人間が生まれる可能性はある。たぶん俺は、偶然という名の確率的な揺らぎの中に、起こり得ない奇跡を見いだそうとしていたのだ。

「……どうしたんだい」

　そんな声が聞こえて、俺は車しや窓そうから視線を戻もどした。

　そこでようやく、自分の左ひだり頰ほおを一粒の雫しずくが伝う感覚に気付く。

「いや……何でもないよ」

　そう答えると、左手を持ち上げて、そっと頰ほおを拭ぬぐった。指先に移動した小さな水滴は、あっけなく蒸発して消えた。
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　ローランネイが運転する白い機き車しやは、エオラインの指示でメインストリートから左に折れると、華やかな商業地区の片かた隅すみにある駐ちゆう車しや場じように滑すべり込こんだ。

　案内されたのは、あまり人のいない裏うら通どおりにある、小さいが雰ふん囲い気きのいいレストランだった。ランチタイムには少し早いせいか他に客はおらず、シェフもウェイトレスも整せい合ごう機き士し団だんの制服を着た俺たちを温かく迎えてくれて、久しぶりの北セントリア料理を堪たん能のうすることができた。六人分の食事代はエオラインが支払ったが、なぜかアリスがめったに見られないほど恐きよう縮しゆくしていたのが面おも白しろかった。

　車に戻もどり、再びメインストリートへ。もう寄り道することなく、まっすぐ前方にそびえ立つ白はく亜あの巨きよ塔とうへと直進する。高い壁かべに突き当たると、左回りで南の正門を目指す。

　公こう理り教きよう会かい時代は、セントラル・カセドラルの敷しき地ちには一般民はもちろん貴族や皇族ですらも立ち入れなかったのだが、南門のゲートは開け放たれていて、機き車しやはセキュリティチェックも受けずにあっさり壁かべの内部へと進んだ。

　かつての面おも影かげを残す広大な前庭を、人族や亜人族の観光客が楽しげに散策している。機き車しやは壁かべの内側に沿って延びる道路を左に曲がり、しばらく進んでから右折する。

　途と端たん、アリスが驚おどろきの声を上げた。

「飛ひ竜りゆう厩きゆう舎しやがない……！」

　確かに、二百年前は塔とうの西側に存在していたはずの巨きよ大だいな厩きゆう舎しやは跡形もなく消滅し、代わりに駐ちゆう車しや場じようが広がっている。

「竜たちはどうしたのですか……!?」

　振り向いたアリスの問いを予期していたかのように、エオラインは落ち着いた声で答えた。

「記録によれば、整せい合ごう騎き士し団だんが封ふう印いんされたのと同時期に、セントラル・カセドラルで飼育されていた飛ひ竜りゆうの半数はウェスダラスの生息域に戻され、半数は騎士たちと共に封ふうじられた……とされています。現在も、ウェスダラスの西域にある保護区では多くの飛竜が自然の姿のままに暮らしていますよ」

「そう……ですか」

　少しだけ表情を和やわらげたものの、アリスはさらにエオラインを問とい質ただした。

「しかし、その封ふう印いんとは、具体的にどのような状じよう況きようを意味しているのです？」

「……申し訳ありませんアリス様、それは私にも解わかりません。ですが、カセドラルの上層階に入りさえすれば、全てが明らかになるはずです」

「…………ええ、そうですね」

　アリスがかすかに頷うなずき、体の向きを戻す。

　数秒後、機き車しやは駐ちゆう車しや場じようの奥おくまった区画に、手慣れた切り返しからの後進一回でぴたりと停車した。

　時刻は午前十一時を少し回ったところ。今回も神こう代じろ博士に午後五時までの帰き還かんを厳げん命めいされているので、残り六時間……と脳内で計算してから、俺はやっと大きな問題に気付いた。

「……あのさ、エオライン」

　車から降りた機き士し団だん長ちように後ろから声を掛かける。

「なんだい？」

「えーと……いまさらこんなこと言って申し訳ないけど、今回も俺とアスナとアリスは夕方の五時までしかアンダーワールドにいられないんだ。戻もどってこられるのはたぶん、明日の朝になると思う。あと六時間じゃ、とてもアドミナまでは行けないよな……？」

「うーん……」

　エオラインはちらりとカセドラルの上部を見上げてから答えた。

「出発する時間とゼーファン十三型の性能にもよるけど、移動だけなら間に合うと思うよ」

「ま、マジで……？」

　ついアンダーワールドには存在しないであろう俗ぞく語ごで応じてしまったが、考えてみればここは仮想世界なのだから、宇宙空間のスケールが現実世界と同じだとは限らない。旅客機でも片道六時間と言っていたし、カルディナとアドミナの距きよ離りが思っていたより近いなら──いや、だとしても、侵入者の調査を終えてセントリアまで戻もどってくるのは絶対に無理だ。

　ということを言葉にしようとしたが、エオラインが先んじて呟つぶやいた。

「でも、キリト君たちの滞在制限時間の問題を全て解決する方法もあるかもしれない」

「え？　ど、どういう……？」

「あとで説明するよ」

　それだけ言うと、エオラインは機き車しやの左側面に並んで直立しているローランネイたちに歩み寄った。

「二人ともご苦労様。僕たちの用事はいつ終わるか解わからないから、今日はこれで基地に戻もどっていいよ」

　途と端たんにスティカがぴしっと背を伸ばし、

「いえ、閣下のご用がお済みになるまでお供いたします！」

　続いてローランネイも口を開く。

「終日の外出許可を得ておりますので、遅くなっても問題ありません！」

「え、ええ？　ほんとに？」

「「本当です！」」

　機き車しやのラゲッジスペースから剣のバッグを引っ張り出しつつそのやり取りを眺ながめていると、いつの間にかすぐ左に立っていたアスナがひそひそ声で言った。

「ああいうところ、ティーゼさんとロニエさんにそっくりだね」

「まったくだな……」

　と頷うなずいた途と端たん、今度はアリスが右側で呟つぶやく。

「と言うよりも、キリトとユージオに似ているのではないですか」

「へ？」

「お前たちがロニエとティーゼにある種の影えい響きようを与えて、それがあの二人にも伝わっているのだと私は思いますよ」

「…………」

　まさかと思うが一いち概がいには否定できない。俺たちも初しよ等とう練れん士し時代、寮りよう監かんのアズリカ先生相手に色々な屁へ理り屈くつをこねたものだ。いや、ほとんどの場合、ユージオは俺の巻き添えを食っていただけだが。

　アリスの説が正しければ、いまエオラインに手を焼かせているローランネイたちの利かん気は俺由来ということになる。困り顔の団長を眺ながめながら、心の中で「なんかスマン」と呟つぶやいていると、結局エオラインが折れたようで三人は一いつ緒しよにこちらへ歩いてきた。

「では、行きましょう」

　そう言って駐ちゆう車しや場じようの出口に向かうエオラインと二人の機き士しを、俺たちはこっそり笑えみを交換してから追いかけた。




　さすがにセントラル・カセドラル本体は立ち入り自由というわけではなく、エントランスには厳いかめしいセキュリティゲートが設置されていた。

　白い制服を身につけ、細身の剣を吊つった衛えい兵へいたちが守るゲートに歩み寄ったエオラインは、外がい套とうの内側から身分証らしきものを取り出すとブース内の係員に示した。整せい合ごう機き士し団だん長ちようにして星せい界かい統とう一いつ会かい議ぎ評議員の要職にある彼が顔パスでないのはマスクのせいか……と一いつ瞬しゆん思ったが、係員が慣れた手つきで身分証をチェックしているのでどうやら通常の対応らしい。

　となると俺たちも誰何すいかされてしまうのでは、と内心慌あわてたが、そこは機き士し団だんの制服が効いたのか、スティカとローランネイ、アリス、アスナまでは何も言われずにゲートを通過できた。一人だけ違ちがう服の俺も、衛えい兵へいにじろりと睨にらまれはしたがバッグの中を見せろと言われることもなく、どうにか通過に成功する。

　そのまま広いエントランスを一直線に歩き、ゲートから充分に離はなれたところでほっと息を吐はくと、俺を待っていたエオラインが囁ささやいた。

「すまないね、キリト君」

「な……何が？」

「きみを通過させるために、荷物持ちの従者だと説明してしまった」

「あー、なるほどね。まあ、星せい王おう扱いされるよりずっといいよ……」

　そんなことを話していると、アリスが少し掠かすれた声で言った。

「早く行きましょう」

　気が急せくのも無理はない。何ヶ月にもわたって待ち望んできた瞬しゆん間かんが、すぐそこまで近付いてきているのだから。

「解わかりました。どうぞこちらへ」

　頷うなずいたエオラインが、他に人のいないホールを足早に歩き始める。アリスとアスナが追い、俺とスティカ、ローランネイが続く。

　カセドラル一階の大ホールは、大理石の壁かべや柱こそそのままだが、内装はかなり変わっていた。最も目を引くのは、四方の壁かべを飾る巨きよ大だいなタペストリーだ。純白の生地に青く浮うかび上がる、ソルス、カルディナ、アドミナを図案化したマークは星せい界かい統とう一いつ会かい議ぎの紋もん章しよう。先せん端たん近ちかくに小さく描えがかれた、二本の剣と二種類の花を菱ひし形がたに配置したマークは星王の紋もん章しようらしい。

　ホール正面には左右に分割された大階段があり、その手前では小さな噴ふん水すいが軽やかな水音を響ひびかせている。かつては階段は一つで噴ふん水すいも存在していなかった気がするが、二百年も経たてば改装くらいされるだろう。

　やたらと古びた大理石の噴ふん水すいを回り込むと、奥おくの壁かべにエレベータであろう扉とびらが三つ並んでいた。

　二百年前のセントラル・カセドラルにもエレベータ──当時は《昇しよう降こう洞どう》と呼ばれていたが──は存在していたものの、結んでいたのは五十階から八十階までで、一階から五十階までは階段をひいこら上るしかなかったのだ。しかも昇降洞は、昇降係と呼ばれていた少女が人力で運行していた。まさか……係の数を増やしたのだろうか。

　いや、だとしても、当時と違ちがって何人もの係が交代制で動かしているはずだ。そうであってくれと祈りながら扉とびらの前まで移動し、スティカが壁かべの丸ボタンを押すのを見守る。中央の扉とびらがすうっと左右に開くと──喜ばしいことに内部は無人だった。

　どうやら二百年の間に運行が自動化されたらしい。そうしようと決めた誰だれかに感謝しつつ、五人に続いて中に入る。

　以前は円えん筒とう形けいだった昇しよう降こう洞どうだが、いまは現実世界と同じ四角形で、大きさも六人乗ってまだ余裕がある。かすかな駆動音とともに閉まった扉とびらの脇わきには、三列の金属ボタンが並ぶ操そう作さ盤ばんが設置されている。

　ボタンに刻まれた数字は、１から79まで。エオラインが言っていたとおり、八十階を指定するためのボタンは存在しない。

「……で、どうするんだ？」

　小声で訊たずねると、エオラインはじっと俺を見返してきた。

「きみが乗れば、何か起きるんじゃないかと思っていたんだけど……」

「そ、そんなこと言われても……」

　箱の中を見回すが、何が起きる気配もない。このまま待っていたら、他の誰だれかが入ってきてしまいそうだ。

「……と、とりあえず七十九階まで行ってみようぜ」

　そう言った俺は、一番上のボタンに右手を伸ばした。だが、押す寸前で手を引っ込める。

「どうしたの？」

　アスナの声に「いや……」と呟つぶやきながらじっと操そう作さパネルを睨にらむ。

　階数のボタンを、下から１２３、４５６、と三列に並べていけば、最後は767778の後に79が一つ飛び出すはずだ。

　しかしパネルの最上段には、78と79のボタンが二つ並んでいる。そうなっている理由は、最下段のボタンが１と２だけで、次の行から３４５、６７８という並びになっているからだ。

「……エオライン、他のエレベータ、じゃなくて昇しよう降こう盤ばんもボタンの配置は同じなのか？」

　俺の問いに、団長は円えん筒とう形けいの帽ぼう子しを傾けた。

「僕たちは昇しよう降こう機きって言ってるけど……うーん、どうだったかな。そんなの、気にしたこともないよ」

「あたし、見てきます！」

「私も！」

　叫さけんだスティカとローランネイが扉とびらを開け、飛び出していく。十秒ほどで戻もどってくると、扉とびらが閉まるや口々に結果を報告する。

「右の昇降機は、一番上のボタンが七十九階だけでした！」

「左の昇降機も同じです！」

「ありがとう、二人とも」

　礼を言って、再び操そう作さパネルを睨にらむ。つまり、この真ん中の箱だけ、ボタンの並びが異なるわけだ。製造上の都合でそうなったのか──あるいは意図的なものか。

　俺は再び右手を伸ばし、79と刻まれたボタンの隣となりの、何もない金属板に触ふれた。

「…………！」

　途と端たん、鋭するどく息を吞のむ。

　ごくかすかだが、確かに感じる。銀色のパネルの奥おくに、もう一つボタンが隠かくされている。

　鼻がぶつかるほど近くから見ても、パネルには継つぎ目めなどまったく存在しない。これを押すには……危険を冒おかして心シン意イを使うしかない。

　心シン意イ力りよくとはイメージの力だ。いまの俺なら、手を使わずに物体を動かすことも、変形させることも容易たやすい。だがそれには対象物を目視し、想像するというプロセスが必要となる。分厚い金属板の奥おくにある見えないボタンを押すのは、そう簡単なことではない。下手に力を加えれば壊こわしてしまうことも有り得る。

　──まったく、どこの誰だれがこんな嫌いやらしい仕し掛かけを作ったんだよ……。

　心の中で毒づきながら、最小限のイマジネーションをパネルに浸透させ……不可視のボタンをそっと包み込んで、押す。

　ごとん、という震しん動どうに続いて、床下で風ふう素そが噴ふん出しゆつするシュウッという音が響ひびいた。

　上昇を始めたエレベータの中で、スティカとローランネイが「わあっ！」と歓かん声せいを上げた。




　自動化された昇しよう降こう盤ばん、ではなく昇しよう降こう機きは、人力時代の二倍か三倍ものスピードでカセドラルを上昇していった。さすがに階数表示機能はないが、一階通過するたびにチーンというベルの音が響ひびく。

　途中で人が乗ってきたら面倒なことになると思ったが、恐おそらく隠かくしボタンが押された場合は直通モードになるのだろう。三十階、四十階と順調に上り続ける。惜しむらくは、二百年前の昇しよう降こう洞どうと違ちがって窓がないので外の景色を楽しむことはできない。

　かつて、俺とユージオを運んでくれた昇降係の少女は、もしもこの天職から解放される時が来たら、昇降盤で自由に空を飛んでみたいと言っていた。

　たぶん、彼女ももう生きてはいないだろう。目を閉じ、昇降係の望みが叶かなったことを祈りながら、金属音を数え続ける。

　やがて、昇降機はゆっくりと減速し始め、停止すると同時に八十──ではなく七十九回目のベルが響ひびいた。

　扉とびらが滑なめらかに開く。その先は、薄うす暗ぐらい通路。人の気配はない。

「……ここが、八十階なのか……？」

　畏おそれの滲にじむ声で呟つぶやくエオラインの背中を、俺は右手で押した。

「昇降機が動き出す前に早く降りようぜ」

「う……うん」

　頷うなずき、歩き始めるエオラインに続いて、他の五人も箱から出る。

　通路はずっと掃除されていないらしく、白い埃ほこりが分厚く積もっていて踏ふむと煙のように舞まい上あがるが、アンダーワールドの塵ちりや埃ほこりは視覚エフェクトのようなものなので基本的に吸い込んでも害はない。

　埃ほこりを蹴け立たてて数歩走ったアリスが、震ふるえる声で叫さけんだ。

「間ま違ちがいない……ここはセントラル・カセドラル八十階、《雲上庭園》に続く廊下です！」

　俺も覚えている。体感時間ではほんの二ヶ月ほど前、俺はユージオと一いつ緒しよに昇しよう降こう盤ばんから降り、ここを歩いた。

　あの時、俺はユージオに言った。

　──俺たちはアドミニストレータを倒たおすためにここまで来た。でも、それで終わりじゃないんだ、ユージオ。本当の難題は、その先に……。

　そこで口ごもってしまった俺に、ユージオは不思議そうな顔で訊きいてきた。

　──アドミニストレータを倒たおせば、あとはカーディナルさんに任せればいいんじゃないの？

　その問いに対する答えを、俺は先延ばしにしてしまった。続きはアリスを取とり戻もどしてから話すと約束したのに、結局彼に真実を打ち明けることはできなかった。

　本当は《ベクタの迷子》なんかじゃなく、桐きりヶが谷や和かず人とという名前を持つリアルワールド人であることを。向こうの世界では剣士でもなんでもなくて、ゲーム以外には何の取とり柄えもない、人付き合いが下手なただの子供で……同性で同年代の親友と呼べる相手は、お前が初めてなんだということを。

「キリト、早く！」

　アリスの声に、いつしか俯うつむけていた顔を上げると、五人は数メートル先まで進んでいた。小さく嘆たん息そくしてから、俺は左手のバッグを握にぎり直し、歩き始めた。

　短い通路の突き当たりにそびえる大理石の大おお扉とびらも、二百年前と何一つ変わっていないように見えた。

　だが一つだけ、以前は存在しなかったものが増えている。扉とびらの手前の床から伸びる、高さ一メートルほどの奇妙な金属の柱。上面は真っ平らで、用途不明のスリットが四つ並んでいる。他には文字もボタンもない。

　アリスはその柱を一いち瞥べつしたが、かかずらってはいられないとばかりに横を通とおり過すぎ、扉とびらの前に立った。

「……開けますよ」

　宣言し、両手を純白の大理石に押し当てる。かすかに埃ほこりが舞まったが、扉とびらの天命が減少している気配はない。

　機き士し団だんの制服越しでも、アリスが全身に力を込めたのが見て取れた。

　だが──扉とびらは微び動どうだにしない。以前は俺とユージオが押しただけで開いたのに、当時の俺たちより遥はるかにＯＣ権限が高いはずのアリスの全力を受け止めても、軋きしむ音すら聞こえない。

「く……う……っ」

　呻うめくアリスの左にアスナが駆かけ寄よるのを見て、俺も床にバッグを置いて数歩走った。

　右側の扉とびらに両手を触ふれさせてから、「せーの」と声を掛かける。二人とタイミングを合わせ、渾こん身しんの力で押す。

　びくともしない。

　信じられないほどの強度だ。いまの俺のＯＣ権限は、１２９というばかばかしいほどの数値に達している。伝説の怪物たるアビッサル・ホラーを倒たおしたことが影えい響きようしているなら、アスナとアリスも同程度まで上がっていても不思議はない。

　その三人が全力で押しているのに小こ揺ゆるぎもしないからには、これは単なる鍵かぎではないのだ。何かシステム的な──《世界の理ことわり》に繫つながる力が働いている。心シン意イを使えば干渉できるかもしれないが、エレベータのボタンを押す程度ならともかく、この扉とびらを破は壊かいするほどの心シン意イ力りよくを振り絞れば絶対にセントリア中の心シン意イ計けいの針が振り切れてしまう。

「アスナ、アリス」

　二人に呼びかけてから、扉とびらから手を離はなし、一歩下がった。

　まずアスナが、続いてアリスが押すのを中止する。青白い頰ほおに痛々しいほどの焦しよう燥そう感かんを滲にじませるアリスの肩かたを、軽く叩たたく。

「たぶん、後ろの柱が鍵かぎ……いや、鍵かぎ穴あななんだ」

「しかし……我々は、鍵かぎなど持っていないのですよ！」

　悲痛な声を出すアリスの背中に、アスナも手を伸ばした。

「まずは調べてみようよ。アリスもこういうの、ＡＬＯで山ほど経験したでしょ？」

「…………ええ……」

　頷うなずいたアリスと一いつ緒しよに、謎なぞの金属柱のところまで戻もどる。

　すでにそれを検分していたエオラインが、一歩下がって言った。

「残念だけど、僕には何の装置なのかまったく解わからない」

「埃ほこりの積もり具合からして、たぶんエオラインが生まれる前に設置されたものだと思うよ……」

　そう応じながら、俺は柱の上面を覗のぞき込んだ。

　床ほどではないが埃ほこりが積もった金属パネルには、先刻見たとおり四本のスリットが切られている。どれも長さ五センチ、幅一センチほど……と思いきや、全て微び妙みようにサイズと形が異なる。とはいえ最小でも三センチかける七ミリといったところで、これにフィットする鍵かぎとなると異様に巨きよ大だいだし、そもそも回すことができない。

　差し込むのは鍵かぎではない？　金属板……いや、もっと長い、たとえば。

「「「剣!!」」」

　俺と同時に、アスナとアリスも叫さけんだ。

　二人と顔を見合わせてから、近くの床に置かれた革かわバッグに飛びつく。強こわ張ばる指先で六個もあるバックルを順に外し、がばっと開けて手を突っ込む。

　まずラディアント・ライトを摑つかみ出し、アスナに渡す。続いて金きん木もく犀せいの剣をアリスに渡す。

　二人は金属柱の前に立つと、同時に愛剣を鞘さやから抜いた。背後でローランネイとスティカが「わあっ……」と抑おさえきれない声を漏もらす。

　俺は自分の剣二本をまとめて引っ張り出しながら、アスナたちに向けて叫さけんだ。

「形が合う穴は一つだけのはずだ！　合わないところに無理矢理差し込むなよ！」

「解わかっています！」

　叫さけび返かえしたアリスが、金木犀の剣を逆さか手てに持もち替かえる。一つのスリットに狙ねらいを定め、慎重に剣先をあてがうと、ゆっくり滑すべり込ませていく。

　鍵かぎとなるのが、俺とアスナ、アリスの剣だという確証があるわけではない。ことにアリスは、星せい王おう統治時代が始まる前にアンダーワールドからログアウトしてしまったので、金木犀の剣と合う穴をこの柱に刻むことは不可能だと思える。

　しかしそれでも、俺はこの四本だと確信していた。そうでなくてはならないのだ。

　しゃりいぃぃん……と涼やかな音を響ひびかせて、黄金の刀身が柱を貫いていく。半ばを過ぎ、剣けん尖せんから七割ほどが吞のみ込まれた時、かちん、と歯切れのいい音が聞こえた。

　アリスが無言で数歩下がる。入いれ替かわわりに立ったアスナが、迷いのない動作でラディアント・ライトを柱に突き立てる。

　今度も七割がた潜もぐったところでカチリと金属音が鳴った。

　俺は二本の愛剣を腰の左右に吊つり、立ち上がった。

　頼もしい重みを感じながら、金属柱の前に立つ。二つの柄つかを逆さか手てで摑つかみ、同時に抜き放つと、高く掲かかげる。

　右手には夜よ空ぞらの剣。左手には青あお薔ば薇らの剣。

　背後で、今度はエオラインが息を吞のむ気配がした。考えてみれば、彼はこの二本の剣を初めて見るのだ。しかし俺は振り向かず、一歩前に出た。

　金属柱に設けられた四つのスリットのうち、内側の二つにアスナとアリスの剣が刺さっている。俺は外側の二つに愛剣たちの切っ先をあてがい、ゆっくりと、しかし手を止めることなく差し込んだ。

　解錠音が重なって響ひびき──続いて、ガチン！　と重々しい金属音が通路に響ひびき渡わたった。

　柱の奥おくにそびえ立つ大理石の扉とびらの中央に、黄金のラインが走る。

　地じ響ひびきのような音を轟とどろかせながら、扉とびらが勝手に開いていく。薄うす暗ぐらい通路に眩まばゆい光が流れ込み、視界を純白に染める。

　ひときわ大きな重低音とともに、扉とびらが完全に開いた。

　俺の横をすり抜けたアリスが、溢あふれる金色の光の中へ駆かけ込んでいく。アスナも後に続く。

　俺は愛剣の柄つかから手を離はなし、二人を追った。後ろをついてくるエオラインたちの足音を聞きながら扉とびらをくぐると、甘く爽さわやかな香りが嗅きゆう覚かくを満たした。

　光が拡散し、視界が色を取とり戻もどす。

　緑。

　塔とうの内部だとは思えない、鮮やかな緑色が広がっている。

　すぐ目の前には短くて柔やわらかそうな草に覆おおわれた緑地があり、その向こうには小川が流れ、木製の橋を渡った先にあるのはなだらかな丘。セントラル・カセドラル八十階、《雲上庭園》──。

　かつて、俺とユージオはここで整せい合ごう騎き士しアリスと再会し、剣を交えた。

　あの時と同じように、丘のてっぺんには一本の樹きが枝葉を広げている。

　そしてその根元には……幹に寄りかかるように座すわり、瞼まぶたを閉じる、一人の少女。

　いや、一人だけではない。座すわる少女を見守るように、二人の女性が左右に立っている。

　丘を覆おおう草やあちこちに咲さいた花、樹きの梢こずえは微そよ風かぜに揺ゆれているのに、三人の服や髪かみはまるで動かない。全身の質感も生きた人のそれではない。石化しているのだ。

　それでも、座すわる少女の顔を見み間ま違ちがえるはずはなかった。記き憶おくにある姿よりいくらか成長しているが、穏おだやかな表情で長い眠りにつくあの少女は────。

　よろめくように一歩、二歩と前に出たアリスが、両手を胸に押し当て、万ばん感かんの思いが溢あふれる声でその名を呼んだ。




「…………セルカ!!」





（続く）
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　あとがき




『ソードアート・オンライン25　ユナイタル・リングⅣ』を読んでくださってありがとうございます！

　ユナイタル・リングＵＲ編も早はや（と言うほど早くはなかったですが……）四冊目となりまして、物語も大きく動き始めた感じですね。前巻では顔見せ的な登場だったムタシーナとエオラインが今巻ではかなり存在感を発揮しておりますので、二人がどういう人なのかはおおよそ摑つかんでいただけたかな……と思っております。

　いまのところ、ユナイタル・リングとアンダーワールドＵＷでの出来事は平行して進んでいる感じですが、これもいずれ接近、交差する時が来るはずですので、いよいよ佳か境きように近づくＵＲ編を今後ともなにとぞよろしくお願いします！

（以降、本編の内容に触ふれていますのでご注意ください）

　この巻では、ＵＲ編の新キャラクターの他にも、懐なつかしい人の名前をたくさん書きました。フェアリィ・ダンス編でキリトと裏取り引きしたサラマンダー氏がいまさら名前つきで出てきたのは私もビックリしましたが、ＡＬＯ組は次巻以降も五月雨さみだれ式に参戦してくると思います。

　そしてＵＷパートでも、名前だけの登場でしたが、アリシゼーション編の主要人物たちのその後にわずかながら触ふれることができました。ラストはいよいよアリスが……！　というところで引きになってしまいましたが、次巻では整せい合ごう騎き士し団だんが封ふう印いんされた理由等々が明かされると思いますのでこちらもお楽しみに！　相変わらず謎なぞまみれなエオライン団長も、そろそろヒミツの薄うす皮かわがぺりぺり剝はがれてくるんじゃないかな……と思っています。




　近きん況きようとしましては……これを書いているのは二〇二〇年十月ですが、パンデミックの収束はまだ見通せない状じよう況きようながら、少しずつ新たな日常が構築されつつあるのを感じるようになってきましたね。人間の適応力はすごいなあと思う反面、厳しい環かん境きようが続いている業界もたくさんあるわけで（エンタメ業界も決して他ひ人と事ごとではない）、大きな影えい響きようが出てくるのはこれからなのかなと思ったりもします。ＳＡＯ世界ではコロナ禍かは存在しなかった、もしくは終息済みという扱あつかいですが、書いていてふとキリトたちがマスクをしていないことが気になっちゃったりしますからね……。楽観視せず、さりとてストレスも溜ためすぎないよう、いい具合のいなし方を見つけていければと思っています。

　そんな状じよう況きようのせいで……うそです自分のせいで今回も激げき辛からスケジュールになってしまって、担当さんやａｂｅｃさんには大変ご迷めい惑わくおかけしました！　次はなるべくお待たせしないようがんばります！　読者の皆みな様さまも、ぜひまた次巻でお会いしましょう！





二〇二〇年十月某ぼう日じつ　川かわ原はら　礫れき
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